
地域と共に

地域の課題に対して協働して取

り組み、地域からなくてはならな

いパートナーとして認識されてい

る。

職員と共に

働きがいと働きやすさの実現に

より、ここがよかった！と実感で

きている。

①確保：ブランディング推進のも

と、法人に共感する人材の確保。

R5年度足羽福祉会事業報告

5つの視点
3年後の姿

（目指す状態像）
R5年度事業計画 主な指標R5年度事業活動報告

　令和5年度は、国際的な不安定さが増す一方で、国内では新型コロナウイルスが感染症法上の5類に移行し、また北陸新幹線の敦賀までの延伸が実現したこともあり、賑やかで活気ある社会への期待感が

増した1年でした。当法人としては、新たに第Ⅴ期中期事業計画を策定した1年目でもありました。その前年度にSDGs宣言をした私たちは、事業方針でもある「利用者様と共に」「地域と共に」「職員と共に」に

「地球と共に」を加え、3年後のありたい姿として、以下の目標を立てました。

　　　1．利用者様と共に　　一人ひとりの夢や願いを実現するために、連携のもとで様々なチャレンジがなされており、成功事例がたくさんある。

　　　2．地域と共に　　地域の課題を対して協働して取り組み、地域からなくてはならないパートナーとして認識されている。

　　　3．職員と共に　　働きがいと働きやすさの実現により、ここがよかった！と実感できている。

　　　4．地球と共に　　CO2排出の削減が進み、循環型事業モデルに取り組んでいる。

　　　5．経営基盤の安定化　　さまざまな経営改善の取り組みにより、持続可能な収支差額が計上できている。

　しがしながら、感染症が全くなくなった訳でもなく、次の一歩を踏み出すには、逡巡と勇気が必要な1年でもありました。慢性的な人手不足で、職場内コミュニケーションがとりづらく、よりよい組織作りに取り組む

中での大きな壁にも直面しました。

　隣りの石川県をはじめとする能登半島地震では、福祉施設や地域社会が甚大な損害を被りましたが、物的人的な支援を通して、改めてつながりと本質をとらえることの大切さを学びました。

　人が生きていく上で、それを支えていく上で、本当に必要なことは何なのか？ 先の読めない、困難な時代であっても、私たちは歩を止めてはなりません。私たちのパーパス、ミッション、バリューの理解と行動が問

われています。できたことも、できなかったことも真摯に受け止めて、次年度につなげていきます。

利用者様と共に

一人ひとりの夢や願いを実現す

るために、連携のもとで様々な

チャレンジがなされ、たくさんの

成功事例ができている。

①尊厳・権利擁護はじめ本人中

心の福祉に関する学びを深める。

障がい者福祉部門や高齢者福祉部門ではEラーニングによる研修体制を活用し、

また虐待防止委員会等による自己チェックを行いながら、本人の権利擁護、虐待

防止、意思決定支援等の学びに取り組んだ。

事故報告；499件、

苦情受付；36件

②一人ひとりの想いや願いの適切

なアセスメント（着手、見直し）

障がい者福祉部門ではEラーニングにの研修を活かしながら、本人をより深く理解す

るためのアセスメント見直しに取り組み、高齢者福祉部門では、アセスメントシートと

ケアプランは十分に取り組めているが、支援統一の課題に直面している。子ども福祉

部門では、事業所間の交流を通して子どものよりよい育ちの環境作りに取り組んだ。

③実現のための話し合いを関係

者、チームで取り組む。

各拠点、一人ひとりの人生における様々な局面や地域て起きている諸課題に対し

て、関係者によるケース会議を行いながら、チーム支援で取り組んだ。その取り組み

の一部をサービス実践報告会にて11事例を報告、全体共有を行った（来場約

130名）。

生活困窮者支援；3件

一部達成

一部達成

一部達成

施設見学受入れ；357名、

施設実習受入れ；200名、

施設ボランティア受入れ；343名

②地域住民の目線で課題解決に

向けた取り組み。

障がい者福祉部門では、永平寺町における福祉のまちづくり事業について、地域関

係者や大学等との連携によるプロジェクトチームを発足させ、先進地視察等の活動

を行った。高齢者福祉部門ではデイホームや認知症カフェ、地域関係者との継続的

な話し合い等を通して、地域ニーズにどのように応えていけるか検討を進めた。

③災害時における法人の役割

（福祉避難所設置、DWAT派遣

等）を発揮できる体制整備。

各拠点の災害時BCPは年度内に作成したが、法人全体での連携等十分な議論

を進めることができなかった。福祉避難所としての役割りについては、地域住民との

話合いを進めながら、連携強化に努めた。R6年1月に起きた能登半島地震では、

福井DWATを始め、主に介護、障がい者団体を通した被災地支援の活動に積極

的に人的派遣を行った。

被災地職員派遣；　延べ39 名

　　　　　　　　　　　　　延べ115

日

①関係者（地域住民、学生、研

究機関等）を増やし、継続的な

話し合を通じた地域課題の共有。

子ども福祉部門では、地域での会議や交流イベントに積極的に参加した。障がい

者福祉部門では、ボッチャ交流、在宅高齢者世帯への配食サービス、地域清掃活

動など取り組んだ。高齢者福祉部門では、地域包括ケアを推進する様々な取り組

みに参画した。法人本部でも、県内大学と連携した活動、また第10回足羽川ふれ

あいマラソン大会を開催した（ランナー約1,153組参加、ボランティア約356名参

加）。

一部達成

一部達成

一部達成

年間採用者数；51名

年間退職者数；64名

外国人労働者数；14名

②育成：法人研修プログラム等を

定着させ、学びやサービスクオリ

ティ、改善意欲の向上。

法人研修をWEB受講による基礎研修と、選択による自主性を高める専門研修に

分けて計画的な人材育成を行った。しかし事業所によって、人員不足などを原因と

した研修参加へのバラツキが見られた。また1on1面接を推奨し、上司による部下

育成やフォロー体制強化に取り組んだが、定期的な面談が定着した事業所と、実

施が困難な事業所の差が出ている状況。

法人研修年間受講者数；延べ

2,044名

女性管理職数；16人

（45.7％）

③定着：職員満足度調査などを

基にした職場環境、業務効率の

改善（ICT・介護ロボ等活用、経

営ガバナンス強化など）。

グループウェア導入後、スケジュール管理や情報共有などペーパレス化も一定進んで

いるが、活用スキルにおける個人差もあるため、業務改善研修数を増やして対応し

た。また支援現場でも支援記録ソフトの見直しや見守りシステム等の導入によって、

職員の負担軽減に取り組んだ。ストレスチェックや職員満足度調査では、前年度か

ら大きな変化はなく、「業務過多」だが「職員同士や上司のフォローは高い」結果と

なった。L☆会では、子ども福祉部門と協力して親子での体操サロンを企画実施し

た。

年間超過勤務時間; 34,573時

間（5.1H/人）

年間有休取得日数；4983.5

日（8.6日/人）

一部達成

一部達成

一部達成

法人のパーパス、ミッション、ビジョンをきちんと伝えての採用活動を通して、R6春卒

学生6名の採用となった。また中途採用強化のための紹介制度「リファラル採用」を

作り、年度内5名の採用につなげた。高齢者福祉部門では実習受入れの印象度

アップのためのマニュアル見直しを行った。介護人材確保のためには外国人留学生

やEPA介護福祉士候補者の受入れも積極的に行った。

地球と共に

CO2排出の削減が進み、循環

型事業モデルに取り組んでい

る。

①法人内電球の全LED化。

各拠点において一部を除き、LEDへの切り替え工事を行った。あすわ第2のGHこも

れびでは太陽光発電を導入し、CO₂排出減の見える化に取り組んだ。しかし法人

全体でのCO₂排出量算出の「見える化」を進められなかった。

一部達成

一部達成

公用車乗り換えの際にEV車1台、、HV車2台を導入した。また車両全体の維持

管理における業務負担軽減のため、リース車両への切り替えを行った。

③有機廃棄物の堆肥化に向けた

取り組み。

足羽サポートセンターによる農福事業への取り組みを本格化させ、足羽ワークセン

ターからの有機廃棄物による堆肥作りを少量ながら始めた。各拠点ごとに、SDGsへ

の関心を高める取り組みを検討したり実施したりしたが、子ども福祉部門では、子ど

も自らが体験できる様々な機会を創出すると共に、取り組みをSNS等で積極的に

発信した。

堆肥化した有機廃棄物量；

199kg

②新たな車両はEVまたはHV車を

導入。

一部達成

経営基盤の安定

化

さまざまな経営改善の取り組み

により、持続可能な収支差額

が計上できている。

①法人ブランディングの推進（利

用者様から選ばれる、人材採用・

定着、地域広報）。

4/1付地元新聞への一面広告掲載、10/1からのTVCM放映3本、施設看板の

一斉入れ替え、公用車へのシンボルマークステッカー張り替え等により法人イメージ

の刷新に重点的に取り組んだ。インスタグラムではTMCMの反響もあって閲覧数が

飛躍的に増え、採用活動への効果が一定表れた。障がい者福祉部門では、SNS

発信をより積極的に行い、関係機関との情報共有の機会を増やすことで、新規利

用者確保にもつなげた。高齢者福祉部門では、大東包括支援センターが地域関

係者や居場所（ショッピングセンター、病院、薬局など）での広報を増やすなど取り

組んだ。

インスタグラムフォロアー；826人

インスタグラムでのCM再生回

数；80万回以上

一部達成

未達成

足羽東こども園は少子化の影響で、定員充足は困難となってきている。新型コロナ

感染類型の変更後は、たとえ感染者が発生しても事業は継続して行うようになり、

稼働目標以上を達成した事業所が、足羽更生園入所支援、フレンズあすわ、フレ

ンズみゆき、フレンズどれみ、パステル就労移行、愛全園デイサービス、GH美山小規

模多機能型となった。しかし事業縮小した事業の影響もあり、法人全体では当初

予算目標収益には届かなかった。一方、支出も当初予算を大幅に下回り、結果と

して運転資金長期借入金は不要となったが、事業活動計算書のサービス活動増

減差額の赤字解消とはならなかった。

サービス活動収益；3,123百万

円

サービス活動費用；3,323百万

円

増減差額；▲200百万円

③KPI設計による成果の見える

化、PDCAで改善させる仕組化な

ど管理職のマネジメント力強化の

取り組み。

事業計画作成の際、拠点の目標達成に必要なKPIを数項目設定し、その進捗を

月次事業報告の中で確認していく取り組みに全GMが取り組んだが、KPIの設定の

あり方、拠点内での目標の共有、PDCAによる改善させる仕組み化など、十分な取

り組みとはならなかった。月次決算が遅れたことや本部繰入が決算前まで計上され

なかったこと等、拠点ごと、サービス区分ごとの正確な経営状況の把握が困難であっ

たことも要因となった。足羽更生園、足羽ワークセンターで取り組んでいる法人内給

食事業は、食材費高騰の影響を受け、業務改善や会計処理上の課題解決が進

まなかった。

②適正人員配置とサービス内容の

充実により、全事業で稼働目標を

達成。

達成

2



5つの

視点

なし

はし

ー

なし

ー

【　法　人　本　部　】

E　稼働率（D/A×

100）（％）

その他

(未収、未払の状況）
未収未払共に問題なし

部門の研修会への

参加数

①　0回

　　　（未実施）

「愛道」発刊

②　2回（達成）

法人連携事例検

討会

③　0回

①「思い」「アニュア

ルレポート2022」

発刊完了（1

回）

HP更新　随時
その他

その他

能登半島地震関連（派遣）

　　28名（12拠点）のべ派遣日数98日

足羽川清掃活動　参加

　　職員　17名　利用者様　11名

職員研修センター活用（地域の方）

　　のべ　31回（2団体）

その他

法人本部　1名（427.83時間）

メンタルヘルス

法人本部　なし

法人全体

職場復帰委員会　対象職員７名

人

事

管

理

採用

法人本部　なし

法人全体　51名
正規職員 32名　ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ職員18名　ｼﾆｱｱｿｼｴｲﾄ職員1名

退職

法人本部　正規職員1名

法人全体　64名
正規職員 44名　ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ職員18名　ｼﾆｱｱｿｼｴｲﾄ職員2名

その他

設備投資状況 ※記載事項なし

見学 　0名、　　　　　0団体

ボランティア 　353名（足羽川ふれあいマラソン）

実習 　0名、　　　　　0団体

②月次報告の実

施（第3決裁）

C　稼働日数（日）

D　平均利用者数

（B/C）（人）

A　定員（人）

B　利用者延人数／

年（人）

受

入

実

績

①職員会議等で

のパーパス唱和

　　12回

　パーパス研修

　　　0回

新卒採用

6名/目標23名

②研修企画会議

12回

労

務

管

理

実

績

超勤300H超

未達成

　本部における共通のKPIは、一部を除いて設定できなかった（課によって

は個別設定完了）。

　各部門の部門会議に参画するが、本部の貢献価値発揮までは至ってい

ない。

未達成

経

営

基

盤

の

安

定

化

　ブランディングについては、職員への浸透及び地域の方々の周知のため

に、封筒、名刺等のツールについて製作し年度当初より、活用を始めた。

更に、研修会や説明会も実施したが、現在、職員への浸透度が低い状況

であり、今後も、周知を実施していく。また、来年度の卒入職者実績は6名

（こども2名、障がい3名、高齢1名）であった。

達成

　4/1に法人新シンボル＆ロゴマークを福井新聞全面広告にて発表した。

更に、福井放送にて10/1からTVCMを流し、インスタにて広告配信も開始

した。また、法人の公用車全車（寄付車除く）及び看板の取り換え工

事、作業を完了した。ユニフォームについては順次新シンボル＆ロゴマークを

取り入れたデザインで制作している。

　ブランディング導入に伴うKPIの比較において、向上傾向で、効果が見ら

れた（令和4年度→令和5年度）。

　 職員定着率：92％→95％　　　 新卒採用数：6名→６名

　 HPアクセス数：6,500アクセス→6,828アクセス

　 HP直帰率：47%→37%(低い方が良い)

　 新卒選考エントリー数：14名→75名

　 新卒採用試験申込数：8名→12名

　 キャリア求人カバー率：20.8%→26.0%

　タレントマネジメントに向けた、職員個人の研修受講履歴について、不完

全な状況であったが、人事台帳へ登録する仕組みを構築することができ

た。しかしながら、グループウェアを利用した研修等の復命書の決裁、回覧

のワークフローとの連携ができないため、復命書の提出方法等の再考が必

要である。

　令和5年度研修体系を踏まえて、研修会議を毎月計12回実施した。

達成

　介護や支援補助に係る機器のPC導入だけではなく、職員間の情報共

有、在宅勤務のための導入に向けたインフラの拡充も拠点も含めて完了し

た。本部において、在宅勤務を勤務形態に加え実行し、検証を行った。そ

れを踏まえての、在宅勤務規程等　個人情報に係る規程を改正した。

　今後を見据えたロボティック・プロセス・オートメーション(RPA、事業プロセス

自動化技術)について、エントランスディスプレイ、消耗品発注など簡易な

ルーチン業務に次年度より適用させていく予定である。

一部達成

一部達成

(1）法人ブランディングの推進（利用者様から選ばれ

る、人材採用・定着、地域広報）に伴う戦略的な投

資を行う

　設計にあたり、他法人の活動について協力していただき、視察を行い、福

祉教育の件だけではなく、採用や外国人介護士の育成などについての情

報交換も行った。更に、福井大学とのSDGs施策の共同企画、課題解決

型学習も実施した。また、県立大学と連携し学生向けに「福祉のまちづくり

と職業選択肢としての福祉」をテーマに特別講義を実施した。

　大東包括や公民館との連携により地域における研修、勉強会について

は、立案に至らなかった。

一部達成

一部達成

(1）法人に共感する人材確保に向けたブランディング

推進と採用計画の運用を行う

(2）職員の要望に応える研修のコンテンツや体系づく

りなど、タレントマネジメント構築に着手する

　法人本部におけるライトのLED化については完了した。

　法人SDG’ｓ推進会議で、太陽光発電の有効性は確認できたが、導入

計画までは至らなかった

(2)EVまたはHV車を導入等CO2排出削減計画を策

定する（SDGs推進会議と協業）

(2）ボランティア育成事業のあり方について、事務局と

して検討・提案を行う

(2）10ヵ年収支計画と会計フローの検証を行い、適

宜改善する

職

員

と

共

に

地

球

と

共

に

(3）3年後の食の循環型事業モデルの確立に向け拠

点（主に足羽サポートセンター、足羽ワークセンター）

事業計画推進のためのサポートを行う

(3）PC配置の適正化などICTインフラと対内外セキュ

リティを強化する

(1）法人内電球の全LED化を行う

(3）KPI設計による各課組織生産性向上の取り組

みを行う

年度目標

利

用

者

様

と

共

に

未達成

一部達成

(1）現場理解を目的に尊厳・権利擁護はじめ本人

中心の福祉を学習する

(2)福祉環境の把握や支援の創発を目的に、部門を

超えた組織横断交流施策の企画を行う

本部職員が現場を理解するための研修の場として、障がい者福祉部門の

WEB研修を活用する予定であったが、実施できなかった。

　一般参加型のサービス実践報告会を福井県立大学にて開催し、部門で

の取組みについて発表を行い、11事例の発表を行った(130名の参加)。

　また、福井放送㈱にて法人CMを継続的に放送し、ホームページのフォロ

ワー数(放送前)600人から(放送後)811人に増加し、広告も一度は見た

方は、放送前は500名程度であった数値が、87,708人に大幅に向上し

た。

　生活困窮者への経済的援助は、大東包括、リアン及び福井市と連携を

とり、３件（計約90,000円）を実施した。

　10ヵ年計画について見直し検討については、未実施だった。月次報告に

おいては、途中、数値については確認できても、正式な報告はできなかっ

た。更に、本部として定期的な給食会議は出席したが、具体的な行動は

できなかった。

(1）地域における福祉教育計画を設計する

(2）災害時における法人と本部の役割を定義し体制

を構築する
地

域

と

共

に

最終報告

　EV車の導入に至らなかった

実施に至らなかった

　新年度に制定された、又は変更された規程の説明や委員会活動の報

告を、社内広報誌「てとて」に掲載して周知した。ホームページについては令

和６年度早々に更新する。
達成

一部達成

　事業として、第10回足羽川ふれあいマラソンは11/19に実施（ランナー

エントリー1,153組(1,368名)、ボランティアは367名(中高生181名）の

参加があった。各拠点のボランティア活動については、5月(コロナ2類への移

行)以降は、夏祭りの開催等、施設行事等で行われるようなった。

　現在、足羽川ふれあいマラソンを主に活動しているが、公民館をはじめ地

域の方々からの開催要望は強く、ボランティアのリピーターも多い。その反

面、法人の取り組みとして、職員が多忙な中、また、公益事業としても収

支が合わず、事業内容として継続的に検討する必要があるが、その検討は

行うことができなかった。

一部達成

　法人のBCP委員会を中心に、災害対応について各拠点のBCPを確認し

たが、1月の能登半島地震発生により、法人本部の役割、参集ルール、備

蓄品の管理等を再確認、再検討した。来年度も継続的に行う。

　合同避難訓練については、足羽ワークセンター、足羽利生苑との訓練は

実施し、また、通信訓練も行ったが、課題については継続的に対応してい

く。

未達成

(3)部門事例（支援、研修、その他取り組み）の社

内広報を行う

＜新型コロナ感染者数＞　      職員3名

＜インフルエンザ感染者数＞    ０名

KPI指標(年) 活動実績(年)

感染症

事故

苦情 苦情…０件　要望…　０件

虐待防止 ０件

＜事故＞なし　＜ヒヤリ＞なし
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5つの視点

こども福祉部門 令和5年度部門事業報告書

3年後の姿

（目指す状態像）
2023年度方策 最終報告

利

用

者

様

と

共

に

子どもたち”一人一人の育ち”を共有・連携しな

がら、ライフステージに応じた保育・教育・発達

支援等に取り組めている

一部達成
子どもの権利「生きる・育つ・守られる・参加する」に関して拠点ごとに取り組みを実施。自拠点における

チェックを行うと共に、子どもの意思決定支援と意見表明、職員の接遇も含めた取り組みを行った。

達成

子どもたちの交流に関しては、特別な事業を企画するのではなく拠点が事業計画で予定している行事につ

いて相乗り参加をすることで交流を深めた。また、R6年度は第二回「あすわのこどもてん2024」を開催する

年となるためメインテーマ「こどもたちのの身近なSDGs」と設定した。また、未就学児1名に対する集団での

学びによる育ちに繋げるべく通園交流交流として、東こども園・フレンズの受け入れ協力を実施した。

利用者様や保護者の思いを途切れなく繋いでいくため、

関係機関とチームで連携して取り組む。

地

域

と

共

に

施設機能を活用し、地域における子育て世代

が抱える課題等のサポートができている

地域の課題について話し合う場に出向き、招くを通して地

域ニーズを把握する

達成
あすわ児童発達・東こども園において、関係機関との連携を図ることで対象児童のケースに応じた途切れ

ない支援（サポート）を図ることができた。

子育て支援セミナー等子育て世代や家族に向けた情報

発信をする

一部達成

拠点ごとに従来からの地域への取り組みを周到し、小中学校への障がい福祉理解の為の企画や地域交

流イベントへ参加した。また、地域における各種会議等に参加することで地域ニーズに関する情報収集を

行った。しかし、出向くことはできたものの、招くに関しては十分な取り組みが出来てなかった。この点が、R6

年度の持ち越し課題となる。

達成

R5年度におけるセミナーに関しては、法人「L☆会」との合同セミナーとして、バランスボールを使った親子で

の体操及びサロンを実施し、子育てに関する意見交換を行った。また、コロナ化で中断していた保護者へ

の企画もWEB等を活用し復活させ取り組んだ。

サービス外の在宅児や家族へのサポートを柔軟に取り組む 一部達成

拠点ごとの取り組み結果として、年間を通し、一時預かり事業やふれあい広場等を実施、家庭の養育力

低下も含めた本人支援が主訴となるケース対応、短期入所受け入れを積極的取り組み在宅家族等へ

のサポートを実施した。

職

員

と

共

に

職員自身の質向上のための取組みが積極的

に行われ、世代間の役割や経験で補い合える

職場環境ができている。

法人研修プログラムを始め、個々の専門性や人間力を高

める研修等への主体的な参加を促進する
一部達成

特に法人主催の研修会への参加に関しては、計画的に参加できるように調整を行ったが、緊急な業務対

応で不参加となる職員もあり均等に受講できなかった拠点や年度末に駆け込み受講する拠点、しっかりと

年度内で全員受講達成した拠点と様々な結果となった。R6年度においては、1on1を活用して計画的に

個人が望む研修を受講できるように取り組む。

人間関係を良好に進めるための接遇やコミュニケーション

技術を習得および向上させる

ICTを活用し職員の業務負担の軽減を行う。

コミュニケーションの一環として1on1に取りくみ、その頻度等においては各拠点で異なった。また、拠点ごと

にグッドネス報告、誉め言葉のシャワー等工夫を凝らして職員間の関係構築に取り組んだ。R６年度にお

いては、1on1の取り組みの定着に向けた取り組みを継続実施する。

一部達成

業務負担軽減の一つであるICT導入に関しては、東こども園にて「保育システムコドモン」を導入が図られ

たが他拠点では新規導入には至らず継続協議となった。また、間接業務におけるパート職員等の採用に

おいて業務の一部を軽減することが可能となった。

地

球

と

共

に

子どもたちが自ら資源や物を大切にする体験を

基に、未来に向けたメッセージを発信できている

職員が学び、話し合って、自ら取り組む

一部達成

子どもたちが自ら体験できる機会を作る（環境教育）

一部達成

法人研修にある「SDGｓ」の動画を職員が視聴を実施し、それに基づいて具体的な取り組みに関する話

し合い実践に繋げた拠点。視聴だけでその内容に関して深められなかった拠点と二分してしまう結果となっ

た。R6年度においては、具体的な取り組みを明確化しながら活動に展開していく。

SDGｓの取り組み状況については、法人HPブログ、園だより、食育だよりを活用して発信を行った。発信

の際には、、読み手にわかりやすいよう、SDGsターゲットマークと共に紹介したまた拠点もあった。しかし、残

念ながら、部門全体においては当初の目指した発信結果には至らなかった。

経

営

基

盤

の

安

定

化

業務改善・労働生産性の向上をめざし、必要

な環境が整備され、収支差額目標を達成でき

ている

利用者様や職員から選ばれる事業所となるよう、本部との

連携強化でブランディングを推進する

ＳＤＧｓについて子どもたちが自ら体験出来るよう拠点毎に、ゴミの分別、廃材など素材やお野菜クレヨ

ンを用いた創作活動を実施した。

子どもたちや事業所のSDGsへの取り組みを発信す

一部達成

一部達成

一部達成

ブランディングの一環として看板等の変更を実施。CM等の取り組みに対して積極的に参画を行った。ま

た、並行して見学者（148名：９団体）、ボランティア（49名：1団体）、実習生（27名）を受け

入れリクルーターを配置し、雇用に繋げる取り組みを実施した。

一部達成

通所系の事業においては、産休・育休等での若干の職員の手薄感があったもののシフトや役割分担等を

工夫することで体制を維持することができた。一方、入所系においては、職員の年度内退職の補充が出

来ず、年度当初の体制が崩れてしまい職員に負担をかけてしまう結果となる。R６年度においては、夜勤

体制（夜勤時間）を見直し改善に取り組む。

適正な人員配置・組織体制を構築する

それぞれの拠点の経営課題に対して、法人本部と連携し

ながら優先順位の高いものから取り組む。

各拠点にける経営課題に対して、事業展開に関する課題、収支に関する課題（資金繰り等）、予算

執行に関す課題について本部及び障がい福祉部門との連携を図りながら取り組みを行った。特にフレンズ

みゆきの移転問題に関しては、他拠点の動向もあったが、借主との話し合いの中で現施設の補修等に関

する協力も得られたことで建物に関する環境維持が保たれ、契約更新を行った。

子どもの権利についての学びを深める

合同のイベントや各拠点の様々な取組みを通して連携を

深め、交流を進める

一部達成
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5つの

視点

＜新型コロナ感染者数＞

　　　　　職員0名、利用者様0名

＜インフルンザ感染者数＞

 　　　　　職員0名　利用者様3名

＜その他の感染症感染者数＞

　　　　　　職員0名、利用者様0名事故 ＜事故＞　１件

＜ヒヤリ＞

記載事項なし

記載事項なし

記載事項なし

Eラーニング受講率

/100%目標

労

務

管

理

実

績

年間63.41H

超勤300H　該当職員なし

有取得日数給26日

時間有給32H

該当職員なし

指導員1名

運転手1名

40人

7,260人

241日

30,12人

75,31%

業者未払金　115,830円

未収金　利用者

3月分244,400円

感染症

 　　　　　3名

達成

　

8月２日に行った公民館との共催行事である「モルック体験会」では上文殊児

童クラブの児童達とともに、外部講師からルールをおしえていただき、貴重な体験

交流を持つことが出来ました。午後にはその後上文殊児童クラブの児童達とドッ

チビー交流し、楽しい１日を送ることが出来ました。　８月１８日のシャボン玉

七変化でも、シャボン玉のしくみと気体の性質を実験を通して学びながら地域の

方々との交流を持つことが出来ました。

ニーズ対応（人）

の実数/10人以上

目標

受入

実績

見学０件

ボランティア

　　　　０件

達成

達成

　

出勤時、前日の児童の様子を引き継ぎし、特に気がかり児童に対して統一した

支援の徹底により、安全・安心して周りの児童達と協調しながら落ち着いた活

動を導く支援につなげることが出来た。
１人当たりの受講

時間/30分目標

その他 上文殊児童クラブとの合同会議　・

6/29　　　・9/13　　・12/20

　上文殊児童クラブとの合同会議を年3回行い、初回会議で交流企画を提案

した。夏休み期間中に「モルック」というニュースポーツの体験とドッヂビーでの交

流、また、10月の秋休み中にはハローウィーン交流を美山地区で行い、児童た

ちの声や交流の様子から、更なる企画の拡大充実に向けて、令和６年度につ

なげていくこととした。

経

営

基

盤

の

安

定

化

（１）利用者様や職員から選ばれる事業所とな

るよう、本部との連携強化でブランディングを推進す

る

（２）適正な人員配置・組織体制を構築する

（３）それぞれの拠点の経営課題に対して、法

人本部と連携しながら優先順位の高いものから取

り組む。

地

球

と

共

に

（１）職員が学び、話し合って、自ら取り組む

（２）子どもたちが自ら体験できる機会を作る

（環境教育）

（３）子どもたちや事業所のSDGsへの取り組み

を発信する

職

員

と

共

に

（１）法人研修プログラムを始め、個々の専門

性や人間力を高める研修等への主体的な参加を

促進する

地

域

と

共

に

（１）地域の課題について話し合う場に出向き、

招くを通して地域ニーズを把握する

（２）子育て支援セミナー等子育て世代や家族

に向けた情報発信をする

特になく通年運営できた

苦情…0　件　　　　　要望…0件

連携して取り組む

事業への参加利

用者様実数/一人

１以上目標

苦情・要望

           0件

虐待防止

　　　　　０件
記載事項なし

　令和5年度はコロナも通常感染の

位置づけとなり、これを受けて地域と

の交流活動をコロナ以前に近づける

ような取り組みで子供たちの地域交

流を支援することが出来た。

達成

　

公民館行事の「モルック教室」と「シャボン玉七変化」の体験時に児童と共に職

員もスタッフとして地域行事運営に参画した。　また、10月下旬に行われた「美

山文化祭」にも児童達の作品を出展し、地域の方々に児童クラブの活動を周

知することが出来た。

イベントの把握

/50%以上参画

目標

達成

　法人研修プログラムのEラーニング受講は1月,2月に受講したが、駆け込み的

であり次年度には計画的研修に努めたい。　今年度計画の「放課後児童支援

員認定資格研修」に１名受講し(12月7,8,12,13日の計4日間)基準配置

の適切性を高めた。

超勤300H超

一部達成

　

啓明小学校、羽生小学校及び保護者にお便りを配布し児童クラブの様子をお

便りを通して発信した。

　また、各団体が開催する子育て関連のイベントチラシなどは児童クラブホワイト

ボード掲載し保護者に周知したがホームページの写真は定期的な更新が出来

なかった。

企画メニュー数/1

個以上目標

実習　０件

その他

その他

人

事

管

理

採用

退職

一部達成

　昨年度行った自前講座が今年度は実施できなかった。　ゴミ分別については

児童たちと共に日々意識をもって行うことが出来ている。
SDGs出前古座

回数/年2回目標
設備投資状況

達成

　廃材工作は児童達が大好きで、一週間続けて作品作りに取り掛かる児童の

姿も見られた。

　広告利用の紙飛行機づくりでは、紙質で飛び方が全然違う事がわかり、みん

なで紙飛行機飛ばしをして遊ぶことが出来た。

空箱、脱プラの取

組み実績/１以上

その他

一部達成

　各家庭で実際行われているSDGｓを紹介するため、とりまとめて児童クラブ便

りに掲載することが出来た。

　その後も児童クラブで取組める事を継続して行ったが広報につなぐ事が出来な

かった。

　ホームページ発

信回数/１以上目

標

未達成

　満足度アンケートは未実施にとどまった。

　

　

　

満足度アンケート/

満足度100％目

標

A　定員(人)

B　利用者延べ人数/

年(人)

達成

　「美山の児童達は美山の大人で」を根底において、美山地区の人を介した人

員配置ひ留意した。夏休みアルバイトは法人職員の伝手で２名配置し対応し

た。日常の送迎や支援の配置困難時は母体施設の兼務職員がカバーすること

で安全・安心の運営を行った。

勤務表作成時の

確認/勤務実績2

名以上確認目標

C　稼働日数　(日)

D　平均利用者数

(B/C)(人)

達成

　予算執行は過度の余剰や不足とならないように適切な収支バランスで運営

し、福井市からの委託事業として基準に沿った財務運営を心がけた。

【当初予算対比）

　当初人数より4名退会

　延べ利用者数　    88.6%

　平均利用者数　    89.5%

補助金　100%　　　利用料　94.55%

　人件費　98.97%　　事業費　97.87%

　事務費　107.45%

　未収金

　利用者　　256,400円

　2月未回収12,000(5/1回　収)

　3月利用分244,400円

予算対比

実績稼働率の把

握/予算執行率

95%以上目標

E　稼働率(D/A×

100)(％)

　　その他

(未収、未払の状況)

（２）人間関係を良好に進めるための接遇やコ

ミュニケーション技術を習得および向上させる
一部達成

　

職員同士での話し合いを継続して行っているが接遇力の向上につながっているか

否か、明確にわからない部分もあるので、Eラーニング等活用しながらPDCAを回

して行く。

1on1の実施回数

/月１回目標

【こども福祉部門】　【啓明児童クラブ】

最終報告

利

用

者

様

と

共

に

（１）子どもの権利についての学びを深める

（２）合同のイベントや各拠点の様々な取組み

を通して連携を深め、交流を進める

（３）サービス外の在宅児や家族へのサポートを

柔軟に取り組む

年度目標 KPI指標(年)
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5つの

視点

退職

35

延べ4479人

251日

17.8人

51%

無
その他

（未収、未払の状況）

※記載事項なし

その他

人

事

管

理

その他

B　利用者延人数／年

（人）

C　稼働日数（日）

D　平均利用者数

（B/C）（人）

E　稼働率（D/A×100）

（％）

設備投資状況

A　定員（人）

労

務

管

理

実

績

その他

無

放課後児童支援員認

定資格研修のテキスト

の読み合わせ     12

回/12か月中

年４回掲載/年４回

必須研修全6講座受

講　1名

接遇研修受講３名

福祉会の必須研修４

名受講実施/１名受

講

超勤300H超 無

メンタルヘルス

年度目標

無

採用 1名（アルバイト）

苦情…　０　件　要望…　0　件

無

最終報告

達成

児童クラブ支援員が、放課後児童支援員認定資格

研修のテキストの読み合わせを月一回行った。特に

子どもの権利についての学びが深まり、児童.保護者

への温かい声掛けや支援につながった。

KPI指標(年) 活動実績(年)

感染症

＜新型コロナ感染者数＞　職員　0名、利用者様2名

＜インフルエンザ感染者数＞　職員　0名、利用者様12名

＜その他の感染症感染者数＞アデノウイルス利用者様１名

事故
＜事故＞　　　１名

＜ヒヤリ＞　　　５件

苦情

虐待防止

受

入

実

績

見学 　名　　　　　団体

ボランティア 　１名（延べ2日）　　　　　1　団体　　北陸高校

実習 　名、　　　　　団体

職員全員が、福祉会の接遇研修を受講し、接遇に

ついての話し合いを継続したことで、利用者様や、ご

家族の信頼向上につながった。
達成

職員同士で接遇についての話し合いを継続

し、利用者様や、ご家族の信頼につながるよ

うにする。

児童クラブが本部主催の必須研修を勤務中に受講

できるように職員体制を工夫し、全員が受講したこと

で、職員の資質向上につながった達成

未達成

上文殊公民館や上文殊地区.地域との交流に児童

は参加したが、上文殊児童クラブとしての参加はでき

なかった。職員の参画もなかった。　、話し合いは何度

も行った。

職

員

と

共

に

児童クラブの職員が専門研修や福祉会の

【必須研修】をwebランニング形式で受講

し、職員の資質向上につなげる

上文殊公民館や上文殊地区地域との交流

に児童が参加する。職員も運営スタッフとし

て参画

達成

年間　 ゴミの分別実施　　市の出前講座を福井市

SDGｓ出前講座受講を受講し、、職員児童が

SDGsについて学んだ。また、児童とゴミの分別につい

て話し合い、石器欲的に実践を継続することができ

た。

廃材や様々な資源を再活用し、発想豊か

な遊びに繋げ、物に感謝する。どもたちが自

ら体験できる機会を作る（環境教育）

地

球

と

共

に

市の出前講座を活用し、職員児童がSDGs

について学び、共にゴミの分別の実践を継続

する職員が学び、話し合って、自ら取り組む

経

営

基

盤

の

安

定

化

早朝.延長.土曜保育を、保護者のニーズに

合わせ積極的に取り入れると共に、職員の

勤務体制を整える。

達成

 廃材や様々な資源を再活用し、発想豊かに遊びに

繋げ環境教育につなげた。今年度は、廃品遊び（カ

ルタ　　椅子作り等）を子どもたちが自分たちで作り

あった。

児童が行ったSDGsの取り組みをおたよりや、

ホームページで継続してお知らせする。子ども

たちや事業所のSDGsへの取り組みを発信

する

達成

年間、早朝.延長.土曜保育を、保護者のニーズに合

わせ積極的に取り入れた。

今年度は、冬よりアルバイトを雇用した事で　柔軟性

のある勤務体制が整い、年休消化にもつながった。

常時2名以上の職員数を確保し、適正な

人員配置.組織体制づくりを行う。

SDGs２回掲載実施

/SDGs開催３回

早朝利用登録数６名

/５名予定

達成

本部と連携し、常に児童数の増減率を把握し、受託

事業として適切な運用と月次決算による運営状況の

把握を行うことができた。

常に児童数の増減率を把握し、受託事業と

して適切な運用と月次決算による運営状況

の把握を行う

達成

常時2名以上の職員数を確保し、適正な人員配置.

組織体制づくりができた。児童支援員研修は、今年

度は諸事情により受講できなかったため、来年１名の

受講を目指す.

一部達成

　児童クラブだよりにSDGsコーナーを設け、児童の取

り組みを、ホームページで年間２回発信した。

【こども福祉部門】　【上文殊児童クラブ】

その他

地

域

と

共

に

地域施設.住民（老人ホーム. 公民館

等）との交流を行い、人と関わる楽しさや、

地域の良さに気付き好きになる。地域の課

題について話し合う場に出向き、招くを通し

て地域ニーズを把握する
一部達成

感染症予防もあり、地域の施設とは1年間交流でき

なかった。

上文殊のお筝クラブや上文殊地区主任児童委員と

交流を行い、地域の人と関わる楽しさを知ることがで

きた。

児童クラブ運営委員会、学校協議会、公民館運営

審議会に出向き、地域ニーズを把握することで、児童

クラブ運営に生かすことができた。

上文殊お箏クラブ交流

１回

上文殊地区主任児童

委員交流3回

利

用

者

様

と

共

に

啓明児童クラブとの交流や、他事業所の取

り組みを生かしたイベントを行う中で、自己を

発揮し、個々の温かな人間性や連帯感を

育む。

達成

啓明児童クラブとの合同のイベントを２回行い、お互

いの連携感を高めることができた。また、上文殊児童

クラブの行事（食事会兼ねる）では、上級生が、司

会進行を行うなど自己を発揮した。また、皆で楽しみ

合う中で、児童の関わりがらに深まった。

啓明との合同ベント２

回

（モルック.　ハロウィン

交流）

達成

児童クラブの実践についてのおたよりをホームページ上

で年４回情報発信し、地域の方の、児童クラブ理解

に繋げた。子育て支援セミナーについては、上文殊児

童クラブの保護者にも情報発信も行い、保護者１名

が参加した。

地域に、児童クラブの実践についておたより

や、ホームページでの情報を発信し、理解に

繋げる子育て支援セミナー等子育て世代や

家族に向けた情報発信をする

放課後児童健全育成事業の一般原則と

権利擁護について学びを深め、個々を大切

に支援を勧める。
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5つの

視点

130(2.3号) 12(1号) 142(計)

1,223 78 1,301

293 213

102 17 108

78 21 76

一部達成

地域の少子化の影響により、途中入所や一時預かり(一般型)の希望者が減少し、目標値に達する

ことが出来ず、一時預り児の獲得の為の工夫が今後の課題となった。

一時預かり一般型年間利用　48名　　幼稚園型　1,293名年間利用児数

途中入所　7名

　

利用者にわかりやすいパンフレット、しおりの見直しを行った。

達成

毎月、途中入園や職員の休暇取得など、様々な状況に合わせ、シフトや役割分担の見直しを行い、

職員の業務負担や超過勤務にならないよう工夫を行った。

毎月、組織体制に合わせた職員配置表を作成し、加算対象職員の確認を本部担当職員と共に

行った。

　年12回実施(こど

も部門9回　園内会

議3回)/年12回目

標中

　年20回/交流計

画に沿った活動目

標中

年12回実施/12回

(月1回)目標中

　年32回/年12回

以上目標中

研修実施無し/年2

回目標中

51名参加(大人19

名こども16名職員

16名)/50名以上

目標中

年12回以上

年44組/年50組以

上目標中

達成

予算管理や資金繰り、事務管理業務等について、拠点と本部担当職員との連絡会を定期的に実

施した。(月1回　　資金繰り　人件費関係　補助金関係　他)

KPI指標(年)最終報告

達成

　こども部門会議の中で、次年度の「あすわのこどもてん2024」について話し合いを行った。テーマをこど

も達のSDGSとし、次年度の教育保育、こども部門交流計画の内容に活かすこととした。

　委員が中心となり他拠点との交流を実施した(年3回)。また、こども部門内での訪問交流(延15

回)、レクリエーション等(年2回)。また、地域交流(年6回)も行い地域住民との交流を図ることができ

た。保護者参加の行事では、人数制限を無くし、多くの家族等が参加し、こども達の成長を共に喜

び、感動に繋がった。

　廃品や自然物、様々な素材をこども達が自由に使えるよう、常に保育室や遊戯室の環境工夫を

行った。また、季節毎に環境の見直しを行ったり、後期には、縦割り活動も積極的に実践した。

達成

　職員会で接遇についての話し合いを実践し、こども園の職員としての接遇について確認し合った(毎

月)。また、園内研修等で虐待、苦情など、こどもの人権に関わる話し合いを行い、職員の意識向上

に務めた(年5回)

　毎月のクラス会議の中で「人権擁護の為のセルフチェック」を行い、こどもへの関わり方の見直した。不

適切保育と感じたり、疑問を持ったことについては、全体会議の議題として意見交換を行った。

年12回/年5回以

上目標中

　

年8回/交流、行事

を通し年3回以上の

目標中

一部達成

　公民館会議(4回)、学校連絡協議会(3 回)、児童クラブ会議(職員会10回　運営委員会2回)

参加。地区主任児童委員2回、看護士(子育てマイスター)1回、福井県連合婦人会1回、子育て

マイスター1回、子育て専門員10回が来園

　子育て専門員による保護者対応、育児支援の園内研修を計画していたが、実施できなかった。今

年度の問題点や保育教諭からの疑問点についての資料を渡し、次年度に研修実施とすることとした。

達成

　こども部門と、L☆会での共催とし、地域、利用家族、法人職員の子育て世帯に向けた子育てセミ

ナーを開催した。

　子育てQ＆Aなど、園だよりやHPに公開し、地域の子育て世帯や園児家族に情報発信を行った。

一部達成

年間を通し、一時預かり事業やふれあい広場等を実施した。地域の少子化、感染症流行、大雪など

様々な事情により、利用者増には繋がらなかった。利用増となる活動内容の見直しが必要。

ふれあい広場年間参加親子　44組

達成

キャリアアップ研修3講座　　園内リーダー研修1名　その他の外部研修47講座

法人研修　　必須研修154講座　選択研修20講座　認知症サポーター研修6名

管理者研修　外部研修　10講座

SDGs研修について、法人研修や外部研修で学んだことを園内会議や園内研修で話し合い、園内

での取組みについて検討を重ねた。(毎月)

　1on1や職員間の話し合いなど、2.3か月に1回程度にとどまった。

子育て中の職員に、園で実施しているふれあい広場や子育てセミナーへの参加呼びかけなどを行った

が、感染症等でタイミングが合わず、交流は実施できなかった。

接遇委員が中心となり、グッドネス報告を行うなど、職員間の気づき合いを深めた。

一部達成

達成

保育システムコドモンを導入し、登降園管理、連絡帳、緊急連絡に活用した。また、園内連絡機能を

生かし、職員間の連絡充実に生かした。

保育記録について、様式を検討し、次年度からの記録作成に向けた準備を整えた。

保護者へのお手紙をデーター配信することで、ペーパーレス化に繋がった。

達成

多くの職員が法人のSDGsの研修や外部研修を受講し学びを深めた。

園内研修でもSDGsの取組みについて話し合いを行った(4回)。

クラス会議の中でSDGsの活動について毎月話し合いを行い、実践に繋げた。

達成

園だよりや食育だよりなど、保護者や外部に発信する手紙の中に、園が実施したSDGsの活動につい

て、読み手にわかりやすいよう、ターゲットマークと共に紹介した。(月1回程度)

地域の方と畑活動を行い、農家の方々への感謝の気持ちを伝えた。(田植え　稲刈り　うめ収穫　ぶど

う収穫　サツマイモ苗植え　サツマイモ掘り　じゃが芋掘り　じゃが芋苗植え)

達成

活動実績(年)

事故

＜事故＞　818件(0歳児230件　1歳児193件　2歳児187件　3歳児

72件　4歳児41件　5歳児95件)

＜ヒヤリ＞　102件

苦情
苦情…　2件　(園内清掃について　送迎時の職員対応について)

虐待防止

受

入

実

績

ボランティア 　6名、　　　　　団体

実習 　1名、　　　　　団体

感染症

＜新型コロナ感染者数＞　職員1名、利用者様22名

＜インフルエンザ感染者数＞ 職員2名　利用者様30名

＜その他の感染症感染者数＞ヘルパンギーナ4名　水痘2名

　　アデノウィルス27名　手足口39名　RSウィルス12名

　　はやり目(職員1名　利用者2名)

　　ヒトメタニューモ3名　感染性胃腸炎2名　とびひ1名　溶連菌4名

その他

給付費の調整差額、補助金の未収分については、R6.5月中に回収見込。

①接遇について年

12回実施/12回

(月1回)目標中

②年12回実施/12

回(月1回)目標中

①年19事例報告/

年13事例 目標中

②すべて実施/各会

議年12回・カウンセ

ラー2回・連携会議

5校目標中

一般型年間50回

以上　幼稚園型年

間500回以上　途

中入園10名以上に

対し、一般型一時、

途中入所に対し未

達成

パンフレット、しおりの

見直し実施

A　定員（人）

C　稼働日数（日）

採用 R5.4.1　常勤職　2名(栄養職1名　　調理職1名)

退職
R5.4月末　　パート職 1名(栄養職1名)　　　　　　　　　　　　　　　　R6.3

月末　　常勤職  3名(栄養職1名　保育職2名)

5月まで受講終了

年5回実施/年4回

目標中

　

年12回実施/12回

(月1回)目標中

　年4.5回程度/各

自年12回目標中

実施なし/年2回以

上中

7月から導入/8月か

らの実施目標に対し

保育記録の様式作

成終了

すべての月で複合機

使用数、昨年度比

減

超勤300H超 無し

メンタルヘルス 無し

計画に沿った活動の

実施

毎月30時間以上の

超勤者0名

年12回実施/12回

(月1回)目標中

年12回実施/12回

(月1回)目標中

・毎日の視診、連絡帳などでこどもの身体状況や家庭状況を確認　　　・セル

フチェックやヒヤリハット報告で職員の対応を確認

コロナは5類に移行となったが、その他の感染症の発生も多く、保護者に情報

提供を行うと共に、手洗いや換気など、基本的な感染対策を徹底し、流行

の拡大防止に務めた。

設備投資状況

園児バス安全装置　　R5.6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保育

システム(コドモン)　端末導入  R5.7

看板設置　　R5.9

その他

その他

年度途中の産休育休取得者　4名(保育教諭)

年度途中の育休復帰者　　　　2名(保育教諭)

時短取得者　6名(保育教諭)

労

務

管

理

実

績

人

事

管

理

その他

ふれあい広場など、地域の子育て家庭に関する活動の情報発信や参加への

働きかけが不充分だった。活動内容の見直しや地域への呼びかけへの工夫

に課題が残った。

保育システム導入により、日々の園児数確認、おたより等配布軽減により、

職員の業務負担の軽減に繋がった。

A　定員（人）

B　利用児登録延人

数／年（人）

D　平均利用児登録

数（B/12カ月）

（人）

E　稼働率（D/定員

×100）（％）

その他（未収、未払の

状況）

年51講座/年48講

座以上目標中

年18講座/年180

講座目標中

年15講座/年5講

座目標中

年12講座/年12講

座目標中

経

営

基

盤

の

安

定

化

(1)利用者様や職員から選ばれる事業所と
なるよう、本部との連携強化でブランディン
グを推進する。

(2)適正な人員配置・組織体制を構築す
る。(園児数、業務内容に合わせた役割分
担)

(3)それぞれの拠点の経営課題に対して、
法人本部と連携しながら優先順位の高い
ものから取り組む。

年度目標

利

用

者

様

と

共

に

(1)子どもの権利についての学びを深め、
保育の質向上に向けた取り組みを実施す
る。

(2)合同のイベントや各拠点の様々な取組
みを通して連携を深め、交流を進める。(こ
ども福祉部門での話し合い　交流委員の
取組み)

(3)一人ひとりに合った教育保育を常に提供

し、成長を促すため、関係機関との連携や職

員間での情報共有を行う。

地

域

と

共

に

(1)地域の課題について話し合う場に出向い

たり、招くを通して地域ニーズを把握する。

【こども福祉部門】　【足羽東こども園】

(1)職員が学び、話し合って、自ら取り組
む。(環境問題等についての職員の意識向
上)

(2)職員関係を良好に進めるための、接遇
や交流の積極的な取組みを行う。

(3)ICTを活用し職員の業務負担の軽減を

行う。

地

球

と

共

に

(1)職員が学び、話し合って、自ら取り組
む。(環境問題等についての職員の意識向
上)

(2)子どもたちが自ら体験できる機会を作
る。（環境教育の取組み）

(3)子どもたちや事業所のSDGsへの取り組
みを発信する。(保護者と共に考える取組
み)

(2)子育て支援セミナー等子育て世代や家

族に向けた情報発信をする。

(3)サービス外の在宅児や家族へのサポート

を柔軟に取り組む。(子育て支援事業／一

時預かり　園開放　子育て相談)

達成

　園内研修での実践報告(学びの芽 年18事例)、サービス実践報告(年1事例)を実施。

　カリキュラム会議(月1回)、クラス会議(月1回)を実施。

　保育カウンセラー訪問(年2回)を行い、特別な関わりが必要な子への支援について学び合った。

　小学校連携(5校)を実施し、小学校へのスムーズな接続に繋げた。

職

員

と

共

に

保育室や遊戯室など、こども達が廃材などいろいろな素材を自由に使えるよう、保育室の環境を整え

た。(チラシ新聞紙　牛乳パック　トレー　ペットボトル　空箱　紙管等)

食育活動を毎月行い、食材の大切さをこども達に伝えた。

戸外や地域に積極的に出かけ、園周辺の自然にふれる事で、こども達に環境の大切さを伝えた。
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5つの

視点

20（入所） ４（短期）

6,433 409

365 365

17.62 1.12

88.1 28

その他

（未収、未払の状況）

E　稼働率（D/A×

100）（％）

達成

当初、18.5人で利用者を見込んだが、17.6人となり約1名の不足となった

が、措置費報酬の変更等もあり、予算収入計上額を上回ることができた。

また、短期事業においては目標稼働率２５％を３％上回ったが、報酬収入

額は▲23万円となった。その理由として、障がい区分によって単価が変わる為

このような結果となった。

総括的には、今年度に関しては目標を達成できた。

D　平均利用者数

（B/C）（人）

（３）	施設使命が担保される経営基盤の安定への取り組みを

実施する

C　稼働日数（日）

一部達成

毎月「働き方改革プロジェクト」会議を実施。勤務体制の見直しを行うことで

超過勤務の軽減や中抜け勤務の解消等を優先課題として協議を進め、R5

年４月在籍職員数において一定の方向性を出すことができた。しかし、結果

として職員の退職・産休に伴い即時補充ができず職員数不足による超勤増

加となってしまった。R6年度は現行の8時間夜勤から16時間夜勤への変更

並びに職員数確保を図り超勤削減に取り組む。

B　利用者延人数／年

（人）

（２）職員の定着、業務負担軽減化に取り組み、人件費のコン

トロールを図る

一部達成

今年度実習受け入れとして、保育士3名・社会福祉士2名。インターンシップ

では1名を受入れを行い、最終的に採用試験に繋がった。今後も本部と連携

のもと積極的に受け入を行っていく。

目標受入れ6名

実績　5名

A　定員（人）

SDGｓの取り組み状況についてブログアップ毎月1回を目標として設定する

も、計４回/年に終わってしまう。取り組みを実施しているがブログ作成への意

識が希薄となった。R6年度においては、タイムリーにアップできるように体制を

強化する。

経

営

基

盤

の

安

定

化

（１）地域に向けた施設の」イメージアップの実行部隊として、職

員が一丸となっての取り組みを実施する

畑での農作物づくりへの企画は実施できなかったが、各ユニットごとでごみの選

別や各月の自治会でのSDGｓ学習会（子供向け動画やカルタなど）を通

し、利用者様が少しずつ関心を持つようになり、話の中で「ＳＤＧｓ」の言葉

が聞かれる場面も多くなった。

その他

（３）障害児理解によるSDGsの普及・促進を育むための情報

発信する

未達成

未達成

設備投資状況 ※記載事項なし

（２）子どもたちの特性に応じたSDG sに関する体験の実施する

達成

全職員がSDGｓの動画視聴を実施し、後期バリューに各自ができるＳＤＧ

ｓへの取り組み目標を掲げ取り組みを実施した。個々の取り組みから全体へ

の波及が今後の課題。

職員に対して「困りごとアンケート」の実施や現場からの聞き取り意見をもとに

検討を行い、食洗機導入やアルバイト導入による間接業務の軽減策を講じ

た。しかし、それ以上に職員退職に伴う負荷がかかってしまったのが現状であ

る。ICTの導入については、足羽更生園と共に視察や業者説明等など行った

が、一事業所としての取り組むとするのではなく障がい福祉部門としての取り

組むことも視野に入れて、今後も継続的に検討を図っていく。

その他

◆9/19男性職員による不祥事発覚（同僚を

狙った盗撮疑い行為）

　⇒10月4日福井警察署に盗撮未遂で逮捕。

　⇒10月20日　法人懲罰委員会【審議】経て

「諭旨退職」

　⇒10月21日付にて退職願提出されこれを受

理。

地

球

と

共

に

（１）	SDGsに関する基本知識の習得及び取り組みへのアプロー

チをする

一部達成

退職 ★２名（体調不良：１名、諭旨退職：１名）

（３）	職場環境（業務改善含に）対する取り組みの実施する

園全体で１on1の毎月実施を掲げて取り組みとしたが、年間通じて月の目

標をクリアすることが出来なかった。職員不足による時間設定の流動化等とな

り、大きな要因の一つとなってしまった。人材育成や互いをフォローアップする意

味でも要となるため着実に執行出来るように取り組んでいく。。

1on1実施回数

161回実施/234

回目標

（一人当り8.2

回）

人

事

管

理

採用 ※記載事項なし

一部達成

メンタルヘルス

【対象者２名】

★１名：R４年12月よりR5年11月までメンタルプログラム

実施し、12月より復帰（時短）となる。

★１名：体調不良等にて５月に退職

（２）職員がお互いに認めあい、フォローしあえる関係性の構築

する

労

務

管

理

実

績

超勤300H超 ３名

一部達成

研修会への参加に関しては、法人主催研修に21名中、18名が参加。ま

た、外部研修（延べ16人）・SV研修（2事例及びリーダー級研修）への

参加を行った。計画的に参加できるように調整を行うが、緊急な業務対応で

不参加となる職員もあり均等にかつ希望研修への参加が図れるようにR6年

度において取り組んでいきたい。

職

員

と

共

に

（１）業務に関する知識、質の向上に向けて職員個々の能力

や習熟度に沿った研修機会への参加促進を図る

（３）短期入所利用児や福祉サービスに繋がっていないニーズに

対応のする取り組み実施する
一部達成

今年度、新規受け入れにおいては、希望日が週末に集中することもあり調整

の結果、目標6名中5名の利用者様の利用に留まった。今後は、平日利用

可能な利用者様の対応を増やすべく、関係機関との連携を図りながらニーズ

に対応する。また、今回家庭的に緊迫している２案件に関して相談員や関

係機関と連携を取りながら対応にあたった。

（２）	地域に向けた子育て世代や家族への情報発信する

達成

障がい理解を深めて頂くための企画「出前授業」においては酒生小学校に加

え、今年より足羽一中も視野に入れ事前交渉を実施。酒生小学校（4年

生）については、2月に出前授業実施し、その後の交流も計画したが感染症

のため断念した。また、足羽一中（1年生）においては、1月及び2月に計3

回出前授業を実施し、R6年度からの継続取り組みの依頼をお受けする。

受

入

実

績

見学 61名（うち　１　団体29名含む）

ボランティア 個人：９名　　　　団体：０

６名（保育実習：3名 、社会福祉士：２名、

インターシップ：１名）

一部達成

子ども福祉部門において、子育てセミナー及びイベント交流について検討。イ

ベント交流に関しては特別なことをするのではなく、各事業所で行うイベントへ

の相乗り参加という形で2回実施。セミナーは、法人L☆会との合同イベントと

して2月に開催され、子育て悩み等に関する情報交換を行う機会となった。

実習

その他

その他

【能登半島地震災害応援派遣】

2/4・28　１名：運搬支援

2/12～16　１名：人的支援

地

域

と

共

に

（１）地域における「障がい理解」の促進、交流の場を通じた地

域ニーズの収集を実施する

達成

10/28に「元気だ、頑張ろう、レクレーション大会」と銘打って子ども福祉部門

及び地域の支援級の方をお迎えしてレクレーションを実施。（東こども園より9

名・フレンズより3名・地域より1名の方の参加）。また、ボランティアとして、

ガールスカウトの方3名が参加して下さり、レクレーションを通して楽しいひと時

を過ごす。

未就学児1名に対する集団での学びによる育ちに繋げるべく通園交流交流と

して、東こども園23回・フレンズ23回の受け入れ協力を頂く。

虐待防止

【虐待通報　０件】

★毎月、虐待防止委員会及び身体拘束委員会

を開催。職員振り返りシートをもとに、委員会で情

報共有、検討実施。その後、職員会議等で結果

等を周知。

★９月・２月の第三者委員（家族会会長・後見

人・弁護士）を招いた外部委員会を開催。

（２）「出向く・招く」のイベント等をとして子供たちの交流の実施

する

達成

自治会を（4月は準備が整っていなかったため、3月は体制が組めなかったた

め未実施）開催し、子どもたちの意見の収集やSDGｓについての学習会の

場として活用。子どもたちが日々思うことについて話してもらもらう。例として、

＊みなんでUFJに行きたい！＊職員を増やして欲しい＊体育館を作って欲し

い＊iPadを使えるようにして欲しい等々があがり、出された意見を参考に対応

を図った。結果、徐々に「意見を言っても良い」との気持ちが子どもたちの中に

芽生えてきており、「僕たちのことを職員が勝手に決めないで欲しい」との意見

が聞かれ、今後も継続的に取り組んでいく。

＊年間開催数

12回

★実績10回

苦情 苦情…　0件　要望…0件

事故

＜事故＞ 年間　45件（内、行政報告：０件）

　服薬　７件、粗暴行為　９件、物損　17件、受

傷　5件、無届外出　２件、

　その他5件

感染症

＜新型コロナ感染者数＞　　  職員４名、利用者様10名

＜インフルエンザ感染者数＞   職員0名、利用者様1名

＜その他の感染症感染者数＞職員0名、利用者様0名

一部達成

職員に対して、現行の運営における子どもの権利「生きる・育つ・守られる・参

加する」の再認識及び検証を促+HZ4:IM26すための手法として「障害児

入所施設運営指針」の読み込みを実施。その後職員に対し、「現在園で取

り組めていること」「園で取り組めていないこと」「早急に取り組むべきこと」につい

てアンケートを取り、その結果を踏まえ、次年度事業計画に３本の柱として取

り込み実施することとした。

（１）年代に応じた性教育

（２）子どもたちがここに選べる支援（歯ブラシ、シャンプー等々）

（３）1日を設定し、職員と1対1での外出（誕生日外出）

最終報告 KPI指標(年) 活動実績(年)

利

用

者

様

と

共

に

（１）「障害児入所施設運営指針」に基づき、現行の運営にお

ける子どもの権利「生きる・育つ・守られる・参加する」の再認識を

深めるための取り組み検証及び改善の実施する

【こども福祉部門】　【　足羽学園　】

年度目標
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5つの

視点

児童

12人

放デイあすわ

10人

訪問 短期

5人

みゆき

10人

どれみ

10人

2,523人 3,219人 248人 276人 2,757人 2,575人

276日 331日 241日 72日 304日 251日

9.14人 9.73人 1.03人 3.83人 9.07人 10.23人

76.5% 97.3% 76.7% 90.7% 102.6%

年度目標 最終報告 KPI指標(年) 活動実績(年)

利

用

者

様

と

共

に

(１)子ども自身が権利の主体であることを

理解し、成長とともに自らの思いを周囲に

発信することができるように、子どもの権利

についての学びを深める 一部達成

10月に実施された福井県知的障害者福祉協会職員研修の際にあっ

た講義「意思決定支援の基本」を基に、意思決定支援と意見表明権

について2月の職員会議にて研修会を実施しが、全体での学びが2月と

年度末になってしまったことで、各部署の個別支援計画等に反映させる

までには至らず。次年度検討となる。

感染症

11/17　福井市虐待防止センターより、虐待通報があったと連絡

あり。その後の調査でフレンズあすわ近隣の公園で車いすの子どもに

対して、職員の声がけが厳しすぎるのではないかということが判明。

その後、対象者が坂井市在住のため、坂井市に対応が変更とな

る。関係職員に聞き取りを重ね、2/26虐待として認定される。事

業所として改善が必要とされる項目として(1)利用者への対応

（言葉のかけ方や接し方)(2)障害者虐待防止措置について(3)

職員のストレスケアについて、の3点が挙がる。それぞれに対して取

組内容と時期等を記載した改善報告書を3/8付で坂井市に郵送

する。

虐待防止委員会及び身体拘束適正化委員会を定期的に開催

し、支援困難な利用者様の取り組みや考え方について検討し、各

部署に伝達するなどして対応してきた。

(３)利用者様や保護者の思いを途切れ

なく繋いでいくため、関係機関とチームで連

携して取り組む。

達成

児度発達支援においてはほぼ毎月、ふくいっ子ファイルを中心に、月当

たり２ケースずつ並行通園先のこども園等と発達支援の経過や課題等

を共有しながら連携することができた。また主に放課後等デイサービスに

おいて平均２ヵ月に１回のペースで、学校やその他の支援機関とケース

会議を行い、登校支援や支援内容の共有化を行うことができた。 のべ48件実施

その他

新型コロナ感染者数・・・職員10名、利用者様8名

インフルエンザ感染者数・・・職員1名

その他の感染症感染者数・・・0名

事故 ＜事故＞　36件

(２)こども部門合同のイベントや部門間の

各拠点の様々な取組みを通して連携を深

め、交流を進める
達成

イベントして実施した足羽学園との合同レクリエーションに放課後等デイ

サービスの利用者様6名が参加したり、11月より足羽学園に入所され

た未就学の児童を児童発達支援にて23回受入れ、交流及び発達支

援のサポートを行った。

苦情 苦情…　　0件　要望…　0件

虐待防止

見学 　87名、　　　　8団体

ボランティア 　34名、　　　　1団体

(２)支援セミナー等子育て世代や家族に

向けた情報発信を行い、子育て等に関わ

る不安や悩みが解消できるようにする。
達成

5月以降に新型コロナが5類相当になったことを受け、しゃべりばを計5

回実施する。オンラインで行っていたファミリーワークショップに比べ、物理

的距離感が近いこともあり、保護者同士活発な話し合いができていた。

2月17日にこども部門とL☆会合同セミナーとして、バランスボールを使っ

た親子での体操及びサロンを実施した。当拠点からは1組の参加にとど

まったが、親子で増え合える機会となり、好評を得られた。

FWS　3回

しゃべりば　5回実施

実習 　20名、　　　　5団体

(１)各地区の自立支援協議会など地域

の課題について話し合う場に出向き、招く

を通して地域ニーズを把握する
達成

フレンズあすわの放課後等デイサービスを並行利用している児童クラブの

職員の見学会を実施したり、12月に行った地域交流イベントに児童2

名、職員2名が参加されるなど、拠点としての取り組みの発信や交流の

機会を作ることができた。また、永平寺町自立支援協議会に参加し、

町内の事業所と情報交換や課題の共有、取り組み方法等を協議し

た。

受

入

実

績

その他

職

員

と

共

に

(１)法人研修プログラムを始め、個々の

専門性や人間力を高める研修等への主

体的な参加を促進する（育成）
一部達成

法人研修プログラムについては、全職員が必須研修及び選択研修を

自身の等級基準に応じて、受講することができたが、年度末などに駆け

込みで受講する傾向もあり、職員それぞれのキャリアビジョンに沿ったもの

とは異なる部分があった。また、定期的な1on１は一部ではできていた

が、多くの部分では他の業務が優先され、単発なものとなっていた。

必須件数

100％受講

（110件）

労

務

管

理

実

績

1月に起きた能登半島地震に対して、義援金、人的派

遣（延べ2人2日間）を行った。

(３)市内の既存の福祉サービス等につな

がらない、つなげることが難しい在宅児や家

族へのサポートを柔軟に取り組む 達成

年間2,334件の相談を対応する。健康管理センターや所属の学校等

からの相談が中心で、家庭の養育力低下も含めた本人支援が主訴と

なるケースが多かった。 のべ2,334件

(４)障がい福祉部門で検討されている

「福祉のまちづくり事業」に拠点としてかか

わる。 一部達成

9月25日に永平寺町役場職員や永平寺町の支援機関職員、障がい

福祉部門のGMとともに石川県輪島市で行政と連携して複数の事業

展開を行っている佛子園の取り組みの見学を行ったが、フレンズどれみと

しての取り組みはなかった。

地

域

と

共

に

超勤300H超 310H:1名

メンタルヘルス
１名：勤務計画に沿って、勤務できていたが、年度末をもって退

職となる。

(２)人間関係を良好に進めるための接遇

やコミュニケーション技術を習得および向上

(定着) 一部達成

法人のアサーティブコミュニケーションの研修を受講した複数の職員が主

体となり、職員会議で伝達研修を実施した。ただ、年度末の実施となっ

たため、その効果については未検証となっているため、次年度への課題と

して積み残している。

人

事

管

理

採用
9月にパートタイム職員1名（フレンズあすわ：放課後等

デイサービス）採用

退職
9月：1名（正規職員）、12月：1名（パートタイム

職員）退職

(３)ICTやロボットなどのツールを活用して

働きやすさが実感できる業務改善項目を

部門内で共有し、更に拠点内の各部署

で改善目標を見える化する。
一部達成

業務改善委員会を定期的に開催することができず、業務改善のポイン

トが絞れずに停滞してしまったが、拠点内の承認方式をグループウエアに

移行し、大きなトラブルもなく、遂行できている。会議録も代表者会議

など役職者が参加する会議からアジェンダを用いた進行・記録方式に変

え、順次他の会議に広げたこともトラブル回避の要因となり、スムースに

運用できている。

その他

家庭と仕事の両立や業務の多忙さ、職員との人間関係

について、不安や辛さがある職員に対して、それぞれ複数

回の1on１を実施する。1on１の中で解決できたものも

あるが、それに至らず、退職となったケースもある。

各部署で利用者様とともに廃材を活用した、創作活動を実施し、間接

的にSDGsの理念を理解していただけるように、計画した。またその活動

の一環として、寄贈いただいたお野菜クレヨンを使用した絵画を外部作

品展に出展するなどして、自己表現も含めた地域への発信を行った。

その他

地

球

と

共

に

(１)SDGsについて職員が学び、話し合っ

て、自ら取り組めるように組織的に行う。

一部達成

全職員が法人の必須研修であるSDGs研修を受講することができた

が、グループワークを行い、内容を掘り下げることはできなかった。

設備投資状況

【こども福祉部門】　【あすわ児童発達支援センター】

サービス区分ごとの当初予算に対する執行状況

児童発達：92.99％　放デイあすわ：93.7％　訪

問：104.4％　短期：91.4％　みゆき：97.8％　どれ

み：104.3％

フレンズどれみは開設以来の稼働率となるものの、他の事

業が目標値に至らず。

C　稼働日数（日）

D　平均利用者数（B/C）

（人）

(３)拠点内各事業の経営課題に対し

て、法人本部や障がい福祉部門等と必要

に応じながら、連携し優先順位の高いもの

から取り組む。
一部達成

フレンズみゆきの事業所移転について障がい部門のGM会議にて検討し

た結果、当面見送ることとした。また、地域ニーズを踏まえ、拠点内の職

員の育成及び充足状況等を検討した結果、令和5年度中の児童発

達支援の定員については維持とした。今後も地域ニーズや外部機関の

状況を踏まえ、検討を進める。

96.8％

(当初予算に対す

る執行率（収

入））

E　稼働率（D/A×100）

（％）

その他

（未収、未払の状況）

経

営

基

盤

の

安

定

化

(１)利用者様や職員から選ばれる事業

所となるよう、本部との連携強化でブラン

ディングを推進する 一部達成

法人のブランディングの一環として、CM等広報活動に職員を派遣した

り、福井県立大学の講義にゲストとして登壇し、法人の取り組みの中で

特に障がい児支援について実践や課題等について講義することで、地

域に向けて発信した。

A　定員（人）

B　利用者延人数／年（人）

(２)制度改正に左右されることのない安

定的で未来志向につながる人員配置・組

織体制を構築する 一部達成

令和５年12月をもって、フレンズあすわの借入金返済が完了。また次

期報酬改定に伴い、児童発達支援センターの役割の明確化及び機

能強化となる情報を収集し、報酬上の評価につながるよう人員配置等

を検討した。

マイクロバス1台・3列シート車5台の計6台の見守り安全

装置の設置完了に伴い、補助金申請を福井県（どれ

み）福井市（あすわ・みゆき）に提出し、順次完了す

る。

3月末に主に短期入所に使用していたエコキュートが故障

したため、修繕を行う。

(２)各事業で実施している活動内容等に

子どもたちが自ら体験できる機会を作る

（環境教育） 一部達成

9



5つの視点

障がい者福祉部門

利

用

者

様

と

共

に

個々のニーズに対する専門的な対応スキルの

向上が図られ、障がいの有無に関わらずサー

ビス提供できるよう部門を超えた連携体制が

出来ており、個々の世代に応じた生活スタイ

ルが確立されている。

スペシャルラーニング等の活用により、障がいに対す

る支援、権利擁護、意思決定支援の学びを深

め、本人の願いや思いを読み取った個別支援計

画作成や専門スキルの向上を図る。

チームケアによる良質な個別支援サ－ビスの提供

に向けた、支援体制（相談員、サビ管、関係者な

ど）の基盤づくり。

3年後の姿

（目指す状態像）
2023年度方策

令和5年度部門事業報告

一部達成

職

員

と

共

に

職員個々の意欲や適性をキャリアビジョンにつ

なげ、業務改善により生産性を向上させなが

ら、働きがいと働きやすさがあふれる職場環境

となっている。

ICTやロボットなどのツールを活用して働きやすさが

実感できる業務改善項目を部門内で共有し、改

善目標を見える化する。

NICollaboによるスケジュール管理やメール発信による情報発信と共有を行い業務改善を行えた

が、パート職員や調理員までの定着には至っていない。また、様々な起案や復命書をワークフローの

活用により、ほぼペーパーレス化を行えた事業所もあった。

また、相談支援員がルーターを使い記録を事業所外でも行えるようになり業務効率化になった。各グ

ループホーム(GH)でもスマホやPCを整備することで、勤怠管理がスムーズになった。GHでは夜間見

守りが必要な方に夜間見守りシステムaamsを導入した。

一部達成

一部達成

一部達成

一部達成

地

域

と

共

に

災害時福祉避難所はじめ災害時対応を地域と

協議し、地域連携避難計画を作成する。

足羽更生園では、年に3回前波・宿布地区自治会長との会議の場を設定し、地域住民の皆様に

福祉避難所を知ってもらう機会つくりについて協議した。広報誌ミニミニ新聞では年3回発行し災害

に関する情報共有を行った。

各事業所では福井市の防災訓練に参加しているが、地域と災害時の対応について協議するまでに

は至っていない。

地元自治会との連携強化のもと、災害時に

おける福祉避難所の運営や地域で抱える課

題の解決に関して協働で取り組めている。

ユニバーサルスポーツなど地域活動に積極的に参

加し、地域の課題に耳を傾ける機会を設け、定期

的に法人と地域の情報を発信する。

カラフルでは東藤島町とボッチャ大会やイモ苗植え交流で積極的交流したり、事業所招待などを行っ

た。足羽更生園は地域交流イベント「キテミーネ」を開催、地域の災害時の課題の悩み事を聞く機

会にもなった。足羽ワークセンターの宅配食サービス、あすわ第３は公民館だよりで情報を得て積極

的に地域行事参加、足羽サポートセンターの清掃奉仕や野菜販売など積極的に地域に出かけてい

く取り組みを行った。このように、交流は勧められているが、地域の課題に耳を傾け、定期的な情報

発信についてはできている事業所もあるが、全部の事業所ではできていないのが現状である。

一部達成

一部達成

新たな福祉のまちづくり事業に向けた企画のキック

オフ。

永平寺町で考える「福祉のまちづくり」について、足羽福祉会が参画できることを検討打ち合わせを

複数回、行った。他県の先駆的な福祉活動の取り組み「輪島KABLET」を永平寺町の方と一緒に

各GMも訪問した。

また、後期は地元の自治振興会（吉野地区）でのコンセプト説明を行い、福学官連携による事業

推進の方向性について今後のスケジュールつくりにつなげた。

経

営

基

盤

の

安

定

化

法人ブランディングと管理職のマネジメント力

強化推進により経営基盤の安定が図れ、各

事業における収支差額が計上されている。

途切れのないサービス連携、重度支援、事業所ご

との強み、利用者様の選択肢や可能性が広がる

事業のPRを利用者や家族目線で発信。

足羽サポートセンターでは足羽福祉会のHPに毎月農作業などの活動内容をアップし事業所理解の

取り組みを行った。足羽ワークセンターはSNSでの発信を年間で215件行い、店舗やイベントのPRの

みならず、利用者様の活動報告を行った。あすわの木のインスタグラムフォロアーは1200まで伸びた。

しかし、利用者様の「ここで働きたい」という見学、実習、新規利用者様の数は例年と変わらなかっ

た。あすわ相談支援事業所リアンでは、ご家族に丁寧なサービスの説明を行い、新規利用につなげ

た。カラフル・スマイルは関係機関との連携より、R6年度５名の新規利用者様確保を行った。

農作物の自給率向上と就労支援事業が両立した

農業計画（品目・作地面積・収穫量など）検討

を開始。

足羽サポートセンターでは耕作面積を増やし、季節の野菜を栽培した。法人内での販売や事業所

での販売を行い、地域で好評であった。法人内給食事業では、原材料になる農作物を調査した

が、給食事業者が必要とする野菜をタイムリーに提供することができず、自給率は上がらなかった。

地

球

と

共

に

CO2排出の削減に向けて、計画的な車両の

入替を実施するとともに、有機廃棄物の堆肥

化に向けた取り組みを農耕栽培に活用して

いる。

有機廃棄物の堆肥化事業に向けた計画検討開

始。

CO2排出削減の方法を学びながら、EV・HVや太

陽光発電など環境負荷軽減の設備を順次導入

する。

６月より足羽サポートセンターが給食部門（足羽ワークセンター・足羽更生園）と話し合い、厨房

から毎日１キロの生ごみを提供し堆肥つくりを行ってきた。利用者様の中には堆肥つくりの手順をマス

ターした方もいて、その実績をもとに来年度の本格的な堆肥つくりを検討した。来年度は堆肥つくりの

施設を整備する計画を作成した。

職員のSDGsに関する理解を深めるために、法人研修動画「SDGs基本研修」を視聴した。各事業

所でLED化を計画し、新しい公用車はハイブリット車１台、電気自動車１台を導入した。

GHこもれびでは太陽光発電を設置し、3/12より発電開始する。半月の発電量は消費電力の

15.8%であった。クリーンエネルギーでCO２を158.04㎏（0.449㎏/kwh北陸電力）削減を行

えた。

事業所ごとの経営課題にスピード感をもって取り組

み、経営の安定化を図る。

→他拠点依存体質からの脱却

マネジメント力向上の取り組みとして、収支やKPI

設計による運営状況を見える化しながらPDCAサ

イクルを実行する。

達成

個々のキャリアビジョンの達成に向け、1on1コミュニ

ケーションの実施・あすわersを活用した研修等の

取り組み・部門内事例発表会を通じて働きがいを

醸成する。

管理職と監督職の1on1は行えても、個々のキャリアビジョンの達成に向けた一般職との1on1がなか

なかできなかった事業所が多かったが、実施回数は増えてきている。小規模事業所では1on1によっ

て職員が抱える悩みなどを把握することができた。ストレスチェックや満足度調査からも業務の多さに

対する意見があったり、職員数が足りないことへの疲弊感が強くなっている事業所もあった。

サービス実践報告会には4事業所が発表を行った。支援困難者の事例発表では達成感を得ること

ができた。

質の高いチーム支援の実現に向け、良好なコミュニ

ケーションと専門性を高めるため、人間力はじめ個

の資質向上の取り組み。

支援会議や支援ミーテングなどの会議を実施し、利用者様状況や課題を共有し、意見交換をしな

がらチームでのコミュニケーションを深める取り組みを行った。自発的で建設的な発言が増え、職員同

士がカバーしあう雰囲気が定着した事業所もあった。また、「風通しのよい職場作り」や「いいとこ探し

アンケート」「笑顔の写真の共有」等、事業所によって良好なコミュニケーションつくりに取り組んだが、

十分な成果には至っていない。

R5年度から事業計画に対しての月次報告を新様式で行い、KPI設計による振り返りに取り組んだ。

KPI設計の内容について、障がい者福祉部門GM会議において、運営状況を見える化できるように

したが、PDCAサイクルの実行が不十分だった。月毎の振り返りから延べ利用日数減などの稼働率

要因が見えてきた。

最終報告

専門教育コース職員を中心とした当部門内のスペシャルラーニング推進委員が打ち合わせを行い、

研修計画（津久井やまゆり園の事件、個別支援計画について、アセスメントについて）を作成し

た。各拠点において視聴後グループワークを行い、障がいに対する理解を深めた。支援者会議にはス

ペシャルラーニングを視聴したり、職員会議で視聴したり、支援者研修で権利擁護・意思決定支援

のテーマで実施を行ったりと各事業所でスペシャルラーニングを活用した学ぶ取り組みは進んでいる。

スキルアップ向上にはさらなる学びの継続が必要である。

虐待防止委員会の実施で第三者委員を招いた外部委員会を開催し、虐待防止について意見を

頂く機会を持ち、権利擁護についての学びを深めた。

一部達成

一部達成

達成

一部達成

一部達成

事業所内のサビ管とユニット責任者の視点のすり合わせを行い、その人らしい計画になるように取り組

んだ事業所もあった。また、法人内の事業所連携を行うためにカンファレンスには積極的に参加してい

たが、どの事業所も目標数達成には至っていない。

65歳以上の介護サービス利用や、就労移行、利用事業所移行等においては関係機関との連携に

よるカンファレンスが開かれた。移行支援会議やカンファレンスにより、利用者確保につながったケース

もあった。

障がいグループの給食事業を足羽ワークセンターと足羽更生園の連携のもと、給食部門会議で課題

を検討し改善を進めたが、物価高騰や人手不足、現場での繁忙さから定期開催できず根本的な

改善ができなかった。R6年度に向けて栄養士連絡会の協力を得て、法人全体での給食事業の体

制を整えることとなった。日中活動事業所は新規利用者様を獲得したが、感染症によるGH待機

増、利用者様の死去、長期入院等で、延べ日数減が稼働率未達成の要因となった。

あすわ相談支援事業所リアンとパステルは、稼働率向上と業務改善により、繰入金減額につなげ

た。

GHではR3年度に改定されていた医療体制加算の解釈の誤りにより過分に請求していたことが８月

に判明し、直ちに市に申出を行い、協議の結果、R4.4～R5.10までの約2180万円を返戻するこ

ととなった。

一部達成
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5つの

視点

【障がい者福祉部門】　【足羽ワークセンター】

35

9,204

270

34.1

97.4%

経

営

基

盤

の

安

定

化

(1)「ここで働きたい!!」と利用者様に選ば

れる事業所作りに取り組む。

(2)活動実績のデータをもとに、PDCAをし

ながら就労支援事業収入増をはかり、利

用者様の目標工賃月額平均40,000円

以上を達成する。

(3)足羽更生園との連携のもと、給食事

業における安定生産およびコストパフォーマ

ンス（費用対効果）向上に取り組む。

地

球

と

共

に

(1)就労支援事業として「有機廃棄物の

堆肥化事業」に参画し、R6年度実現をめ

ざす。

(2)職員のSDGs理解を進めるとともに、

飲食事業におけるプラ使用減に取り組む。

(3)CO₂削減に向け、事務室のLED化お

よび車両リース契約時のHV車購入を進

める。

職

員

と

共

に

(1)ICT活用による事務処理軽減および

ペーパレス化を推進し、業務効率化を一

層図る。特に調理職職のITスキルを高め

るよう環境やスキル向上支援を行う。

(2)1on1を通して部下の思いを受け止め

て、成長意欲をサポートし、一人ひとりのや

りがいを高める。

(3)組織内コミュニケーションを円滑に高

め、新たな取り組みや問題解決に職員一

人ひとりが主体的に関われるよう推進す

る。

(1)活動を通して把握する個別の地域

ニーズに可能な限り応えていく。

(3)部門全体での「福祉のまちづくり事業」

に参画し、地域ニーズにどのように応えられ

るかを協議検討する。

地

域

と

共

に

(2)地域の食材や人材を活用し、地域と

のつながりを意識した飲食事業を継続発

展させる。

年度目標

利

用

者

様

と

共

に

(1)Eラーニングを有効活用しながら就労

支援や利用者様支援（虐待防止・権利

擁護）の学びを組織内で共有できるよう

に取り組む。

(2)利用者様の真のニーズを引き出すよう

アセスメントの見直しを行う。個別支援計

画が本人にとってわかりやすいものになるよ

う作成する。

(3)利用者様支援における関係機関との

連携を一層強化し、特に法人内の就労

支援事業所との連携により途切れの無い

一体的な就労支援体制をはかる。

(4)利用者様が意欲や適性を生かして取

り組むことができるよう作業メニューの選択

肢を増やしながら、平均目標工賃月額を

40,000円以上となるよう取り組む。

月次決算の遅れおよび人件費按分

処理の遅れから、飲食部門の収支を

正確に把握できない状況が続いた。

足羽更生園から購入する食材費単

価が高い状況の改善が一向に進ま

ない中で、収益増加にもかかわらず

支出が増加し、大きな赤字を抱える

状況となっている。

一部達成

SNSでの発信は年間で215件。店舗やイベントのPRのみならず、利用者様の活

動状況も伝え、あすわの木のインスタグラムフォロワーは1,200超まで伸びている。し

かし利用者様が「ここで働きたい」との見学、実習、新規利用希望の数は、例年と

あまり変化がない状況。また障がい者福祉部門での送迎体制の連携については議

論が深まらず。

A　定員（人）

B　利用者延人数／年

（人）

達成

飲食部門については、あすわの木、CAらMON、あすわの実いずれも前年度の上

回る収益となり（あすわの実322万円増、CARAMON600万円増、あすわの実

78万円像）、外販事業の収益は大幅にのびている。また就職をめざす利用者様

が抜け、短時間利用の新規利用者様増えた中での前年度との比較においても、

作業時間が着実に増え、平均工賃は昨年度実績を上回らなかったものの、

35,000円以上を維持できた。

C　稼働日数（日）

D　平均利用者数

（B/C）（人）

未達成

足羽ワークセンター、足羽更生園で別会計とする会計処理でスタートし、給食部

門会議で課題を検討し改善を進めてが、現場での繁忙さから定期開催できず、物

価高騰や人手不足への対応に追われ、生産体制や請求業務、会計処理など根

本的な改善ができないままの状態となった。このためR6年度に向けて、栄養士連

絡会の協力を得て、法人全体での教職事業の適正化を進めるための体制を整

え、R6年度から取り組むこととなった。

E　稼働率（D/A×

100）（％）

その他

（未収、未払の状況）

今年度4月の一人

当たりの月作業時

間72.1Hと比較し

て3月は92.7Hと

上昇

一部達成

職員のSDGs基礎研修受講は半分程度。イベントや弁当におけるプラ使用を減ら

すため、紙の容器を少しずつ導入しているが、容器代も物価高騰の影響もあり、ま

た商品によっては難しいものもあるため、部分的な実施となった。取組みを見える化

できていないため、次年度より見える化に取り組む。

その他

未達成

Co2削減に向けた設備投資としての事務所のLED化は未達成。新規リース車両

についてはHV者にて対応。Co2排出量の見える化が未実施のまま。

未達成

業務が煩雑な中、会議では一般職員の自発的で建設的な発言が増え、職員同

士声を掛け合い、カバーし合う雰囲気が定着した。一方業務量の多さはなかなか

改善せず、ストレスチェックや職員満足度調査でも、著しく高い負担感の結果となっ

ている。職員のいいとこ探しアンケートは15人ほど行ったが、本人へのフィードバック

は3人のみ。GMの業務管理上の課題として、次年度にも継続して取り組む。

その他

達成

サポセンと4月に池田町の堆肥化事業を見学し、7月から実施に際して、毎日１

Kgの野菜残滓および飲食店でのコーヒー豆かすを提供した。サポセンでは完成した

有機堆肥を畑に漉き込み土壌改良につなげている。R6からは各拠点の残飯を含

めた有機堆肥化を本格稼働する準備に入る。

設備投資状況

1月に厨房のエコ給湯器が経年劣化

のため作動しなくなり、急遽入れ替え

工事を実施（補正予算計上）。

職員のいいところ探

しアンケートフィード

バック数

3人/28人目標

堆肥化する食材

廃棄量

199kg/200㎏目

標

調理職1名、業務支援職1名が退

職

退職
調理職3名、業務支援職1名が退

職

一部達成

年間のワークフロー件数は2,279件。生活支援職による様々な起案や復命書、

購入伺い等の事務手続きは、公印を伴う行政提出文書を除いて、ほぼワークフ

ローで行うことが定着。業務引継ぎや記録もほぼペーパレス化できている。しかし調

理員向けのICT教育を全く進められず（研修の時間確保が困難であったため）、

大きな課題となっている。

労

務

管

理

実

績

超勤300H超

年間1986.0H　300H超なし　休

日出勤23日（うち管理職が19

日）有休取得日数は198日（一

人当たり6.8日）

メンタルヘルス
メンタル不調での退職者1名（既往

歴あり）

達成

個人差はあるものの、上期は順調に目標達成に向けた取り組みを行なえていた。

下期も業務繁忙ではあったが、短時間でも取り組むことを確認し合い、取り組ん

だ。しかしストレスチェックや職員満足度からも業務の多さに関する意見が多く出て

おり、改善策を模索している。

人

事

管

理

採用1on1実施回数

111回実施/104

回目標（一人当

たり4.3回）

未達成

福祉のまちづくり構想には、拠点としてはほとんど参加できず。9月に検討メンバーで

能登半島の輪島市にある「輪島カブーレ」を視察したが、その後の進展がなかった。

その他

1月に起きた能登半島地震に対し

て、物資（米）、義援金、人的派

遣（延べ4人12日間）を行った。

４名、　　０団体

ボランティア ０名、　　　０団体

達成

あすわの木、CARAMONは県産材を多く使い、季節やイベントに応じたメニューの

開発を主管課とも打合せをしながら取り組んだ。あすわの木はリピート率も高く、次

の5年間の事業委託プロポーザルで競合したが、高い評価を受け再度選定され

た。CARAMONは、特に冬場の来館者が激減。弁当販売は、原材料高騰の影

響で価格見直しをしたが、地域からの声も反映した対応が求められる。

一部達成

毎月10～14件の在宅配食ニーズに対応。入退院や新規利用などで数は上下す

る。ケアマネ等を通したニーズへの問い合わせはあるが、送迎便が少なく、断ることも

多いのが課題。草刈は行政からの委託事業の他、地域の寺院や個人宅から延べ

6件11日間の依頼に応える。

受

入

実

績

見学

実習 27名、　　　0団体

一部達成

他拠点とのケース会議13件で、下期はケース会議を十分に開けなかった。パステ

ル、サポセンとの就労連携会議は計8回開催。利用者様の途切れないステップへ

の情報共有を高めた。サポセンとの商品企画会議は、生産物が定まらず、進展し

なかった。

虐待防止

虐待通報　0件

虐待防止委員会は毎月開催。毎月

の全体会にて虐待防止に関する勉

強会や研修を設定した。

一部達成

利用者間のトラブル回避や本人の就労への意欲を尊重しながら、必要に応じて作

業内容の変更を検討して行った。結果としてわずかながら一人当たりの作業時間

は安定し、工賃目標40,000円には達しなかったが、前年度から維持できた。 その他

R6年度より工賃計算方法が変更と

なり、工賃支給額を利用者延人数

で割る新たな計算方法によると、R5

年度工賃実績は41,699円となっ

た。

達成

サビ管を中心に、見直し件数についてはほぼ全員のアセスメントシートの見直しを達

成。それをもとに、本人の願いの実現につながるような個別支援計画への反映を

R6年度の目標に設定した。

アセスメントシート

見直し数

37件/39件目標

事故
事故　43件

苦情 苦情　11　件

最終報告 KPI指標(年) 活動実績(年)

未達成

Eラーニングプログラムの2年目は、個別の研修や所内研修などであまり効果的に活

用できなかった。法人の基礎研修は全体研修での視聴と虐待防止研修を兼ねて

おこなったが、全員受講とはならなかった。 感染症

新型コロナ感染者数・・・職員3名、

利用者様4名

インフルエンザ感染者数・・・　なし

その他の感染症感染者数・・・　ノロ

職員1名
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5つの

視点
年度目標

一部達

成

個別のニーズに合わせた支援体制づくりのためのプレイルーム設置を行った。

活用において、一部、個別ニーズの支援で使用しているが、小グループによ

る余暇支援等の活用は検討を継続している。

各種イベント活動の計画によりサービスの充実を目指したが、職員不足を

打開出来ず、中止や一部縮小が発生した。

特別支援学校実習の受入れでは、サビ管、ご家族、学校関係者、相談

員、あすわ児童発達支援センターと連携、情報共有を行うことで、次年度

の新規利用者様3名の受入れへと繋げた。

目標稼働率91％に対して年間平均稼働率が87.2％となった。後期の感

染発症者に伴う自宅（GH）待機者増や、在宅利用者様（13名）の

内、1名が契約解除、1名が法人内他事業所へ移行、そして併利用して

いる方（6名）の特定曜日利用などが稼働率未達成の要因として挙げら

れる。

次年度の対策として、活動内容の充実、新規契約者獲得を検討してい

く。

あすわ児童発達支援センターと協働のアンケート案を作成したが実施には

至っていない。

昨年度に実施した利用者様ご家族対象のアンケート集計を基に、実施計

画を立案して実施している。次年度は、あすわ児童発達支援センターご利

用のご家族アンケートを実施・集計して、事業計画に活用していきたい。

未達成

未達成

カンファレンス開催回数は、前期後期合わせて年間で28回（移行支援会

議含む）で月平均2回以上行った。主に医療面や生活面に関する情報

共有と支援の統一を目的として開催してきた。また、後期においては新規

利用者のスムーズな利用契約に向けて、移行支援会議への参加から利用

者確保に繋げた。

最終報告

【障がい者福祉部門】　【スマイル】

地

球

と

共

に

(1)「福祉のまちづくり」における環境に配慮した取り組みについて検

討していく。

(2)CO2削減に向けた取り組みについて、環境に対する職員の意

識改革を実施する。

(1)地域に根付いた事業所づくりを目指し、地域と共に創る「福祉

のまちづくり」について企画・立案していく。

(2)和田、和田東地区における積極的な交流活動や奉仕活動を

通して、地域の課題の共有や相互の理解を深める。

一部達

成

永平寺町で考える「福祉のまちづくり」について、足羽福祉会が参画できる

ことを検討、打合せを重ねる。他県の先駆的な福祉活動の視察として「輪

島KABLET」を訪問する。

また、後期は地元の自治振興会（吉野地区）でのコンセプト説明を行

い、福学官連携による事業推進の方向性について今後のスケジュールづくり

に繋げていく。

一部達

成

カラフルが取り組む東藤島公民館との交流活動に参加した。特にユニバー

サルスポーツであるボッチャを通しての交流では、利用者様が地域の方と共

に楽しまれる姿が見られ、大きな成果となった。その他、周辺地域イベント

は、縮小されており参加は無かった。また、職員不足による一時的な活動

縮小も影響となった。

後期は、特別支援学校文化祭や地域バザーの開催に参加「AmuAmu

マット」販売を通して、「障がい理解」と「障がい学習」の場づくりを行った。

未達成

一部達

成

先駆的事業所の取り組み内容を参考に検討を予定していたが、参加でき

ず具体的な情報収集を行えなかった。

職員のSDGsに関する理解を深めることを目的に、法人研修動画「SDG

ｓ基本研修」の受講実施、全員完了した。

脱プラスチックを目指し、事業所で使用する物品の選定でプラ素材の購入

を極力減らし、ゴミの分別に務めた。ただし排出量削減については確認でき

ていない。

一部達

成

達成

(1)利用者様の満足度向上を目指し、ニーズの把握に向けた職員

のスキルアップを図ることを目的に、eラーニングの計画的な受講を実

施する。

専門教育コース職員を中心に、eラーニングによる受講計画による視聴と

GWの実施、事業所内研修(勉強会)、パート派遣研修を計画、実施し

た。管理職は研修計画に基づいて、外部研修や法人web研修の各職員

の受講の促しと進捗管理を実施した。

次年度においては、研修の継続受講を行いながら、得た学びから利用者

様のアセスメント取得の充実に繋げていく。

職

員

と

共

に

NiCollaboによるスケジュール管理やメール発信による情報発信と共有を

推奨し行ってきたが、スケジュール管理についてはパート職員までの定着に

は至っていない。

後期には、NiCollaboの起案ワークフローの活用について検討を行い、申

請フローを作成した。次年度の活用を進めていく。

利

用

者

様

と

共

に

1on1面談について正職5名の毎月実施を予定していたが、職員のメンタル

ヘルスによる休職が長期となり、継続的に実施ができたのは1名のみとなっ

た。パート職員2名について、面談時間確保が難しく継続的実施が課題で

あったが、後期はスケジュール調整により実施日を決め行った。

未達成

職員会議等にて「風通しの良い職場つくり」について検討を行ったが、日々

の支援時間内における実施が充分に行えず定着実施には至らず。

後期は、月1回の正規職員からの意見抽出と、パート派遣職員の意見抽

出の機会を設けた。

次年度も引き続き、意見抽出の場での共有から職員間の意識の統一に

繋げてるよう取り組んでいく。

一部達

成

(1)職員が利用者様支援に係る業務に集中して、より質の高い

サービスを提供できるよう、ICT活用による業務改善への取組みを

検討する。

(2)職員との1on1面談の実施を通して、福祉の仕事にやりがいと

誇りを持てるよう職員個々のキャリアビジョンに応じた個別育成計画

を実施する。

(3)職員同士がワンチームとなり業務に臨めるよう、チーム支援力の

構築に努める。

(2)「利用者様中心」の支援方針のもと、関係機関との連携強化

のもと、定期・適時カンファレンスを実施する。
達成

経

営

基

盤

の

安

定

化

(1)スマイルに特化したサービス目標の設定（ブランドイメージの構

築）を目指し、障がいの隔ての無い利用者受入れに向けたサービ

ス提供の在り方を検討する。

(2)事業の「見える化」による安定運営を目指し、提供するサービス

の目標設定と達成を目指す。

(3)3年後の事業所の在り方を思い描き、利用者様やそのご家族

が求める事業所の在り方検討する。

地

域

と

共

に

設備投資状況

6月・・・配膳カートを導入（1階2階に各1台）。昼食時の衛生面

の配慮と、利用者様への安全で効率的な昼食の提供をしている。

9月・・・利用者様の余暇支援や個別活動の充実を目的としたプレ

イルーム（間仕切り工事）を施工。内部の壁面へのクッション材設

置により安全な使用を行っている。

その他 ー

受

入

実

績

見学 11 名、　　　　5 団体

ボランティア 14 名、　　　　3 団体

実習 9 名、　　　　7 団体

26.2

87.2

なし

E　稼働率（D/A×

100）（％）

その他

（未収、未払の状況）

KPI指標(年) 活動実績(年)

感染症

＜新型コロナ感染者数＞　職員　2名、利用者様　3名

＜インフルエンザ感染者数＞　0名

＜その他の感染症感染者数＞　0名

事故

＜事故＞　自傷他傷　4件、 物損　2件、 服薬　0件、 その他　1

件

＜ヒヤリ＞　自傷他傷　4件、 物損　0件、 服薬　0件、 その他　1

件

苦情 苦情…　0件　要望…　0件

虐待防止

支援体制の構築における課題として、職員間の意思疎通があがる。

・月1回「パート・派遣職員と語る会」で支援に関する悩みなどを共有する。

・職員固定配置による負担軽減と情報共有を目的にローテーション配置を実施

する。

連携して取り組

むカンファレンス数

年間28回実施

目標：1回/月

実績：2回/月

その他
年度内利用者様推移状況

期末現員32名（新規契約者2名、契約解除者2名）

30

7,065

270

A　定員（人）

B　利用者延人数／年

（人）

目標稼働率

比

4%減

C　稼働日数（日）

D　平均利用者数

（B/C）（人）

交流計画や活

動参加と発信

目標：月1回

結果：年4回

1on1実施定

着

80%

（対象7名）

労

務

管

理

実

績

超勤300H超 1名（監督職）383H

メンタルヘルス

1名（生活支援員）13ヵ月休職後に復職

1名（生活支援員）6ヵ月休職後に退職

1名（生活支援員）1ヵ月有休取得後に復職

人

事

管

理

採用 パート職員1名（派遣職員から転職　3月採用）

退職 1名（生活支援員）2月末付けで退職

その他

・パート・派遣職員勉強会の実施（6回）

・新任職員研修会での講師（1回）

・サービス実践報告会での事例報告（1件）

・サービス管理責任者更新研修での講師（3日間）

その他 成和中学校職場体験実習受入（2名）他

12



5つの

視点

生活介護 共生型

5,550 879

270 270

20.6 3.3

1名（監督職）319H

メンタルヘルス 1名（生活支援員）3ヵ月休職後に復職

人

事

管

理

採用 なし

退職 1名（パート職員）8月末付けで退職

設備投資状況 ※記載事項なし

・パート・派遣職員勉強会の実施（6回）

・新任職員研修会での講師（1回）

・福井県立大学ソーシャルワーク実習受入れ

・サービス管理責任者更新研修での講師（3日間）

その他

北側職員駐車場入り口路の一部に地崩れを発見する。地所所有

者を確認のうえ一次補修工事完了。

※次年度に舗装工事を予定。

30

79.4

0件

サービス種別

A　定員（人）

B　利用者延人数／年

（人）

目標稼働率比

9%減

C　稼働日数（日）

D　平均利用者数

（B/C）（人）

E　稼働率（D/A×

100）（％）

その他

（未収、未払の状況）

その他

その他

労

務

管

理

実

績

超勤300H超

その他
・赤い羽根共同募金助成金によるボッチャ用品を発注

・大東中学校　「地域(まち)の担い手づくりプログラム講習会」講師

KPI指標(年) 活動実績(年)

感染症

＜新型コロナ感染者数＞　職員　4名、利用者様　3名

＜インフルエンザ感染者数＞　0名

＜その他の感染症感染者数＞　0名

事故

＜事故＞　自傷他傷　0件、 物損　4件、 服薬　1件、 その他　7

件

＜ヒヤリ＞　自傷他傷　0件、 物損　0件、 服薬　3件、 その他　1

件

苦情 苦情…　0件　要望…　0件

虐待防止
日々の支援における振り返りを行うと共に、Kチェックリストの活用で

課題の洗い出しと検討を実施。

受

入

実

績

見学 　24名、　　　　　7団体

ボランティア 　15名、　　　　　6団体

実習 　10名、　　　　　9団体

年度内利用者様推移状況

期末現員30名（新規契約者2名、契約解除者1名【逝去】）

年度目標 最終報告

【障がい者福祉部門】　【カラフル】

(3)職員同士がワンチームとなり業務に臨めるよう、

チーム支援力の構築に努める。

毎月の職員会議（2回）にて、各職員のニコリホットの発表と、利用者様

のグッドネス報告を継続実施することで、価値観の共感に繋がり、利用者様

においてはストレングスの気付きに繋げることができる場面が増えた。ただし、

共感や共有の継続には一部で支援上の課題も見られた。

次年度も継続実施していき、職員間の連携強化と利用者様への支援の

質向上に繋げていく。

一部達成

一部達成

永平寺町で考える「福祉のまちづくり」について、足羽福祉会が参画できるこ

とを検討、打合せを重ねる。他県の先駆的な福祉活動の視察として「輪島

KABLET」を訪問する。

また、後期は地元の自治振興会（吉野地区）でのコンセプト説明を行

い、福学官連携による事業推進の方向性について今後のスケジュールづくり

に繋げていく。

一部達成

達成

達成

(1)利用者様の満足度向上を目指し、ニーズの把

握に向けた職員のスキルアップを図ることを目的に、e

ラーニングの計画的な受講を実施する。

(2)「利用者様中心」の支援方針のもと、関係機関

との連携強化のもと、定期・適時カンファレンスを実

施する。

専門教育コース職員を中心に、eラーニングによる受講計画による視聴と

GWの実施、事業所内研修(勉強会)、パート派遣研修を計画、実施し

た。管理職は研修計画に基づいて、外部研修や法人web研修の各職員

の受講の促しと進捗管理を実施した。

次年度においては、研修の継続受講を行いながら、得た学びから利用者様

のアセスメント取得の充実に繋げていく。

カンファレンス開催回数は前期後期合わせて35回（移行支援会議含

む）で月平均2.5回以上行った。主に医療面(入退院者含む)やADL維

持、健康管理に関する情報共有と支援の統一を目的として開催してきた。

また、後期においては新規利用者のスムーズな利用契約に向けて、移行支

援会議への参加から利用者確保に繋げた。

利

用

者

様

と

共

に

(3)共生型通所介護事業所として質の高いサービス

を提供を目指し、支援体制を構築する。
達成

高齢利用者様の安心サービスを目指し、共生型サービスを提供、利用者

様は当初の3名から6名となった。利用に際しては、サービス提供責任者とケ

アマネとのサービス担当者会議等を密に行い、ご本人、ご家族が安心して

介護保険サービスを利用できるよう支援している。

各種活動は、年間計画に基づき利用者様の意思決定支援を行いながら

実施した。次年度も、利用者様個別に活動の希望や感想を伺いながら、

意思決定支援、権利擁護に基づく活動を計画、提供して行く。

実習受入れでは、学校、相談支援、関連事業所、ご家族との連携を密に

行い、次年度の新規受入れ2名に繋げた。

年間17回実施しており、地域交流では3回/月実施した実績もある。地域

の東藤島公民館を起点に住民とのボッチャ交流や芋苗交流、地域ボラン

ティアのカラフル招待などを実施することで、利用者様の喜びに繋がっており、

地域の「障がい理解」と「障がい学習」の一助となっている。

次年度は、交流活動の範囲を徐々に広げていき、地域に根付いた事業所

づくりを目指していく。

NiCollaboによるスケジュール管理やメール発信による情報発信と共有を推

奨し行ってきたが、スケジュール管理についてはパート職員までの定着には

至っていない。

後期には、NiCollaboの起案ワークフローの活用について検討を行い、申請

フローを作成した。次年度の活用を進めていく。

未達成

一部達成

一部達成

達成

1on1面談について正職5名と毎月を実施した。パート職員1名については

面談時間確保の困難から実施できない月があった。

後期はスケジュール調整により実施日を決め行った。

(2)事業所における節電対策の検討・実施する。

(2)事業の「見える化」による安定運営を目指し、提

供するサービスの目標設定と達成を目指す。

(3)3年後の事業所の在り方を思い描き、利用者様

やそのご家族が求める事業所の在り方検討する。

達成

環境づくりとして、職員の休憩室確保のための風除室改修を実施した。合

わせて、休憩体制見直しによりメリハリのある業務体制づくりを行った。

また、安全な送迎や外出体制のため、車両のリース契約を行い7月より10

人乗りのリフト付き車両を運行開始した。

職員のSDGsに関する理解を深めることを目的に、法人研修動画「SDGｓ

基本研修」の受講実施、全員完了した。

脱プラスチックを目指し、事業所で使用する物品の選定でプラ素材の購入

を極力減らし、ゴミの分別に務めた。ただし排出量削減については確認でき

ていない。

館内照明LEDの老朽化による照度減少への対応として、6月に入替えを

実施、環境改善に繋げた。

一部達成

達成

目標稼働率88％に対して年間稼働率が79.4％となった。期中に新規利

用者様1名の契約があったが、長期入院者や、共生型サービス移行による

他の介護保険事業所との併利用、感染症によるGH待機者増、そして利

用者様のご逝去など、延べ利用日数減が稼働率未達成の要因として挙げ

られる。

また、今回二回目の第三者評価受審により、次年度より取り組む課題につ

いて検討していく。

あすわ児童発達支援センターと協働のアンケート案を作成したが実施には

至っていない。

昨年度に実施した利用者様ご家族対象のアンケート集計を基に、実施計

画を立案して実施している。次年度は、あすわ児童発達支援センターご利

用のご家族アンケートを実施・集計して、事業計画に活用していきたい。

一部達成

(1)CO2削減に向けた取り組みについて、環境に対

する職員の意識改革を実施する。
地

球

と

共

に

(1)地域に根付いた事業所づくりを目指し、地域と

共に創る「福祉のまちづくり」について企画・立案して

いく。

(2)東藤島地区における積極的な交流活動や奉仕

活動を通して、地域の課題の共有や相互の理解を

深める。

(1)職員が利用者様支援に係る業務に集中して、

より質の高いサービスを提供できるよう、ICT活用に

よる業務改善への取組みを検討する。

(2)職員との1on1面談の実施を通して、福祉の仕

事にやりがいと誇りを持てるよう職員個々のキャリアビ

ジョンに応じた個別育成計画を実施する。

経

営

基

盤

の

安

定

化

地

域

と

共

に

職

員

と

共

に

(4)職員が安心して働くことのできる環境づくりを実

施する。

(1)カラフルに特化したサービス目標の設定（ブラン

ドイメージの構築）を目指し、障がいの隔ての無い

利用者受入れに向けたサービス提供の在り方を検

討する。

事業所内に機能訓練室を設定、理学療法士を中心に機能訓練（リハビ

リ）を計画書作成のもと提供、成果や結果について利用者様ご家族へ説

明を行った。（現在提供者：生活介護5名、通所介護2名　計7名）

また、職員に機能訓練の勉強会を実施、愛全園のPTとの情報交換など連

携体制を図った。

次年度は、他事業所利用者様の共生型利用も含めたサービス利用者増

と安定提供を進めていく。

連携して取り組むカ

ンファレンス数

年間35回実施

目標：1回/月

実績：2.5回/月

個別の機能訓練

計画作成と効率・

効果的な提供の

実施

対象者7名中7

名に毎月継続実

施

1on1実施定着

80%

（対象6名）

交流計画や活動

参加と発信

目標：月1回

結果：年17回

月1回以上達成

13



5つの

視点

40

9,995

270

37

92.5

OKUDAの９～11月分の201,206円が未入金だったが、12/28に入

金　あり。

E　稼働率（D/A×

100）（％）

D　平均利用者数

（B/C）（人）

C　稼働日数（日）
経

営

基

盤

の

安

定

化

（１）利用者様の可能性が広がる事業として「農業」を利用者様

やご家族様目線で発信する

（２）収支やKPI設計を整えてわかりやすくし、事業運営を職員が

共有してPDCAを回し、改善策に取り組む
未達成

利用者様のインフルエンザ、コロナ感染に伴い、4月、1月には前年度に比べ

て稼働が下がり、収入減が多かった。その月以外はプラスだったが、2ケタ増

にはならなかった。

毎月の各作業の収入状況を一覧表にして、NIコラボを利用して全職員に

回覧することにより、職員が収支を意識できるようになったことは良い効果が

あった。

5月に定員を10名増やして40名にしたので、今までのように100％超えの

稼働率にはならなかったが、年度内に新規利用者様4名の契約ができたこ

とは収益にもつながっている。

総収入の昨年

度との対比

77,409,234

円/昨年度の収

入

80,622,045

円以上目標

その他（未収、未払の

状況）

農作物の売上

高586,021円

/326,662円

以上目標

その他

達成

SDGs基礎研修を職員全員が受講しており、基本的な学びを得ることがで

きた。

その中で、昨年度から計画していた、HV車を1月末日に納車することができ

た。それ以外には、エアコンの温度調節、照明のオンオフなど、事業所内で

職員ができることは意識して取り組んだ。

（２）農作物の自給率向上と就労支援事業が成り立つ農業計

画（品目・作地面積・収穫量など）を検討する

B　利用者延人数／年

（人）

A　定員（人）

達成

毎月、ホームページに農業を中心に活動状況等などをアップし、地域の方に

お伝えしてきた。また、SDGsのマークを添付したことにより、理解を深めてい

ただけたと思う。

家族会総会では野菜の販売を行うことができ、ご家族様に足羽サポートセ

ンターで農業をしていることを知っていただく機会になった。

1名の職員が5月22日から職場復帰計画を基に勤務についている。1日

おきに2時間勤務から始め、年度末には平日4時間勤務ができる状態に

なった。毎日、当日の感想を数行記録していただき、CかGMに見せてい

ただくことにより、その日の振り返りができた。

一部達成

４,5月は堆肥化に取り組めなかったが、6月に足羽ワークセンターと話しあっ

た結果、足羽ワークセンターからは毎日1㎏の野菜くずを準備していただき、

堆肥化作業については足羽サポートセンターが利用者様と共に行ってきた。

その結果、利用者様の中には、堆肥作りの手順を覚えた方がおり、職員の

声掛けなしでも堆肥をつくることができて利用者様の自信になった。令和6年

度には、有機堆肥化を本格稼働する準備に入る。

有機廃棄物堆

肥化の試行

199㎏実施/

240㎏目標

設備投資状況 ※記載事項なし

なし

地

球

と

共

に

（１）有機廃棄物の堆肥化に向けた計画検討する

一部達成

福井県福井農林総合事務所の小藤主任様はカンタケ栽培に関するアドバ

イスのために何回も来てくださった。

技術指導の橋本さん、こころファームの福山所長さんからは野菜つくりに関す

る指導やアドバイスをいただいた。特に福山所長さんについては、野菜つくり

に必要な道具の購入先や作業場作りのアドバイス等を多く受けることがで

き、職員の励みになった。今後も関わりを深め、専門性を高めていきたい。

専門機関での

打ち合わせや研

修

16回実施/

12回目標

その他（３）農業を行うために求められる専門性の向上を図る

職

員

と

共

に

なし

（３）CO2の排出削減の方法を学び、EV・HVなど環境負荷軽

減の設備導入を検討する

一部達成

農作物栽培、収穫量の年間計画を立てて取り組んできたが、昨年度より収

入は増えたが、就労支援事業が成り立つ収入を得ることはできなかった。

収入が増えた理由については、昨年度より畑の面積が増えたこと、法人内

事業所での販売、福仁会病院、まんま食堂、事業所玄関での販売、地域

の祭りでの販売などを行ってきたことがあげられる。カンタケについては、収穫

が1回だけだったため、元が取れなかった。栽培方法について、もっと知識を

得るべきだった。

法人内の厨房がある事業所4か所の内2か所は、冷凍野菜を多く使用して

いることと、厨房が要求する野菜つくりができなかったことなどにより、法人内

事業所での野菜購入は少なく、自給率向上にはならなかった。

 （２）職員個々のキャリアビジョン達成に向けて、１on１コミュニ

ケーションを行って個別育成計画を立てたり、あすわersを活用した

研修への参加を推進したり、事例発表を行うことにより、職員の意

欲や自信につなげる

労

務

管

理

実

績

超勤300H超 監督職1名　350.85時間、一般職１名　306.5時間。

一部達成

職員同士、情報交換をしながら業務に取り組み、記録の仕方も時間を有

効に使い、ICTを活用して行えるようになってきた。

残業時間が多くなりがちな職員については、その職員の業務分析を行い、

他の職員に協力を行うことにより、業務改善が図られ、1月以降は残業時

間が減っていた。

会議については、アジェンダを使用し、事前の入力により報告書作成に時間

を要することが少なくなった。また、ワークフローを利用しての起案作成にも慣

れてきており、書類作成の時間短縮に繋がってきた。

未達成

障がいGでの話し合いをすることがなかったため、福祉のまちづくり事業計画

への提案はできていない。

9月に、能登半島の輪島カブーレを視察し、参加者はアンケートをとった。

（１）利用者様への支援業務に集中し、質の高いサービスを提供

できるよう、ICTを活用した業務改善への取り組みを検討する

（３）福祉のまちづくり事業計画に参画し、地域の方々とのふれあ

いを感じられる内容にする。

一部達成

GMとMやCとの１on１面談は毎月実施できたが、MとCについては前期は

部下との面談が殆どできなかったため、アドバイスをすることにより、後期は実

施できるよう努めていた。職員も面談することにより、日頃からの悩みや気に

なること、バリューの取り組み状況を報告することによりアドバイスを受けること

ができ、気持ちを切り替えて業務に取り組めるようになっていた。

研修参加については、職員との相談のもとスケジュールに入れて確実に参加

できるよう勤務調整してきた結果、研修に関する話を職員同士でもできるよ

うになってきていた。

1on1の実施回

数

11回実施/

12回目標

人

事

管

理

採用 なし

退職 職業指導員1名（5月）

メンタルヘルス

達成

毎月1回利用者様と事業所近辺の清掃奉仕活動を実施することで、利用

者様が地域貢献活動に取り組んでいることを地域の方に発信できた。利用

者様も、燃えるゴミ、燃えないゴミを分けて袋に入れられるようになってきてい

る。　　　地域の夏祭りでは、野菜の販売を行ったり、事業所玄関で野菜販

売を行った時には地域の方が大勢来られて繁盛しており、地域の方々に事

業所の存在をアピールできたと思う。

受

入

実

績

見学

ボランティア

町内の方に会議がある時は参加させていただきたいことを何度かお伝えした

が、地域での会議がなかったので、取り組みができなかった。
実習

地

域

と

共

に

（１）地域の清掃奉仕活動を行ったり、地域活動に積極的に参

加して、地域の情報を共有する

　農業作業に

取り組む利用

者様実数

85人実施

/60人以上目

標

その他 なし

（4）利用者様支援における関係機関との連携を強化し、特に法

人内の就労支援事業所との連携によって一体的な就労支援体制

をはかる

達成

5月からは、ある程度固定した利用者様が午前、午後に分かれて農耕作

業に従事してくださった。それも、利用者様自身が畑に行きたい、という意思

のある方ばかりであり、昨年度に比べると喜ばしいことだった。

年度後半にトラクターを予算より格段に安い価格で購入できたことと、スター

トアップ事業の補助金申請ができたこと、上司からのアドバイスなどをきっかけ

に、管理機、白ビニールハウスなどの設備を整えることができた。その結果、

農作業の効率がアップし、雨天時も白ビニールハウスの中で作業ができ、利

用者様も毎日意欲的に畑に行くことができ、満足されていた。

達成

あすわ相談支援事業所リアン、パステル、あすわ第１、３事業所との話し合

いを蹴を重ねてきた結果、年間を通して4名の利用者様の移行受入ができ

た。（ワークから1名、リアンから1名、パステルから2名）

毎月1回会議を行い、移行対象利用者様について見学、体験を丁寧に行

い、ご家族様との話し合いも行い、不安な部分を解消できるよう検討を重ね

て対応してきた結果であり、関係者の協力のおかげでスムーズな移行ができ

た。

利

用

者

様

と

共

に

９名、　　　　　団体

その他
1月の能登半島地震に対して、食料品（インスタントラーメン）、水、義

援金、人的支援（延べ１３日間）を行った。

未達成

０名、　　　　　団体

（２）災害時対応について地域と協議し、安心して過ごせるよう

地域の避難計画作成に関わる

１９　名、　　　　　団体

虐待防止

毎月1回、虐待防止委員会を実施して、Ｅラーニングを利用しての研修

を実施したり、虐待がなかったかの確認、支援に困ったことなどについて検

討し、利用者様支援について話し合ってきた。

（３）農業事業の基盤づくりを行い、利用者様が安心して取り組

める内容にする

達成

対応が困難な利用者様についてのケース検討や、移行を希望する利用者

様支援について、相談や居住、後見人など、関係者とのカンファレンスを行

い、利用者様の希望に沿った支援体制をつくることができるようになってきた。

事業所移行については、毎月1回パステルにて関係者が集まり、パステルか

ら足羽サポートセンターへの移行希望利用者様について検討を重ね、その

状況を支援会議にて報告してきた。その結果、年度内に1名の利用者様の

移行を行い、令和6年度4月からも1名の利用者様受け入れを行うことがで

きた。

苦情 苦情…　１件　要望…　０件

（２）利用者様が安心して活動できるように、困難事例や事業所

移行など、利用者様に関係することに対して積極的に取り組む

（１）利用者様の願いを尊重し、その思いを読み取った個別支援

計画を作成できるよう専門性の向上を図る

年度目標

【障がい者福祉部門】　【足羽サポートセンター】

事故
＜事故＞5件

＜ヒヤリ＞なし

感染症

＜新型コロナ感染者数＞　職員15名、利用者様5名

＜インフルエンザ感染者数＞職員2名

＜その他の感染症感染者数＞なし

一部達成

Ｅラーニングを使用して専門的な動画視聴を行うことにより、担当利用者様

の支援に対して効果的に利用している職員もいた。また、日々の支援の中

でも利用者様からの思いに対して、個別に話を聞く時間を設けて、利用者

様の思いに耳を傾けてきたり、ケース検討をしながら支援について検討してき

た。

その結果、モニタリング、個別支援計画作成については、利用者様の真の

思いに近づいた内容のものが作成できた。ただ、コミュニケーションを十分とれ

ていない利用者様については、思いを十分聞き取ることができなかった。

最終報告 KPI指標(年) 活動実績(年)
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【障がい者福祉部門】　【パステル】
5つの

視点

（自立）

1４

（移行）

６

（定着）

ー

3762 1750 4

270 270

13.9 6.5 4

104.5% 97.2% ―

未達成

年度当初に受講計画の作成ができず、受講も毎月の

テーマ設定ができなかった。

受講したテーマについては、支援者会議でGWを行いな

がら、振り返りを実施しており、意思決定支援の学びに

繋げることができた。

最終報告 KPI指標(年) 活動実績(年)

事故
＜事故＞　4件

＜ヒヤリ＞　8件

受講回数

年5回

/目標12回

感染症

＜新型コロナ感染者数＞

 職員０名、利用者様２名

＜インフルエンザ感染者数＞

   職員０名、利用者様０名

＜その他の感染症感染者数＞

その他

【就労移行】

今年度就職者/1名

R6年度4月採用見込/3名（R6年度の実績と

なる）

【自立訓練】

新規利用者10名

終了者13名→法人内B型移行2名・他法人B

型移行4名

未達成

法人内就労事業所の月1回の支援会議を継続的に

実施できており、移行に向けて事前の協議ができてい

る。また、事業所移行後の情報共有もできており、課

題等を話し合う協議の場になっており、法人内雇用

（愛全園体験→R6年4月採用予定1名）/GH美山

の職場体験の継続1名）と法人チームによる良質な基

盤づくりに繋がっている。

ケース検討

年3件

/目標12件

未達成

自立訓練・就労移行のプログラムの見直しを行い、自

立度・作業能力の向上に繋げることができたが、就職

者は1名のみになる。（R6年4月採用見込は3名）

サービス実践報告会の事例発表は行ったが、地域への

モデル事例等のPRは行えなかった。

就職者

年1名

/目標2名

虐待防止

セルフチェックシート毎月実施

見学者の虐待通報1件（生活保護世帯で経済

的虐待の疑い）

達成

アセスメントの見直し目標数は達成できたが、3ヵ月毎

のモニタリング・個別支援計画更新に全員の再アセスメ

ントの作成まではできていない。

アセスメント時のストレングへの着目意識は向上してい

る。

アセスメント見直し

年55件

/目標12件

苦情 苦情…０件　要望…０　件

未達成

福祉のまちづくり事業に関する具体的な提案をすること

ができなかった。

実習生/嶺北１名・福井南特学１名の受け入

れ実施。

福井南特学１名はR6年度利用に繋がる。

　２名、　　　　　団体実習

その他

清掃活動

年12回

/目標12回

地域交流

0回

ボランティア 　０名、　　　　　団体

見学 １０名、　　　　　団体

未達成

毎月地域の公園清掃を実施するが、地域住民との交

流を図ることはできなかった。

地区体育大会や公民館活動への参加するなど、事業

所と地域の交流を図ることはできず、地域への情報発

信等もできなかった。

受

入

実

績

毎月、パステル内での自立支援会議・就労支援会議

を実施し、利用者様状況や課題を共有し、意見交換

を行いながら、支援の工夫やチーム支援の向上に繋げ

ることができたが、実践ケースを通した勉強会等の実施

回数は少なかった。

勉強会

年４回

/目標12回

その他未達成

未達成

メンタルヘルス なし

労

務

管

理

実

績

超勤300H超 1名/357時間

未達成

送迎ニーズには、個別対応と効率性を考慮しながら対

応することができたが、記録の在り方に関する改善成果

は挙げられなかった。また、NIコラボを活用することで会

議の効率化や紙出力を削減することはできたが、会議

の時間短縮や見える化を図ることができなかった。

聴覚障害者支援のための音声の文字変換アプリの

ICT活用を検証するが、成果が得られる見込みがな

かったため、導入は見送った。

残業・所定時間外

925時間

/前年度1186時

間

（前年比78％）

退職 なし

スタッフとの１on１を継続的に行い、職員が抱える課

題について把握したが、キャリアビジョンの明確化や個別

育成計画に繋げることができなかった。

一部スッタフからは、研修受講の希望を聞くことはできた

が、自信ややる気に繋がっているとは言えない。

年12回

/目標12回

人

事

管

理

採用 なし

B　利用者延人数／年

（人）

A　定員（人）

一部達成

各サービス毎の収支やKPIを月次で検証、稼働率を年

間シュミレーションで予測しながら、目標達成に繋がるよ

う代表者会議で協議した結果について、運営状況、方

向性等を職員全体で共有し新規受け入れや既存利

用者様支援の向上に対して職員の協力体制を得るこ

とができた

予算達成率

105％

その他

PC6台納品

SSD4台取り付け

駐車場車止めパイプ、除雪作業で破損（修

理）

未達成

ペーパーレス化への意識は高まっているが、有機廃棄物

堆肥化事業への協力を含め、SDGsへの理解促進や

身近にできることの取り組みはできなかった。
設備投資状況 ※記載事項なし

その他

（未収、未払の状況）

E　稼働率（D/A×100）

（％）

一部達成

法人のブランティング戦略、パーパス・ミッション・ビジョンを

理解し、途切れのない支援が行っていけるよう職員会

議で発信し、職員の意識を高めていけるよう取り組みを

行うことで、新規利用者様の獲得に繋げることもでき、

自立訓練/前年比131.9％とすることができた。しか

し、支給期間の満了に伴う利用終了もあり、支援が途

切れるケースも発生した。

新規利用者15名に対して、就職・サービス移行・転出

や支給期間満了等によるサービス終了者は17名であ

り、利用者様が途切れない運営を図ることができなかっ

た。

協議

年12回

/目標12回

未達成

自立訓練において、R5年1～３月期間が定員超過と

なっていることを4月に把握し、R5年４～５月は定員

超過減算となった。日次月次の通所予定と実績管理

表を作成し、定員超過の再発防止を実施する。R6.6

月～自立訓練10名→14名／就労移行10名→6名

に定員変更し、自立訓練の利用者数の確保を運営の

主とし、就労移行は個別対応を強化することで就職者

を輩出できるよう定員を絞り込んだ。自立訓練を主とし

た支援を行うためには、現建物が適切と判断し事業所

移転は見送ることとした。

新規利用者様、自立訓練10名/就労移行5名の利

用者様の獲得、年間稼働率シュミレーションを行うこと

で目標稼働率の達成はできたが、マイナス収支であり、

経営の安定、経営プログラムの見える化は図れなかっ

た。

稼働状況共有

年12回

/目標12回

C　稼働日数（日）

D　平均利用者数（B/C）

（人）

年度目標

経

営

基

盤

の

安

定

化

（1）各サービス毎の収支やKPI設計を整え、事業所全

体で運営（事業費や利用者様の増減、見学者・体験

者やPRの数等）を職員全体で共有しPDCAを実行す

る。

（2）事業所移転を前期中に完了し、利用者様の支

援、利用者様確保、周知等を確実に行ない、経営の安

定化、有期限利用の経営プログラムを見える化していく。

（3）パステルにおける利用者様に向けた途切れのない

支援（＝最後までフォロー・ケアをするという体制）をブラ

ンディングし法人ブランディングとリンクさせることで利用者

様に選んでもらえる事業所（＝利用者様が途切れない

運営）とする。

地

球

と

共

に

（1）事業所全体でSDGsの理解を促進し、身近にでき

ることを推進する。

職

員

と

共

に

（1）事業所内での業務改善は何か（記録時間、送

迎のあり方、会議のコンパクト化、紙出力等）を明確にし

見える化をしながら、ICT活用（音声入力、アプリ活用

等）を検討する。

（2）1on1コミュニケーションを定例実施し、職員個々の

キャリアビジョンを明確にし、そのうえでの研修受講や事例

発表を行なうことで、自信ややる気につなげる。

（3）生活訓練から就職支援まで利用者様の生活の基

礎からステップアップした就労自立までと幅広い支援の中

で職員がサービス部門（自立訓練会議む、就労移行支

援会議等）の会議や実践ケース会議等を通じてチーム

力を高め、お互いに学びあえる良好なコミュニケーションと

専門性を目指す。

地

域

と

共

に

（1）地域の清掃奉仕活動や地区体育大会、公民館

活動等の地域活動に参加し、事業所と地域の交流を1

回/2ヶ月を図り、地域の情報を確認・共有する。

（2）部門全体での「福祉のまちづくり事業」に参画し、

地域ニーズにどのように応えられるかを協議検討する。

利

用

者

様

と

共

に

（1）年間受講計画立案のうえ、月ごとにテーマを決め

てeラーニングを聴講し、支援会議等を活用して振り返り

を行い、本人の思いや希望を確認(意思決定支援)する

あり方や自己実現を図る。

（2）利用者様のニーズや家族の思いを汲み取りなが

ら、「良いところ」を中心にアセスメントを再作成し、3か月

に1回のモニタリングの時期には必ず見直しを図る。

（3）チームケアによる基盤づくりの為に日中の就労系事

業所（パステル、足羽ワークセンター、足羽サポートセン

ター）との定例会議を持ち、施設外支援、事業所移行・

利用、作業内容等の話し合いを行なうことで良質な支援

体制を構築する。

（4）利用者様の夢や希望が実現する為、就職に向け

てのプロセス（事業所内での講座、見学、実習、ハー

ローワーク登録、トライアル雇用等）を確立させ、利用者

様を始めとした地域発信が出来るモデル実践事例（1件

～2件）を作成し周知、PRする。

15



６０(入

所）

60（生

介）

5（日中一

時）

4（短期入

所）

21,751 18,399 109 322

365 269 365 365

59.59 68.38 0.29 0.88

99.32 113.39 5.8 22

その他

（未収、未払の状

況）

【立替金】　R6年3月末残金：465,269円

　　　　　　　年度内返済額：31,000円

E　稼働率（D/A×

100）（％）

未達成

　足羽更生園、足羽ワークセンターで別会計とする会計処理でスタートし、給食部門会

議で課題を検討し改善を進めてが、現場での繁忙さから定期開催できず、物価高騰や

人手不足への対応に追われ、生産体制や請求業務、会計処理など根本的な改善がで

きないままの状態となった。このためR6年度に向けて、栄養士連絡会の協力を得て、法

人全体での教職事業の適正化を進めるための体制を整え、R6年度から取り組むことと

なった。

D　平均利用者数

（B/C）（人）

（３）給食事業の安定生

産及びコストパフォーマンス

（費用対効果）の向上へ

の取り組を実施する

　今年度において月次報告が未完全な状況が続き、福祉サービス事業と給食事業にお

ける収支状況を的確かつタイムリーに把握することが出来なかった。給食事業における課

題に関しては継続的に改善に向けての検討が必須であるが、福祉サービス事業において

は前年同様に一定の成果を得られた。また、年度を振りかえる中で、KPI設計（指標）

作成の内容が不十分であることを気づき事が出来た。R6年度事業実施において適正か

つ実効性のあるKPIとすべく、皆さんの意見を伺いながら取り組んでいく。

C　稼働日数（日）

一部達成

B　利用者延人数／

年（人）

（２）マネジメント力向上

の取り組みとして、収支や

KPI設計による運営状況を

見える力を養う

一部達成

　強度行動障害者に対する支援強化に関する新制度に対して情報収集を行う。R6年

度福祉サービス報酬改定において、重度者支援体制に関する項目が提示されたこともあ

り、福井県ににおいて重度の利用者様をサポートしている事業所として、R6年度より実施

される研修等に派遣出来るように積極的にアピールを行っていく。

A　定員（人）

　環境負荷軽減策の検討を目標としたが、身近な対策である「ごみの分別」（燃えるゴ

ミ、プラスチック、燃えないゴミ）やNIコラボの機能を活用することでペーパーレス（コピーカ

ウント数）の取り組みに留まった。R6年度においては、活動場所のLED化や公用車の

EV・HVへの転換を加味しての継続活動に取り組む。

（１）園（法人）の強み

を活かした途切れのないサー

ビス連携を基に、地域におけ

る重度者支援体制への強

化に向けた取り組を実施す

る

　厨房における原材料として使用される農作物を調査し、農作業事業における作物の参

考とする為の取り組み目標としたが、厨房職員等の協力が必要となる為、業務の状況か

ら時間をも受けることができず、取り組みに至らなかった。R6年度に向けては、定期的に

生ごみとなる根菜類を提供し、有機肥料づくりに協力を実施する。

その他
（３）CO2排出削減の方

法を学びながら、EV・HVや

太陽光発電など環境負荷

軽減策の検討する

未達成

一部達成

設備投資状況 ※記載事項なし

（２）農作物の自給率向

上と就労支援事業が両立し

た農業計画に必要なデー

ターの集積を実施する

一部達成

　有機廃棄物の堆肥化事業の取り組みについては、障がい福祉部門間での調整を図り

ながら、厨房で発生する生ごみを集約しての堆肥化事業に向けて参画すると共に、腐葉

土つくりにかかる落ち葉の提供を行う。

　１on1を実施にあたり当初は、夜勤や時差勤勤務等における業務時間の関係でス

ムーズな面談とはならなかったが、月を追うごとに実施回数も増加してきた。職員の評判と

して、「話を聞いてもらって不安や悩みを払拭できた」「自分の事を気にかけてくれている」

等の感想が挙られ、定期的なコミュニケーションの機会として活用されるようになった。これ

を継続することで、コミュニケーションが活発な風土づくりに取り組みを実施する。

1on1実施回数

576回実施

/737回目標

（一人当り9.3

回）

その他

（１）有機廃棄物の堆肥

化事業に向けた計画検討

開始する

一部達成

退職
★支援員：５名         ★事務員：１名

★調理員：２名         ★業務支援員１名

（３）職場における心理的

安全性を高め、コミュニケー

ションが活発な風土づくりに

取り組みを実施する

　1on１の面接機会を活用し、個々が自己研鑽に取り組めるように、研修会への参加に

関しする促しを進める中で、法人主催研修に延べ48名、外部研修30名、SV研修（2

事例及びリーダー級研修）への参加となった。職員が偏らず計画的に参加できるように調

整を行うことができた。しかし、目標とする「個々の育成計画」とまでは至らなかった。R6年

度において個々のキャリアに関して育成計画を作成し取り組みたい.

人

事

管

理

採用
★調理員：２名

★支援員：１名（リファラル採用）

一部達成

メンタルヘルス ※記載事項なし

（２）個々のキャリアビジョ

ンの達成に向け、1on1コ

ミュニケーションの活用し、

個々の育成計画の立案実

施する

労

務

管

理

実

績

超勤300H超 ★300H　2名（合計：783.5H）

一部達成

　事務作業環境の効率化を図る為に、既存パソコン機能のバージョンアップや新規PC導

入を実施し、タイムリーな業務遂行ができるように整備を行うと共に、法人主催の「業務

改善研修」への参加、PC操作のスキル等をアドバイスすることでワークフローやナレッジコラ

ボ等の活用による職員間における迅速な情報共有を実施することができた。また、どのよう

なICT機器を導入すると良いかアンケートを実施し、それを参考に検討を行い、今後、検

討した情報等に関しては、障がい部門での共有を図っていく

（１）ICTやツールを活用

して働きやすさが実感できる

業務改善を行い負担軽減

への取り組みを実施する

（３）地域に根付いた事

業所づくりを目指し、地域と

共に創る「福祉のまちづくり」

について企画・立案する

（２）地元自治会（前

波・宿布地区）と協議し、

災害時における協力体制の

準備を実施する

見学 　58名（うち、１団体29名含む）

達成

　年間3回、前波・宿布地区自治会長（前期自治会長さんも含む）との会議の場を設

定し、地域住民の皆様に福祉避難所を知っていただく機会づくりの概要について検討・協

議。また、酒生地区等に関する防災関係の取り組みの情報共有を行う。その際、福井市

の災害総合訓練が酒生地区で開催されることで更生園職員が宿布住民として２名参

加を行う。

　広報誌ミニミニ新聞に関しては、年3回発刊し、災害に関する情報共有を行った。

★年2回目標

実績3回実績

実習 4名

その他

一部達成

　永平寺町で考える「福祉のまちづくり」について、足羽福祉会が参画できることを検討、

打合せを重ねる。他県の先駆的な福祉活動の視察として「輪島KABLET」を訪問する。

また、後期は地元の自治振興会（吉野地区）でのコンセプト説明を行い、福学官連携

による事業推進の方向性について今後のスケジュールづくりに繋げていく。

ボランティア 　12名（うち１団体10名含む）

　地域交流イベントとして「きてみ～ね」を開催し、宿布地区・前波地区の方11名の参加

頂き、園舎新築後の交流の機会となり、災害時の課題や地域における悩み事等を地域

の方々から率直な意見を伺う機会となった。また、以前より短期入所をご利用されている

ご家族の困り感に寄り添い、相談員を通じた他事業所との関係機関連携のもと、月に1

回ではあるが3泊4日での短期入所受け入れるなど柔軟な対応を実施することで、チーム

で支え合う関係の構築に取り組んだ。

達成

（１）地域の課題に耳を

傾ける機会を設け、地域で

抱える課題の解決に関して

取り組みを推進すると共に、

定期的に法人と地域の情

報を発信する

　取り掛かりの事業所内での検討に時間を要してしまい2例の設定でおわり、事業所を超

えた取り組みに拡げることができなかった。利用者様を主軸にし、ご本人の望む姿は何か、

ご本人の意思はいかにあるか等を踏まえ、どう利用者様を支えるのかを継続して取り組ん

でいく。

★年2事例目

標

実績2事例

その他

虐待防止

【虐待通報　０件】

・虐待防止委員会及び身体拘束委員会　12回/

年

・虐待防止外部委員会　２回（９・２月）

（２）拠点間及び事業所

間を超えたその人にあった暮

らしを支える支援体制の構

築する

一部達成

　別支援計画作成に向けてサービス管理者及びユニット責任者との視点のすり合わせを

行い、横断的な支援内容を掲げることで「その人」を主軸とした計画となるよう取り組ん

だ。また、アセスメント力向上を狙い、SV研修でのリーダー級研修でアセスメント手法を学

び、５名の利用者様のアセスメント及び支援計画作成を実施。リーダー級のスキル向上

にはつながったが、全体のスキルアップには至らなかった。リーダー級職員がアウトプットする

機会と位置付け今後の継続取り組みを実施する。

苦情 苦情…　　0件　要望…　0件

事故

＜事故＞ 年間　48件（内、行政報告：3件）

　服薬　2件、粗暴行為　12件、物損　21件、受

傷　5件、転倒　4件、その他4件

★グループワーク

年8回目標

実績４回

委員会開催

★年12回目標

実績12回

感染症

＜新型コロナ感染者数＞　      職員6名、利用者

様０名

＜インフルエンザ感染者数＞     職員1名、利用

者様０名

＜その他の感染症感染者数＞  職員0名、利用

者様0名

（１）利用者様の権利擁

護及び意思決定を軸とする

その人らしい生活が営まれる

為の個別支援計画や専門

スキルの向上を図る

最終報告 KPI指標(年) 活動実績(年)

達成

　障がいG内のスパシャルラーニング推進委員を中心に打ち合わせを実施。研修計画を検

討の上、各拠点において動画視聴及びグループワークを実施。(4～5月：津久井やまゆ

り園の事件について・7～8月：個別支援計画について・11月～1月：アセスメントにつ

いて事例から学びを深めるを目的としてし終了後の職員会議にてグループワークを実施し

た。

　虐待防止委員会及び身体拘束委員会を毎月開催。振り返りシートをもとに、委員会

で情報共有、検討実施。職員会議ミニ研修にてGWを含んだ虐待防止に関する研修や

コラボでの発信を実施した。また、９月・２月の第三者委員（家族会会長・後見人・弁

護士）を招いた外部委員会を開催。委員さんより利用者様のプライバシー保護と職員

体制（１人支援）との相対性の難しさは理解した上で安全面には配慮が必要・職員の

休憩時間の確保の必要性等様々な視点からの意見をいただく。

【障がい者福祉部門】　【　足羽更生園　】

年度目標

一部達成
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5つの

視点

なし。

計画相談
障害児相

談
地域移行 地域定着 合計

331 92 0 （3） 423

6 9 （1） 0 15

933 272 （1） （3） 1205

99.8 92.2 ― 100 98.0

未収、未払なし一部達成

年間1250件/年というKPI設計において、管理職を含めた

各職員が運営や支援費も意識した相談支援体制をとるこ

とができた。最終、作成数は、1202件であり目標数には

48件足りないものの、会議開催やモニタリング等における加

算算定を意識して行ったことで支援費（収入）の伸びは

見られた。

年間相談計画

作成

1,202件実施

/1,260件目標

その他

（未収、未払の状

況）

経

営

基

盤

の

安

定

化

（１）外部から見た各事業所の課題や強

みを法人にフィードバックすることで、法人内

各事業所が外部に対する取り組み方法が

見えるようにしてPDCAを行い、選ばれる事

業所となるようにする

未達成

自転車の活用は、7月～で近距離のみの活用であった。ゴ

ミの削減として、ペットボトルのリサイクル/紙資源のリサイクル

に努めた。

設備投資状況 ※記載事項なし

その他

D　前年比（E/前年

作成数×100）

（％）

（２）KPI設計により事業所運営を職員

が共有し、PDCAを行うことで改善を図り、

職員のマネジメント力向上に取り組む。

C　年延更新・モニタ作

成（件）

B　年延新規契約数

（人）

A　契約数（人）

事業名

一部達成

本人・家族からのサービスへの希望を地域や法人にフィード

バックすることで、ライフステージにおける狭間の不安や悩み

の払拭等を重視する丁寧な相談支援が、引いては相談支

援の新規依頼にも役立ってた。

未就学からの就学へのつなぎ、学齢期から成人期へのつな

ぎ、成人期における生活スタイルの変容（施設/GH移行、

成年後見制度の利用、一般就労から福祉的就労への移

行等）、成人期から高齢期へのつなぎ等を丁寧に実施す

ることで、本人・家族の安心感と事例をとおして、次の依頼

が入ってくる為、着実なPDCAが運営に直結された。

採用 なし。

退職 なし。

メンタルヘルス 該当者なし。

なし。

地

球

と

共

に

（１）CO2排出削減・環境負荷の軽減

方法について、自分たちができることを学び、

考え、実行する。

一部達成

毎週実施の定例ミーティングにおいては、処遇困難ケース/

社会資源の活用や新規事業所の情報共有/抱え込みの

防止等を確認できた。ケース負担（数だけでない負担）に

ならない様に、全員共有できることで孤立化や悩み、不安

の防止はできてきた。

その他

（３）相談業務の負担軽減、孤立化を防

げるよう、チーム支援で取り組む体制つくりと

個の資質向上に取り組む。

職

員

と

共

に

（２）個々のキャリアビジョンの達成に向

け、自己研鑽、研修参加等の学びの機会

を広げられるようにする

超勤300H超 超勤300時間超えの職員はなし。

一部達成

ICTの活用において、ルータを持ち出して他事業所で記録

を打つ等は活用できている。プリンターの活用等は、記録の

慎重さを考えあまり積極的活用に至っていない。Web会議

等の活用を含め、その効果は、計画作成数や加算算定の

増をしながらも大きく残業が増えいないことから一定の成果

は見られる。

令和6年度も引き続きICT活用をしながら、業務のスリム化

を探っていく。

労

務

管

理

実

績

年間を通して福祉のまちづくり事業計画への協力・提案が

できなかった。

（１）業務の無駄やムラをなくし、業務のス

リム化や働きやすさが実感できるようにする。

その他 なし。
未達成

各自治体が主導する個別避難計画については、今年度

作成利用者様なし。（家族が個別避難計画作成を断ら

れたケース1件）

リアンとしては、利用者様（特に在宅利用者様）の緊急

時のケア体制（1人暮らし/緊急時の連絡体制/避難先の

有無等）をリスト化している。

実習 　3名（社会福祉実習）
未達成

一部達成

1on1面談において、各月の実施にバラつきがあり適切な面

談実施及び職員の研修希望やキャリアビジョンを明確に確

認、助言等をしていくことが出来なかった。

各職員の業務をグループウエアで確認して以降、年度後半

は比較的実施し、職員のキャリアビジョン（就労分野/生

活支援分野/福祉分野以外との連携等）を引き出すこと

が出来た。

1on1の実施回

数

28回実施/60

回目標

人

事

管

理

ボランティア 　ボランティア（団体）受入なし。

（２）災害時対応を地域と協議したり、優

先度の高い利用者様の個別避難計画書を

作成して非常時の備えをする

受

入

実

績

見学 　見学者（団体）受入なし。

一部達成

「地域住民の目線」と言う点での地域市民、民生児童委

員、地域自治会等との関わりは薄く、サービス等利用計画

を中心にどうしてもサービス利用を中心とした相談支援にな

りがちであった。しかしながら、多職種連携として、ケアマネ

ジャー、包括支援センター、困窮支援相談員、児童カウン

セラー、児童養護施設支援員等を通じて、利用者様家庭

内における関係者との連携や強化の体制づくりはできた。

個別のケースワークの出来ている部分をどう全体や地域に

共有しつなげていくかが今後の課題である。

個別課題・

地域課題の

共有・提案数

33件実施/24

件目標

地

域

と

共

に

（１）利用者様や利用者様が暮らす地域

住民の目線で課題解決に取り組んでいける

よう、関係者の声を聞き、課題を共有する。

（３）福祉のまちづくり事業計画に参画

し、地域の方々とのふれあいを感じられる内

容にする。

一部達成

法人内外を問わず、チームケア（連携構築）は、大切な

視点として概ねの体制作りはできた。特に、高齢障がい者

当事者様は、介護保険サービスへの移行（併給の場合あ

り）においては、本人・家族/包括支援センター/ケアマネ/

サビ管（GH、日中活動）等たと多岐にわたる関係者との

連携体制を大切にした。特に、60代前後より利用者様の

健康面が確実に低下されるケースが多く、制度的な事も含

め、移行に対して早めの対策（サービス/費用/支援体制

等）が必要になってきていた。

その他、学齢期から成人期へのつなぎについては、一定の

連携体制（学校と相談支援事業所や放課後等デイサー

ビス）は組めているが、①学校側の方針がかなり早い時期

に固まっている　②保護者様が高工賃or高い支援力/送

迎の有無/自宅から事業所の近距離/延長支援等、卒業

後に求める幅が多岐に渡っており、全てのニーズに応えてい

く為には、やはり連携体制が必要になってきている為、単純

に日中活動だけにつなぐのではなく、居宅介護/短期入所

等との連携や在学中の放課後等デイサービスの連携等も

大切になってきている。

【障がい者福祉部門】　【あすわ相談支援事業所リアン】

最終報告 KPI指標(年) 活動実績(年)

利

用

者

様

と

共

に

（１）Eラーニング等の活用により、障がい

に対する支援、権利擁護、意思決定の学

びを深め、利用者様の希望や困りごとを解

決していけるよう適切な提案やサービス調整

を向上させる。

年度目標

苦情 苦情…　0件　要望…　0件

虐待防止

R5.5月に児童相談において不適切な養育があり、相談事業所

として共有をしたケース1件あり。→虐待の認定はおりず注意のみ

の案件。

（２）チームケアによる支援を重視し、拠

点間の繋がりを密にしていくことで、個々の世

代に応じた生活スタイルを確立できる支援

体制（相談員、サビ管、関係者など）の基

盤づくりを行う。

事故
＜事故＞　なし

＜ヒヤリ＞　なし

年度当初は、事業所としての年間計画が未達であり、7月

からの進捗となった。定例ミーティングで各受講の振り返りを

して、相談支援における利用者様支援（権利擁護/意思

決定支援/事業所との連携等）の視点や相談支援のあり

方を共有、反省等を行った。

受講をする事が目的になるのではなく、その先の利用者視

点/地域資源/地域課題等の提案事項や各自のケースに

繋げて考えるという視点には弱く、反省点である。

Eラーニング1人

当たりの受講時

間

26.7時間/20

時間目標

感染症

＜新型コロナ感染者数＞　職員　1名

＜インフルエンザ感染者数＞　職員　0名

＜その他の感染症感染者数＞　なし

一部達成
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【障がい者福祉部門】　【あすわ第１】

5つの

視点

さつき

（14）

ほほえみ

（６）

はばたき

（７）

たんぽぽ

（10）

全体

(37)

たんぽぽ

SS

（２）

4,971 2,049 2307 3,649 12,976 281

366 366 366 366 366 366

13.58 5.6 6.3 9.96 35.4 0.76

97.0% 93.0% 90.0% 99.6% 95.8% 38.3%

自治会を通して利用者様にごみの分別を意識できるよう
な勉強会を行ない、日々のごみ分別に取り組んだ。また
利用者様にわかりやすいようにごみ箱等の工夫も行っ
た。

3/31付　パートタイム職員2名退職

訴訟関係、令和3年2月8日に起きた事故による裁判が令

和5年12月15日、和解により終了しました。

未達成

定員37名に対し36名で－1を埋めるべく検討し、候補者
の体験などしたが、結果的には入所には至らず、－1のま
まであったため目標の100％は達成できなかった。

定員稼働率100％

95.8%

未達成

第1決裁、第3決裁後に運営会議を実施し、事業所運営に
ついて3GMで協議して経営の安定化に取り組んできた
が、今期は医療連携体制加算の返戻があったため結果的
に積み立てもできず、マイナスになってしまった。

C　稼働日数

（日）

達成

今期は電気料の10％削減に取り組み、前年同月との比較
を1年通してしてきた。結果として事業所ごとに差はある
が全体としては15％ほど下がっていた。
令和4年度　2,873,923円　⇒　令和5年度
2,356,555円
今後はあすわ第2の太陽子発電を参考にあすわ第1でも取
り組むことを検討していく。

前年比－10％

－15％

A　定員（人）

未達成

法人ホームページのブログ更新が毎月1回定期的に出来て
いなかった。たんぽぽに掲示板を設置する計画であった
が実行できていない。グループホームに法人ブランディ
ングのポスターを掲示し理解に努めた。

B　利用者延人数

／年（人）

E　稼働率（D/A

×100）（％）

D　平均利用者数

（B/C）（人）

設備投資状況 ※記載事項なし

一部達成

地域資源を活用し、個別の余暇支援を積極的に行ってい
くことで地域とのつながりを深めることに取り組んでき
た。月延べ30件を目標に取り組んできたが、グループ
ホームによりばらつきが出た。地域の理髪店やお菓子屋
さんなど理解していただき関係ができたところもあっ
た。

個別余暇支援回数

延べ360回

173回

受

入

実

績

短期入所希望の見学者５名、　　　　　団体

０　名、　　　　　団体

一部達成

福井市の防災訓練には参加したが、地区の自治会参加な
どはできていない。一部のグループホームでは自治会長
と話をし、防災訓練、清掃奉仕、祭り等に参加し交流を
深めた。

０　名、　　　　　団体

その他一部達成

短期入所希望の見学者5名あり、新規契約件数２件であっ
た。週末は利用者が多いが平日の利用が今一つ伸びず、
目標としていた稼働率50％に届かなかった。次年度は平
日の利用を積極的に受け入れるようにしていきたい。

短期入所稼働率

50％

38％

未達成

能登の輪島カブーレに永平寺町職員と見学に行ったが、
具体的な取り組みはできていない。

一部達成

e-ラーニングの視聴をパート職員にも広め学ぶ時間を
持っていただくように計画しましたが、支援会議の開催
が定期的にできなかったことと、パート職員の参加率が
低かったため充分な学びにつなげられなかった。利用者
様勉強会については年間4回の計画であったが、県職員を
招いての防災勉強会の1回のみの実施であった。

e-ラーニング研修時間

月20分

（年間240分）

年間50分
事故 ＜事故＞　11件

活動実績(年)

苦情 ＜苦情＞　４件

一部達成

アセスメントを計画的に行い1年を通じて36名全員の見
直しをする目標であったが10名しかできなかった。個別
支援計画策定会議は報告前に実施し、個別支援計画に反
映させた。必要な利用者様に対してのカンファレンス等
は都度実施し支援の統一を図っていたが、支援会議をし
て夜勤スタッフを含めた全員への統一ができていなかっ
た。

36人全員の

アセスメント実施

10人
虐待防止

虐待防止委員会、身体拘束適正委員会を毎月代表者会

議前に実施（年間12回）。虐待案件はなし。

職員会議にて行動規範読み合わせ後、グループワーク実

施。

一部達成

夜勤者がいないグループホームの安全対策として防犯カ
メラの設置をした。計画では2か所のグループホームでし
たが、予算の関係で1か所になった。

カメラ設置２か所

1か所 その他

医療連携加算返戻金   約6,250,000円

その他

（未収、未払の

状況）

年度目標

職
員
と
共
に

(1)ICTやロボットなどのツールを活
用して働きやすさが実感できる業務改
善をする。

(2)一人ひとりが３年後の自分の目指
す職員像が描け、ワクワク感や達成感
を感じながら一緒に成長していける取
り組み。

(3)質の高いチーム支援の実現に向
け、良好なコミュニケーションと専門
性を高める。

地
球
と
共
に

(1)SDGsについて利用者様と共に学
び、暮らしの場面でできることに取り
組む。

(2)農作物等の栽培を行い、緑化活動
に取り組む、また有機廃棄物のたい肥
化に向けた計画に参画する。

(3)CO2排出削減の方法を学びなが
ら、EV・HVや太陽光発電など環境
負荷軽減の設備を検討する。

地
域
と
共
に

(1)地域の活動に積極的に参加し交流
を深め、定期的に法人やグループホー
ムの情報を発信する。

(2)災害への備えを整え、地域の課題
を知る。

(3)地域での生活を持続するための短
期入所を積極的に受け入れる。

(4)福祉のまちづくり構想へ向けた取
り組み。

利
用
者
様
と
共
に

(1)e-ラーニング等の活用により権利
擁護、意思決定支援の学びを深め、利
用者様にも勉強会を通して学ぶ機会を
設ける。

(2)利用者様の願いや思いを読み取っ
た個別支援計画を策定し、支援の統
一、チームでの取り組みを強化する。

(3)利用者様の安心・安全な暮らしを
支えるための体制づくり、環境整備を
行う。

最終報告 KPI指標(年)

感染症 ＜新型コロナ感染者数＞　職員８名、利用者様11名

その他

労

務

管

理

実

績

人

事

管

理

その他

残業計639時間、有給休暇221日＋145時間

経
営
基
盤
の
安
定
化

(1)法人ブランディングプロジェクト
を理解し協働しながら、事業所の良さ
を知ってもらい利用促進に繋げる。

(2)持続可能な事業所の運営と途切れ
ないマンパワーの確保。

(3)経営課題にスピード感をもって取
り組み、経営の安定化を図る。

一部達成

PC、スマホを各グループホームに配置することでパート
職員の勤怠管理はほぼスムーズになった。見守りシステ
ム対象の利用者様現在はいない。

一部達成

たんぽぽ畑でコンポストは継続していたが、思うほど生
ごみが出ず、畑の肥料になるほどではなかった。たんぽ
ぽ畑で夏野菜、なすび、トマト、を育てみんなで収穫
し、食事に提供した。

1名復帰プログラム継続6時間勤務⇒4月からパート職員へ

一部達成

監督職の3人とは毎月ではないが定期的に１on1を実施
し、思いを聞く時間とした。また監督職に対し評価者と
の面談を定期的に行うよう、1on1の必要性を伝えてきた
が思うように面談できていない。今後はスケジュール管
理を進めていきたい。

一部達成

支援会議を実施したときには利用者様の支援について振
り返りや意見交換等してきたが、全員の利用者様を計画
的にすることができなかった。どうしても必要ケース優
先になるため、次年度は計画的にスケジュール化するこ
とが必要と考える。

事例検討件数36件

18件

達成

なし。
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【障がい者福祉部門】　【あすわ第２】

そよか

ぜ
つぐみ

はやぶ

さ
あすか

とうご

う

こもれ

び
つばさ きらり

あすわ

SS

6 6 9 9 10 10 4 8 4

2179 1972 3182 3100 3584 3478 1451 2820 550

366 366 366 366 366 366 366 366 366

5.95 5.38 8.69 8.46 9.79 9.5 3.96 7.7 1.5

99.2 89.8 96.6 94.1 97.9 95 99.1 96.3 37.6

ブログ更新しGHを

紹介する。３回/年

（12回/年）

共同生活住居

A　定員（人）

短期入所稼働率

前年比79.81％

（増加が目標）

C　稼働日数

（日）

世話人常勤換算

11.58人

（5:1になるための

世話人必要常勤

換算人数

12.2人）

その他

（未収、未払の状

況）

医療体制加算の返金については、R4年度、R5年度分のみを返

金となる。返金額8,765,536円。。R６年6月に同月過誤請求

を行う予定。

E　稼働率（D/A×

100）（％）

D　平均利用者数

（B/C）（人）

B　利用者延人数

／年（人）

経

営

基

盤

の

安

定

化

（1）法人ブランニングを理解し、協働しながら、事業

所の良さをPRし、利用促進につなげる。
未達成

HPではドライブ、外食、お菓子作りの紹介を行うが、月

に1回以上の目標は達成できなかった。

福祉会の情報発信のための掲示板の適切な設置場

所が決められず、設置することができなかった。

（4）適正な人員配置と途切れないマンパワーの確保

を行う。

未達成

前期は高齢のパート職員の病気休暇などが続き、6:1

も危うくなる。新たにパート職員を2名採用し、つばさに

はシルバー人材センターから20H派遣してもらうことで

6:1を何とかクリアする。正規職員はハローワークへの求

人を行い、2名応募があったが採用には至らず。6月末

には1名退職し、マイナス2名の状態であるが、あすわ第

１・３の協力を得て必要人数を確保した。

（2）持続可能な事業所運営を行う。
一部達成

毎月行われるGM会議の後に本部会議室を利用し運

営会議を実施した。

3）経営課題にスピード感をもって取り組み、経営の安

定化を図る。

未達成

あすわ短期入所を受け入れるあすか・はやぶさ・つぐみの

職員がマイナス2名の中で、あすわ第１・３の協力を得

てうけいれを継続した。

2021年の報酬体制加算の見直しで、看護師1名につ

き20名が上限であるところ、全員分を請求していたこと

が8月にわかる。福井市に相談し、令和4年度、5年度

分を返すこととなる

達成

9月よりEV自動車日産サクラをリースで導入する。充電

コンセントには電気メーターを設置し、将来的にほかの

事業所も利用できるようにした。太陽光発電は2月にこ

もれびに設置。3月より発電開始。

その他

3/12こもれび太陽光発電開始。

発電量438.1kwh、消費電力306.7kwh、クリーンエネルギー率

15.8%。CO２削減153.04kg。補助金をもらわず設置した為、

余った電力は売電することが可能。

設備投資状況
こもれびに太陽光発電209万円。つぐみに夜間見守りシステム

aams462,000円。あすか廊下にパーテーション設置。

地

球

と

共

に

（1）SDGSについて利用者様と共に学び、暮らしの

場面でできることに取り組む。 一部達成

支援者研修でSDGsの研修を7月に実施。GHによって

はゴミの分別を行っているところがあるが、全部のGHで

行えたわけではなかった。

（2）農作物等の栽培を行い、緑化活動に取り組む。

また、有機たい肥物計画に参画する。
一部達成

プランター栽培で野菜の栽培を行ったり、イチゴやジャガ

イモ、スイカなどを栽培する。とれた野菜等を使っておや

つを作った。生ごみの出るのが少なく、有機たい肥計画

には参画できなかった。

（3）CO2排出削減の方法を学びながら、EV・HVや

太陽光発電など環境負荷軽減の設備を検討する。

退職

正職員３名、パート職員３名退職。
人

事

管

理

採用 パート職員２名採用。（うち１名はあすわ第３と兼務）

メンタルヘルス なし

職

員

と

共

に

（1）ICTやロボットなどのツールを活用して働きやすさ

が実感できる業務改善を行う
一部達成

つぐみの心臓病のある利用者様の急変を知らせるため

に、夜間見守りシステムaamsを2台導入する。

労

務

管

理

実

績(2）一人一人が3年後の自分の目指す職員像が描

け、わくわく感や達成感を感じながら、ともに成長する。

一部達成

職員の将来像を描くための1on1ができていない。

1on１を行うことで相手の思いを聞け悩みなどを聞く

が、退職希望など疲弊感が強く、将来像を描く面接に

なっていない。

職員の疲弊感を減らし、支援困難利用者様を受け入

れるため、あすかの改修を計画したが改築までは行わ

ず、廊下にパーテーション（電気錠設置）を設置する

と、支援内容の再構築を行うことで、利用者様が落ち

着き、受け入れを継続することができている。サービス実

践報告でこの事例を発表する。利用者様が落ち着いた

ことで、小さな達成感は感じれたと思われる。

（3）質の高いチーム支援の実現に向け、良好なコミュ

ニケーション専門性を高める。
未達成

笑顔の写真を撮りHPにアップすることがなかなかできず

目標には至らず。良好なコミュニケーションを行うことに影

響を与えることができなかった。

施設だよりに笑顔の

写真をアップ３回/

年（目標月12回/

年）

その他

1月に起きた能登半島地震に対して、物資（非常食）、義援

金、人的派遣（延べ３人1１日間）を行った。

（3）地域での生活をサポートするための短期入所を

積極的に受け入れる。

一部達成

実習  ０名　●0団体（2）災害の備えを整え、地域の課題を知る。

一部達成

超勤30H超 なし

地

域

と

共

に

（1）地域活動に積極的に参加し、地域の方々との

交流を深め、定期的に法人やGHの情報を発信する。

一部達成

外食、映画、買い物、ドライブなどに外出するようになっ

たが、目標にしていた、全員が社会参加ができたわけで

はない。

地域活動（運動会、社会奉仕等）にも参加するGH

もあった。

掲示板設置はできなかった。

利用者様の地域活

動または買い物外

出実施

276回（目標744

回/年）

受

入

実

績

６月の福井市の総合防災訓練に参加できた。回覧板

が来なかったGHにも回してもらうよう依頼しかかわりを始

めた。

その他

5月に福井市基幹相談支援センターから緊急で受け

入れてほしいと連絡があり、男性1名を受け入れる。そ

の後毎月利用がある。新規利用も７名契約を行う。そ

よかぜ利用者が窃盗を行った為、あすわ短期入所で過

ごし、振り返りを行う。

（4）福祉のまちつくり構想に向けた取り組み
未達成

能登カブーレに見学には参加したがそれ以外は取り組

めず。

新規受け入れ

7名/年

（目標12名/年）

一部達成

つばさと、そよかぜに防犯カメラを設置した。そよかぜにつ

いては隣人からの水かけ等の嫌がらせはなくなった。防

犯訓練は実施できなかった。

その他（4）自己肯定感の育成を行う。

達成

12/13~17福井市美術館で〇展2023を開催。20

名77作品出展した。

自治会で誉め言葉のシャワーを行う。支援員からの誉

め言葉のメッセージをを渡すなど工夫しているGHもあっ

た。

GHで誉め言葉の

シャワーの時間を設

ける。

　　　　　50回

(目標96回/年）

ボランティア  ０名　●0団体

見学  8名　●1団体

最終報告 KPI指標(年間) 活動実績(年)
5つの

視点
年度目標

利

用

者

様

と

共

に

（1）E－ラーニング等の活用により、権利擁護、意思

決定支援の学びを深め、利用者様にも勉強会を通し

て学ぶ機会を設ける。

（2）利用者様の願いや思いを読み取った個別支援

計画を作成し、支援の統一やチームでの取り組みを強

化する。

虐待防止

虐待通報2件を行う。

そのうち１件「あすわ短期入所利用者様に対するどう喝」について

認定を受ける。

①職員会議でこの虐待についての周知を行う。②グループワークで

今回のケースの支援について検討する。③当事者の振り返り面談

の実施④意見が言い合える環境整備。支援会議の実施。

一部達成

アセスメントは47名分作成を行った。利用者様の願い

や思いを汲み取る策定会議としては全員は行えた。支

援会議は毎月できなかったGHが多く。コロナ感染で支

援会議が３か月できず、支援者間でのコミュニケーショ

ン不足が原因と思われる虐待通報に至ったと思われる

GHがあった。（福井市認定はなし）

各関係者を交えてのカンファレンスは全員に対して行う

事はできなかったが、課題がある方のカンファレンスが中

心になった。

カンファレンス実施５

８回

（目標60回/年）

苦情 苦情3件

事故
事故23件

一部達成

支援会議で権利擁護・意思決定支援の動画を視聴

することはできなかったが、支援者研修では意思決定支

援の研修を行った。利用者様向けの勉強会は2/25に

福井県土木砂防防災課より2名の講師に来ていただい

た。利用者様の中には能登半島地震があったためか真

剣に聞いている方が多かった。

感染症
新型コロナ感染者数：利用者様14名。職員7名。

インフルエンザA型感染者数：利用者様8名

8月にそよかぜ利用者N様が勤務していたA型事業所の商品を６

月から持ち出し売却していたことが発覚。解雇となる。商品弁償

300万円支払う。

利用者様の高齢化は進み、きらりの２名がデイサービスを利用して

いる。要介護４の方もいて老人施設への移行を希望している。９

月に女性１名が足羽利生苑に移行。

健康面では、透析治療中２名。尿管カテーテル１名。他、心臓

病、糖尿病等課題が多い。肺に持病があった方はインフルエンザに

感染し入院。２月に死去する。

（3）利用者様が安心安全な生活を支える体制つく

り、環境整備を行う。
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5つの

視点

ひだまり なごみ はるか さくら ひまわり ひまわり短期

6 7 4 12 10 2

2,192 2,542 1,089 4,196 3,463 76

366 366 366 366 366 366

5.98 6.94 2.97 11.46 9.46 0.2

99.6 99.1 74.2 95.5 94.6 10

利

用

者

様

と

共

に

（1）Eラーニング等の活用により、権利擁護、意思決定支援の学

びを深め、利用者様にも勉強会を通して学ぶ機会を設ける。

年度目標

事故

虐待防止

＜事故＞　18件

ミニ研修

21回/48回

感染症
＜新型コロナ感染者数＞　職員　８名、利用者様　7名

＜インフルエンザ感染者数＞職員　1名　利用者様　3名
一部達成

利用者様へのより良い支援につなげる為に、支援会議を定期的に開催し

たが毎月実施とまでは至らず。しかし、会議開催時には毎回Eラーニングを

実施することは定着してきている。また、利用者様の勉強会についても、防

災についてをテーマにし、各ホーム1回ずつだが開催した。

最終報告 KPI指標(年) 活動実績（年）

虐待通報…　0件

毎月虐待防止、身体拘束適正委員会を開催し、接遇面も含め不適切な支援や身

体拘束せざるを得ない状況把握や、現状確認等を確認、検証を行った。

（3）利用者様の安心、安全な暮らしを支える為の体制づくり、環

境整備を行う。

一部達成

アセスメントは26名終了し、４名が取り組み途中の状態。今期で全員完

了の予定であったが、8名が未実施の状態のため、見直しも含めて次年度

も継続したい。また、支援会議も感染症等の関係で計画倒れとなった月を

除き、全体的には2か月毎くらいの頻度での実施という結果だった。カンファ

レンスも年間継続しての実施者は10名。他の28名についても支援会議内

でのカンファレンスは行い、全利用者様年1回以上は実施できた。

アセスメント数

26名/38名

苦情 苦情…　　０　件　要望…　０　件

（2）利用者様の願いや思いを読み取った個別支援計画を策定

し、支援の統一、チームでの取り組みを強化する。

　27名　　　　　1団体

達成

地域の神輿巡業や、清掃活動、納涼祭、公民館行事等への参加は回覧

板や公民館だより等で情報を得、出来る限り利用者様と共に参加し、交

流を通してグループホームの様子を発信した。地域の方からも、行事の案内

や参加の誘いを受けることもあり、良好な関係が維持できている。 受入

実績

見学

ボランティア

一部達成

その他

ここ数年外出を控えた余暇支援が主だったが、今年度は地区の行事にも可能な限り

利用者様と共に参加したり、ドライブ外出、外食や味覚狩り、体験ができる外出等と

各ホームで趣向を凝らし、利用者様にも幅広く楽しみを提供することができた。

一部達成

グループホームから一人暮らしに繋げた方への支援は継続して支援は行って

いるがマニュアルとして形にすることは出来ず。

非常時に備え、今期も非常食の補充を行った。毎年の備蓄により能登半

島地震の際には備蓄していた水や食料を、出来る限りの提供を行うことが

できた。個人用の持ち出し袋については用意することは出来ず。避難時に

持ち出しが必要な個人情報についての整理に取り掛かった。

地域の防災訓練に利用者様も共に参加する。加えて防災センターにも出

向き、火災や震災等の体験や学びを深めた。

地域の課題を知るという点では、総会等への参加は出来なかったが、各行

事に参加し、会話を交わす中で地域との交流を図った。

地域でのミニ活

動

12回/48回

実習 　0名　　　　　　0団体

その他

地区活動や最寄り店での買い物外出など地域に根差した余暇支援を取り入れた。

日々の些細なことからも地域の方々との交流を図るために、散歩やごみ出しなどの際

に挨拶を積極的に行うよう取り組んだ。

また、能登半島地震への被災地支援として、非常食の提供や、現地での人的支援と

して職員4名をそれぞれ5日間ずつ派遣した。

　0名　　　　　　0団体

（2）災害への備えを整え、地域の課題を知る。

（1）地域活動に積極的に参加し、地域の方々との交流を深め、

定期的に法人やグループホームの情報を発信する。

一部達成

地域生活拠点事業の緊急・受け入れ対策についてのワーキングチームに定

期的に参加。登録事業者ミーティングにも参加し、課題点や対応について

の情報交換を行った。

職

員

と

共

に

（1）ICTやロボットなどのツールを活用して働きやすさが実感できる

業務改善をする。

一部達成

後期に1名、ロングショート希望の方と契約、利用を開始した。また、コロナ

禍より利用を控えてい利用者様にはたらきかけ、3月より利用を再開するこ

とができたが、地域へ利用を広く声かけることは出来ず。

（4）「福祉のまちづくり」への取り組みに共同し、地域のニーズを探

る。

（3）地域での暮らしをサポートするため、短期入所を積極的に受

け入れる。

地

域

と

共

に

メンタルヘルス 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無し

（2）一人ひとりが3年後の自分の目指す職員像が描け、ワクワク

感や達成感を感じながら共に成長する。

超勤300H超 無し

達成

勤怠管理の未打刻や申請の滞留状況を一次時承認者に伝達してきたと

ころ月3回の連絡が月1回に減り、未打刻も激減する。また、NIコラボの

メールやスケジュールの活用を促進し、業務の見える化が進んだが決裁の

ペーパーレス化は一部の職員のみの状況の為、滞っている状態。

また、見守りシステム導入による業務改善というより職員を増員することで業

務改善に繋げた。

労務

管理

実績

地

球

と

共

に

（1）SDGsについて利用者様と共に学び、暮らしの場面で出来る

ことに取り組む。

一部達成

退職 無し

（3）質の高いチーム支援の実現に向け、良好なコミュニケーション

と専門性を高める。

研修案内や、必要と思われる研修は勧め、申し込むが計画的に進めていく

ことは出来ず。また、毎月の1on1面談は実施できず2～3か月の間隔での

実施状況だった。　取り組みのアウトプットとしては「思い」の継続事例検討

で1事例、報告した。

人

事

管

理

採用
正職員３名(新卒者は１名、パートより正規登用1名、キャリア採用1名）

パート職員1名
一部達成

（1）法人ブランディングを理解し協働しながら事業所の良さをPR

し、利用促進につなげる。

なごみでの家庭菜園は定着し、季節に応じた野菜作りができている。他の

ホームでもプランターを活用して花を育てるが猛暑でうまく育てることができな

かった。緑を増やす取り組みのブログ発信も、写真に収めても発信までは出

来ず。

取り組みのブロ

グ発信

0回/12回

その他

さくら、なごみのLED化について補助金活用しての計画をするが、申請が令和6年度

に持ち越された為令和5年度中には実施できず。1事業所1か所の建物のみ対象の

為、R6年度はさくらを申請する計画で準備している状況。
（3）CO2排出削減の方法を学びながら、EV・HVや太陽光発電

など環境負荷軽減の設備を検討する

一部達成

未達成

（2）農作物等の栽培を行い、緑化活動に取り組む。また、有機

廃棄物のたい肥化に向けた計画に参画する。

（3）経営課題にスピード感をもって取り組み、経営の安定化を図

る。

C　稼働日数（日）一部達成

運営会議（第1、２，３管理者の会議）については毎月2回、計画通り

実施し、職員のメンタル不調者への対応、人員補充に向けての取り組み、

事業の進捗状況の確認等、その都度挙げられた課題に対して話し合い、

改善に向けて取り組んだ。利用者様の重度、高齢化が進んでいることへの

対応強化のため、高齢分野との勉強会を前期、後期で2回、チーフを派遣

した。また、入職者に対しても、認知症サポーター養成講座の受講を行な

い、利用者様への理解と支援の方法を学ぶ機会を設けた。稼働率につい

ては、はるかが1名空きの状態の改善ができなかった。

運営会議

23回/24回

B　利用者延人数／

年（人）

（2）持続可能なグループホームの運営と、途切れないマンパワー

の確保

その他

（未収、未払の状

況）

【障がい者福祉部門】　【あすわ第3】

　　未収。未払い：医療連携体制加算の過誤請求については福井市より返答あり、

R4,4月からR5,10月までの6,795,231円をR6,6月、同月過誤することとなる。

短期入所の稼働は、複数の短期入所を利用されている方が一か所で長

期に利用を希望との情報を得たため、ひまわり短期への利用を勧め、3月よ

り利用が開始することができる。また、コロナ禍で利用が滞っていた利用者様

へも利用再開を伝え、わずかだが利用増に繋げることができた。

また、入所判定会議を定期的に行ない、リアンへも入居希望者情報につい

ての情報共有を呼びかけた。

しかしR3年度に改定されていた医療連携体制加算の解釈の誤りにより過

分に請求してしまっていたことが判明。直ぐに福井市に申し出、協議した結

果、過誤請求していた分を払戻することとなった。

E　稼働率（D/A×

100）（％）

一部達成

D　平均利用者数

（B/C）（人）

未達成

行事ごとの写真は整えてきていたがブログ、掲示板による発信は出来ず。

ブランディングへの理解も職員全体に浸透させることが出来ず、事業所の

PRにつなげることができなかった。

グループホーム名

A　定員（人）

LED化に向けてさくら、なごみの見積もりを取るが、補助金が次年度持越し

となった為当期中の工事は実施することができなかった。

太陽後発電設置については第2こもれびが太陽光発電を設置した為、発

電状況のデータや収支バランスを精査してからの設置を今後検討する。

設備投資状況
ひまわり、さくら：居室のエアコン不具合あり、各2台の計4台の入れ替え実施

達成

SDGについての学びを深めるために、利用者様とごみの分別や水の大切さ

等について学ぶ勉強会を開催したり、廃材を活用した作品つくりを余暇支

援として取り組んだ。日常生活の中で取り組めることをとして、電気をこまめ

に切る、エアコンの設定温度を一定にするなどを利用者様と共に実践した。

支援会議時に、メッセージカードにグッドネスな出来事を記していただき言葉

を形にして残す取り組みを実施した。

Eラーニングを活用してのグループワークは各ホーム4～6回/年実施してきた

が、虐待防止についての学びが全体的に多かったため、コミュニケーション力

向上に特化しての学びは少なかった。

誉め言葉のシャ

ワー

17回/48回

そ

の

他

経

営

基

盤

の

安

定

化
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　慢性的な不足による人員配置、事業規模の縮小で適正職員配置対策した年度途中の組織再編、

新型コロナ、インフルエンザ等など様々の影響を受けながら経営している中で、収益以上に、特に人件費

が高騰し、資金収支の確保が困難な状況で経営を圧迫していることから職員の適正配置とサービスの質

確保及び人件比率のコントロールの確立が求められ、次年度の大きな目標課題となってきている。令和６

年度人事対応は福祉部門GM・SGM会議で役職ポスト含む配置人員の協議を経て組織編成した。

　法人ブランディングの活用では、各拠点の強みを活かした取り組みを目標として行った。法人CMの後押

した拠点便りの積極的地域展開、地域でコロナ以前の評価を受けた「いざというときの頼れる施設」の機

能回復を目指した取り組み、更に専門職種の配置によるサービス機能向上を地域広報し、稼働率アップ

への取り組み等即進捗が図れる対応ではないが中長期的に浸透しながら効果が出てくる期待感を持って

行った。大東包括支援センターは地区行事での模擬店や相談窓口の開設、及び民生委員・福祉委員

定例会、近隣の病院、薬局等高齢者の訪れの機会の多い場所での機能広報に努めた。

　マネジメント力強化対策は、KPI設計による成果の見える化対応として施設現況報告の共有を監督職

管理職以上または管理職間でPDCAを回したが、達成指標の理解不足と相まって「成果の見える化」で

は課題を残した。また、高齢者福祉部門の事務員勉強会を7回/年実施。各拠点での事務のムラが共

有でき、ムダも及発見出来た。引き続き令和６年度への継続実施目標とした。　その他　部門GM・

SGM会議、M部会議及び管理職以上の拡大会議を定期的、臨時的に開催し、重要課題等協議によ

り部門運営を主導した。

 職場満足度向上の取り組み目標は、人材不足及びカスタマハラスメント対策とICT環境整備を主体設

定対応とした。前者は拠点内及び拠点間の応援を行いながら日々のシフト、組織建て直しを図って対応

した(カスタマ対策は未達も一部拠点で対応)。後者は部門整備計画に基づき、補助金事業含め計画

通りの進捗に終止したが次年度計画の推進では資金投資との費用対効果を見据え、職員の負担軽減

と職員配置の適切性を実現した生産性の向上による財務基盤の改善・強化が最大・最優先の達成課

題目標となった。

　法人研修プログラムとともに、Eラーニング研修であるEケアラボ(部門共通)の受講が２年目拠点での受

講環境改善、初年度での計画的受講の取り組みを拠点対応したが、現場支援の実際と時間確保の両

立が難しく、計画通りの進捗が図れていないことから受講割合を高めるための組織的対策の必要性が浮

き彫りとなっている。　その他、資格奨励支援を受けて介護福祉士資格取得職員6名、認知症指導者

研修受講履歴職員１名の入職を確保した。 尚、外国従業員の育成はEPA５名、青池学園留学生

11名が介護福祉士資格取得に向けた就労、実習を行っており、本部と拠点間での定期連絡会で情報

交換や育成支援しており、慰労激励会では全員参加し、ボーリングや永平寺観光、食事の企画を一日

大いに楽しみ、リフレッシュしたこととなった。

　高齢者福祉部門にとっての人材確保は最重要課題であり、様々の機会をとらえて対策した。新制度のリ

ファラル採用の活用（２名入職）実績をはじめ、就職希望者に対し、福利厚生、資格取得奨励支援、

職場見学受入れ時の準備・対応の助言による部署内連携の取り組み、また、実習受入れの印象度アッ

プマニュアルの見直し作成等で強化に努めた。

　年度末に法人方針のリース化に基づき、自然災害対応のHV車両１台、購入年数の新しい「リフト付き

車両」2台、老朽化の進んだ軽車両１台の計４台のリース化を行った。残り車両は20年超過車両及び

年式・走行距離を勘案しての切り替え検討を拠点判断対応とし順次の実現を目指していくこととした。

　LED電球整備済み拠点ではWEB動画によるSDGsの学び段階、または、拠点運営下でのエアコンや

電灯使用実績データ収集による「見える化」へのプロセスを推進した。　LED未整備拠点は複数年計画

の中で、補助金をうけて一部部署の電灯化を計画したが行政スケジュールで申請受付にとどまっている段

階で翌年対応となった。　地球温暖化への関心を高め、一人ひとりが身近で出来ることの実現と組織的

取り組みの実現が求められている。

　虐待未然防止体制構築に向け、職員のストレス軽減への環境整備、Eラーニング視聴等により認知症

高齢者の特性や背景を学び深めることで虐待に繋がらないようにする取り組みを、拠点の実態に応じて

行った。

日頃の思いを話し合う機会を持つことでのストレス発散対応では、職員の職種、部署の限定的参加に留

まり、有効策が見いだせない苦慮、Eラーニング機会の創出等の課題を解決しながら前に進めて行く組織

的対応が求められている。

　「その人」を知るために、他職間連携による適切な「アセスメント」の力を高め、ケアプラン策定につなげるプ

ロセスの定着を目標として取り組んだ。利用者様の思いに寄り添った支援(本人中心のケア)を実現を目

指した「アセスメントシート」での情報収集・情報共有を図ることは出来ているが、利用者様の支援目標へ

の関わり方、支援スキルの実践過程で利用者様の理解不足、統一支援の不徹底等課題があることか

ら、法人基礎研修と合わせて、専門研修プログラムを構築、計画実施による支援力向上が求められてい

る。

　ACP理念実現には関係者を交えて「利用者様の思い」と実現意識の共有が必要不可欠。この観点に

立った成功事例の積み上げを目標にした取り組みを行った。職員のチーム形成が図られているが具体的な

検討のもとでの課題解決やスキルアップにつなげる取り組みの不充分から事例の積み上げとサービス実践

報告が出来なかった拠点、居宅介護支援から特養入所に至るまでのプロセスで情報共有、チーム形成が

図られたが一部部署で積み上げ事例とサービス実践報告目標を実現しながら内容に課題の残った拠点、

その一方でケアプランに反映しPDCAを回した拠点等、温度差はありながらもACP理念実現をめざした

チーム形成から地域資源を巻き込んで取り組む次の達成課題に向けたステップを踏むこととする。　大東

包括支援センターでは啓蒙地区をモデルに、命や願いを尊重した地区住民の福祉向上活動を関係者を

巻き込みながら展開し、サービス実践報告を行った。

　地域支援員の配置が現実的に難しい中で、美山地区の部門間支援による美山カフェを15回支援/

年、居宅介護支援担当とGM美山職員とともに運営し、酒生地区はデイホーム8回、カフェ3回を地区社

協と連携しスケジュールどおり実施し住民の暮らし向上を支援した。　啓蒙地区はコロナ以前に行っていた

地域との関係構築は翌年度目標にまた、酒生地区では通所リハの要望が多く寄せられ、どう応えられるか

を検討課題とした。　令和6年度の地域支援は各拠点窓口職員による連絡調整での応援体制対応で

行うこととした。大東包括支援センターでは地域ケア推進会議年３回、個別・自立支援会議を含めると

計10回開催した。民生委員・福祉委員との同行訪問継続。他に、支援につながりにくい高齢者の早期

発見と見守りのNW構築目標に、行政、事業所、社協、民生委員等に声をかけ、認知症ケアパス作成

会議開催を主導した。

　福井県災害派遣福祉チーム（福井DWAT）選任は２拠点で届け出書類の手続きを整えたものの登

録申請段階不手際により結果的に未登録のため令和６年度対応とした。　部門共有案件の福祉避難

所機能の実効性を前に進めるための対応は、未達拠点がある中で、関係者との情報交換により双方の

実態と課題の共有と課題解決に向けて、先ずは１事例の避難実践事例の実現と本部連携の具体化を

令和６年度目標として進めた拠点との温度差が出る取り組みの現状があるが、スピード感を持った対応へ

の社会的ニーズ充足に向けた取り組みは共有課題として今後の対応したい。尚、法人BCP対応は全拠

点作成対応した。

高齢者福祉部門

5つの視点
3年後の姿

（目指す状態像）
2023年度方策

令和5年度部門事業報告

最終報告

パーソン・センタード・ケア実現の為、「その人」を知る適切なアセ

スメントとケアプランマネジメント手順の統一

お一人お一人の思い(ACP理念）の実現に向けた担当者会

議の確実な実施とチーム形成を図る為の事例検討会の実施

地

域

と

共

に

地域が抱える多様な課題を地域目線で収集し、解

決への道筋を、関係機関・住民と協働して模索しな

がら「誰一人取り残さない」繋ぐ支援が出来ている。

地域支援員の配置を行い、地域住民との関係構築と課題収

集分析を行う中で、運営推進会議などの場を通じた法人事業

所の情報発信。

利

用

者

様

と

共

に

一人ひとりの夢や願いを尊重し、安心して暮らせるた

めに、関係者を巻き込みながら実践し、成功事例が

モデル化されている。

高齢者虐待防止の取組みのPDCA体制構築

災害時における法人の役割（福祉避難所設置、DWAT派

遣等）を発揮できる体制整備。

一部達成

一部達成

経

営

基

盤

の

安

定

化

さまざまな経営改善の取組みにより、部門内事業モ

デルが確立できている。

法人ブランディングを活用した事業所特色の公開・情報発信

各事業毎の人員配置と目標収益の明確化（予算管理を含

む）

　　足羽利生苑改修の為の資金積立計画の明確化

KPI設計による成果の見える化、PDCAで改善させる仕組化

など管理職のマネジメント力強化の取り組み。

　リスク管理・経営マネジメント研修へ計画的参加（研修受

講後のPDCA）

達成

職

員

と

共

に

一部達成

一部達成

達成

一部達成
既存車両のリース契約への切替検討（助成車輛除く）し、

新たな車両のEV、PHVまたはHV車への切替を推進。

地

球

と

共

に

職員一人ひとりが地球温暖化に関心を持ち、部門

内でできるCO2削減方法を考え、結果、循環型事

業モデルに取り組んでいる。

各拠点電球の全LED化。

職員一人ひとりが安心して働ける労働環境が整備さ

れ、法人施策が意欲向上・主体性形成につながって

いる。

確保：ブランディング推進及び法人採用計画を有機的につな

いでインターンシップ、実習の受け入れ体制を強化する。

育成：法人研修プログラムの推進（あすわers推進と共に）

と共に、高齢者福祉部門で求められる専門性向上が出来る

研修体制の構築（ēラーニング・認知症研修・感染症対応）

定着：職員満足度調査のPDCAを行い、安心して働き続け

られる職場環境構築（ハラスメント対策・拠点間交流事業）

　※ICT導入に関してはインフラ整備と介護記録ソフトの導入

定着（計画2ヵ年目）

一部達成

達成

一部達成

達成

一部達成

一部達成
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5つの

視点
年度目標

＜事故＞

163

(4）利用者様及びご家族からのカスタ

マーハラスメントに対する体制整備を行

う。

ユニット型

特養

60人

従来型

特養

30人

短期入所

35人

グループホー

ム

9人

デイ

サービス

25人

居宅介護

支援

170人

(150人)

20,753人 10,591人 5,965人 2,725人 5,571人 1,510人

366日 366日 366日 366日 310日 310日

56.7人 28.9人 16.3人 7.4人 17.3人

94% 96% 65% 82% 69% 83.90%

一部達成

利用者様の思いに寄り添って、安心で納得した生活を送っていただくため、

それぞれの部署で取り組みを実践した。アセスメント、「私の姿・気持ちシー

ト」の作成、家族を含めた他職種による担当者会議を実施する。進捗状

況を共有しながら実践する。取組みのまとめとしては、利用者様、またはご

家族の思いを尊重すること、事例を検討することで、サービスの質を高める

事への認識を再確認でき次の介護支援に繋がった。計画PDCAに沿った

取り組みとしては十分に進めることができなかった。

虐待防止 0件

最終報告 KPI指標(年)

未達成

毎月2日間（1日2回）の職員会議を計画。会議の前半はサービス提供

指針、理念について説明とグループワーク、後半は連絡事項と日ごろの思

いを話し合う内容を計画する。1回あたりの参加人数は3～5名、内管理

職員１～2名で、変則勤務、夜勤専門の職員もいるため、デイサービス、

ケアマネ、栄養食など日勤帯中心の勤務職員に限られてしまった。7月より

再度実施方法を検討するが、開催することは出来なかった。管理監督職

会議から各部署への報告、情報伝達になり、一般職員と顔を合わせての

会議開催ができなかった。

感染症

その他
サービス実践報告への事例提供はなし。

利用者とのかかわりを通して、サービスの向上につながる取組については意

識できているが、それを具体的に検討したり、課題解決やスキルアップにつ

ながる取組を計画的に進めることが十分にできなかった。サービス実践報告

も次回に持ち越しとなった。自分たちが担っていることを意識して、途中振り

返りながら進めていきたい。

事故

苦情 苦情…　7　件　要望…　0　件

4～6月

12回／48回

従来型特養7

名／30名

ﾕﾆｯﾄ型特養

38名/60名

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ6名

／9名

未達成

一部達成

入居系部署において、地域との関係構築等の取組みは困難な状況。GH

は2カ月毎の運営推進会議を開催し、報告と共に地域の民生委員、関

係機関の委員から状況や意見を聞くが、地域の課題等の把握までには至

らなかった。デイサービス、居宅介護支援は業務を通じて企画への協力参

加や、サービス利用にかかる要望が聞かれた。

運営推進会議

5回実施／6

回予定

受

入

実

績

見学 　４名

ボランティア 　０名

未達成

ボランティアの受け入れは0件。受け入れに関する取組みは、感染症対策

の継続もあり実施できていない。※業者の出入りはOK。面会は同居家族

2名まで週1回の制限。

能登地震にかかる介護職員1名全老施協DWAT派遣、介護支援専門

員複数派遣。

達成

資格取得、職場体験または見学など、それぞれの目的を持って来園する

方々へ、各部署職種連携し、適切に準備、対応、助言等を実施した。
施設見学･体

験26名

実習18名

実習 　18名、　　　　　４団体

その他 体験　22名　　　2団体

0件／5件予

定

退職 12名

その他

労務管理実績
超勤300H超 5名
メンタルヘルス 4名

人

事

管

理

採用 13名

※記載事項なし

0件 その他

一部達成

通信環境を整備。センサーなど見守り機器の導入は次年度の予定。

未達成

監督職、管理職で現状や情報の共有を行ったが、重要事項説明書変更

など体制の整備までは至っていない。次年度予定。

一部達成

全体で適切なエネルギー使用について定期的に情報発信を行う。感染症

対応での換気に配慮しながら、室温調整をこまめに実施する。各部署ごと

に、節電をはじめ、その他燃料の使用や業務の合理化について検討し、対

策を実施する。

（エアコンの温度設定を統一周知、洗濯回数調整、廊下電灯の調整、

食器洗い時シャワー使用、室温カーテンの活用、裏紙使用、残食削減の

取り組み検討、月電気料（量）見える化など）

グループホームの運営推進会議において、現状報告に加え、地域の意見

や要望を聞いていくこととする。新たに運営推進委員として、今年度より地

域の自治会長にも委員として依頼し参加して頂いた。地域もこの4年間活

動自粛していたが、公民館主体の行事が復活し、愛全園、包括支援セン

ターが協力参加する。

災害時の避難場所について、遠方の小学校、公民館ではなく、愛全園へ

の避難利用に関する質問が見られた。

A　定員（人）

B　利用者延人数／

C　稼働日数（日）

職

員

と

共

に

利

用

者

様

と

共

に

地

球

と

共

に

経

営

基

盤

の

安

定

化

(1）職員一人ひとりがストレスを抱え込

まない職場環境構築を行う。

(2）パーソン・センタード・ケア実現の

為、「その人」を知る適切なアセスメント

を行う。

(3）お一人お一人の思い(ACP理

念）の実現に向けた担当者会議の確

実な実施とチーム形成を図る為の事例

検討会を開催する。

(1）地域住民との関係構築と課題収

集分析を行う中で、運営推進会議など

の場を通じた法人事業所の情報発信

を行う。地

域

と

共

に

(1）SDGｓの取組みの周知浸透を図

る。

(2）自然災害対応の為の公用車1台

配置する

(1）地域の中で困りごとがあったときに

地域から「愛全園」と思って頂ける取組

み。

(2）各事業毎の人員配置と目標収

益の明確化を図る。（予算管理を含

む）

(3）KPI設計による成果の見える化、

PDCAで改善させる仕組化など管理職

のマネジメント力強化の取り組みを実施

する。

　リスク管理・経営マネジメント研修へ

計画的参加（研修受講後の

PDCA）

(2）災害時における法人の役割（福

祉避難所設置、DWAT派遣等）を発

揮できる体制整備を図る。

(1）インターンシップ及び実習を魅力あ

るプログラムへと進化し、足羽福祉会へ

就職したいと思える機会とする。

(2）法人研修プログラムの推進（あす

わers推進と共に）と共に、高齢者福

祉部門で求められる専門性向上が出

来る研修体制の構築を行う。（ēラーニ

ング・認知症研修・感染症対応）

(3）ICT導入に関してはインフラ整備

及び介護支援記録ソフトの見直し・導

入を行うと同時に、記録し易い職場環

境整備も同時に行う。

設備投資状況

職員全員一人ひとりにパスワード、IDを設定し受講環境を整え、法令順

守や基本的なものから、各職種専門的な研修まで利用者様へのサービス

提供において、基礎および専門スキルの向上にむけた研修計画を立て実

施する。自己採点機能、携帯端末からの受講も可能となり、これまでの集

合研修に比べて職員一人一人の勤務シフトに合わせた受講が可能となっ

た。計画通りの進捗には至らず、受講者また管理者のシステムの理解を深

め進めていきたい。

20年超の軽車両を次回車検時で、エコカーにリース契約の予定

活動実績(年)

＜新型コロナ感染者数＞　職員,家族　９名、利用者様　１３名

＜インフルエンザ感染者数＞職員家族　7名、利用者様　5名

＜その他の感染症感染者数＞職員家族3名､利用者様0名

社会保険料立替分（1,224,643円）7名分

【高齢者福祉部門】　【　愛　全　園　】

一部達成

一部達成

未達成

一部達成

一部達成

未達成

その他（未収、未払

の状況）

1名／2名

一部達成

1ON1面談計画作成するが、8月より実施できていない。1月より新たな

ツールを使った自信及びお互いのスケジュール作成と確認を意識し、部下

職員との面談を計画的に実施する。日々の連絡、引継ぎでの関りとは別

に、個別な業務の振返りや助言ができる事で、モチベーションやサービスの

充実にも繋がった。

残業、夜勤業務が増えている状況を改善するため、年度途中に職員体

制の再編成を行った。（ショートステイ事業を縮小し、担当職員を他部署

へ異動配属する）職員の追加採用、育成の取組みを進め課題解決と

サービスの向上に繋がった。

今後は事業縮小の影響に対しては、関係部署連携して目標を上回る取

組と増益に繋げる予算管理を計画、実施する。

D　平均利用者数

E　稼働率（D/A×

100）（％）

全社協経営塾へは新型コロナウィルス感染対応のため参加出来なかった。

法人「経営デザイン認証PT」に参加した。

運営推進会議

5回実施／6

回予定
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5つの

視点

退職

その他

従来型 ユニット型
短期入

所

通所介

護

認通介

護

居宅介護

支援

61 18 13 20 13 129

21,693 6,264 4,116 4,436 1,680
給付数

介護897件

予防228件

366日 366日 366日 366日 366日 12ヶ月

59.3 17.2 11.1 14.0 5.3 93.75

97.2% 95.1% 86.5% 60.6% 38.3% 69.4%

未達成

 社用車は、購入年数の新しい車両であるショートステイ、デイサービス

の2台を法人の方針であるリ－ス車両とし、残りのリフト付きバス、普

通、軽車両は令和6年度目標に年式、走行距離等を確認しながら

EVまたはHVの導入を検討していく方針とした。

実習 49　名　　　5　団体

【ICT関連の設備投資】

「ほのぼのNEXT」クラウド化事業　10,240,783円

　例年になく多くの退職者を出す結果となった。退職理由も様々

で「他業種、独立への意向」「メンタルヘルス不調」「人間関係」

等様々。

　派遣職は介護職９名、看護職２名の契約を結んだが健康、

就業姿勢、その他理由で短期での契約終了が多く、介護職３

名、宿直員2名が令和6年度継続勤務している状態。

その他

ペーパレス

紙使用率

/30％(対前

年比)削減目

標

　施設内電球のLED化を計画的に進めるため、デイサービス区域の予

算を計上したものの、補助金が受付の段階で留まったことから令和６

年度計画とした。

部門連携会

議を踏まえた

チーフ会議の

回数/月１回

目標

 人材確保にあたり、実習受け入れ時のプレゼン資料の重要性を鑑

み、マニュアルのメンテナンスが7月に終えたが活用への監督職以上の

今後に生かして行く意識の共有と体制づくりを課題とした。　同様に外

国人従業員の定着に向けた支援も周り職員のサポートが重要で、

EPA２名は夜勤除くシフトは独り立ちした。令和6年度はフルシフト出

来ること及び勉強の時間確保の中で令和７年１月の資格取得への

支援をサポートする。他にEPA１名、留学生４名も順調に就労、実

習を積んでいることから同様のサポートを継続していく。

　福井県災害派遣福祉チーム（福井DWAT）選任は届け出書類

の手続きを整えたものの登録申請段階不手際により結果的に未登録

のため令和６年度対応とした。　近年の自然災害リスク拡大傾向にあ

る中で、福祉避難所機能の実効性を前に進めるため、地域密着運

営推進会議の枠内で公民館長、自治会連合会長、地域防災組織

会長等関係者との情報交換により双方の実態と課題を共有すること

が出来た。　課題解決に向けて、先ずは１事例の避難実践の実現と

本部連携の具体化を令和６年度目標とした。

メンタルヘルス不調での退職者1名(総合職)。

採用

初年度計画

施行/年1回

目標

年式、走行距

離確認回数/

年1回目標

一部達成

　職員満足度調査を踏まえた人員不足・不足感の課題について、管

理監督者会議の中で部署ごとの現状を共有、現状体制下での相互

応援による協力関係での対応としている。

　介護職の負担軽減策の一環で推進しているICT事業の進捗は、基

幹ソフトの継続及び「クラウド化」を実現した。また、令和６年度に向

け、ソフト機能活用レベルを高めるための計画的業者レクチャーと利用

者様の安全・安心を多面的に担保する「見守りカメラ」の設置導入の

環境を整備した。　事務処理関連では紙ベースでの決裁からグループ

ウェア決裁と更なるペーパーレス化を進めるための改善策を少し動き出

すことが出来た。　

　　

未達成

利用者未収金　

現金　11件 335,082　

3月請求分　9,728,493

国保連合　

その他

（未収、未払の状

況）

E　稼働率（D/A×

100）（％）

D　平均利用者数

（B/C）（人）

　デイサービスの稼働率向上を目標に置いている中でリハビリ職を確

保・配置出来たことから利用者様の居宅生活を支えるべく他居宅介

護支援事業所はじめ地域関係者への営業活動を展開し,対前年比

デイサービスは延べ人数328人増(延べ4,436人）。認知症対応型

通所介護（きらく楽）は対前年比延べ人数304人減(延べ1,680

人）と特に後者が厳しい結果となっているので売りを開拓し、利用につ

ながる取り組みが喫緊の課題として継続している。　　デイサービスにお

いて、福井県版エンディングノートから、第3章「私の思い」について、第

4章「私がこれからしたい事、私が大切にしていること、私が心配なこと、

気がかりなこと、」について、デイサービスの基本情報に追加した。　

　　

リハビリ専門職

のPR活動　/

月1回目標一部達成 B　利用者延人数／

年（人）

A　定員（人）

C　稼働日数（日）

当初予算達

成率/100%

以上目標

①財務諸表

の勉強会数

/6回目目標
達成

　足羽利生苑M以上の財務勉強会年3回開催した結果、財務三表

の見方の理解度30%、程度で継続が必要。　数字の苦手意識は少

しずつ緩和している。　高齢者福祉部門の事務員勉強会を7回/年

実施。

各拠点での事務のムラが共有でき、ムダも発見出来た。今後も継続

実施目標とした。

一部達成

　高齢者福祉部門GM・SGM会議で役職ポスト含む配置人員の協

議を経て組織編成した。時短職員に加え感染症対策で職員自身の

体調不調や家族感染等により日々のシフトが回らない日常が慢性的

に続いた。配置の適性がなかなか見いだせない中で、収益以上に人

件費アップが経営を圧迫するしていることを鑑み、人件比率率の適性

な改善が次年度の大きな目標課題とした。　

・介護報酬収入 101.1% ＋1.1%

ユニット入所、通所介護の稼働が予算よりアップ

・人件費98%

【正規職員】　介護職員２名 

 

【※派遣職員】　介護職員７名　　　　看護職員２名

労実

績務

管理

超勤300H超

メンタルヘルス

受

入

実

績

年間4091,62H　　300H超1名363.5H

法定休日出勤17日(監督職３名)

有給取得日数797日（一人当たり9.1日）

人

事

管

理

達成

一部達成

　居宅介護支援から施設入所に至るまでのプロセスで利用者様の「ど

う生きたいか」「どう終末を迎えたいか」の思い実現をテーマとして取り組

んだ。　居宅支援段階で「福井県版エンディングノート」(私の想いを繋

ぐノート)の発信及び一部利用者様のAPC記録はきらく楽で100％、

デイで15％の進捗にとどまっている。　施設入所、ショートステイでは相

談員から他職種への共有及び居宅ケアマネの初回カンファレンス同席

は令和６年度取り組み継続課題とする。

準備検討回

数/２か月に

１回目標

その他

ボランティア
5８名、　　　有料ボランティア16

未達成

　1on1ミーティングは職員のキャリアビジョン実現をサポートする目標に

ほど遠い実行にとどまった。先ずは実行出来るKPI指標に修正すること

とチューター制度の活用を確認した。施設内外での専門性を高める支

援は法人研修とEラーニング受講のバランスの取れた調整が出来ずに

特に後者で課題が残った。その他、認知症介護基礎研修の2024年

義務化は12名の受講。認知症実践者研修・リーダー研修に1名受

講。認知症指導者研修への派遣養成はキャリア途中入職職員が資

格保有しており今後の専門性向上支援の要として体制強化を図るこ

とが出来た。

1on1の実施

回数/

月1回目標

【正規職員】　介護職員2名   栄養職員1名　リハビリ職員２

名

見学

その他

地区防災組

織との協議回

数/年２回目

標

一部達成

個別ケア会議

の実施回数/

月１回目標

最終報告 KPI指標(年) 活動実績(年)

達成

 　Eラーニングの導入をはじめ虐待防止チェックリスト(年１回)と職員

会議や勉強会での複合的な取り組みと評価を行いPDCAを回して取

り組んだ。Eラーニングは全員受講率50％にとどまったことから全員受

講及び支援への反映は令和６年度目標とした。虐待防止チェックリス

トの結果を受けた「職員間意識不統一設問」への対応及び不適切ケ

アは職員が実際に体験する形で改善を図る体験型を職員会議や勉

強会に取り入れ、虐待未然防止への理解と学びを深めた

　　

取り組みの振

り返り回数/３

回目標

感染症 ＜新型コロナ感染者数＞　職員23名　

一部達成

　各ユニット・部署での職種間連携によるアセスメント共有に基づいた

自立支援計画の策定プロセスは定着しており個別会議は出来てい

る。ケアの根拠と支援目標を理解出来る場としての目標には到達して

いるが、部署によっては経験の浅い等一部職員の実践力に課題を有

する事案もあって対策も講じられているがPR職による教育・研修プログ

ラム策定が求められる。
虐待防止

　　2か月に1回(奇数月)虐待防止委員会開催及び2か月に1

回(偶数月)勉強会開催し虐待未然防止に取り組んだ。不適

切ケアの防止、早期対応は勉強会だけにとどまらず、朝礼時間

にも行った

事故
＜事故＞　231件　

＜ヒヤリ＞　134件

苦情
苦情…　　６件　

要望…　　０件

　【高齢者福祉部門】　【　足羽利生苑　】　　　　　　　

運営推進会

議実施回数/

２か月に１回

目標

　美山地区の部門間支援による美山カフェを15回支援/年、居宅介

護支援担当とGM美山職員とともに運営し、酒生地区はデイホーム8

回、カフェ3回を地区社協と連携しスケジュールどおり実施し住民の暮ら

し向上を支援した。　尚、コロナ以前に行っていた通所リハの要望が多

く寄せられ、どう応えられるかを検討課題とした。　令和6年度の地域

支援は窓口職員による連絡調整での応援体制対応で行う。

達成

（１）部門全体で取り組む地域支援活動の拠点間相互参

加、協力態勢を構築し、活動と地域ニーズが有機的に繋がる

よう関係者との話し合いの場を持つ。　

　
  

  

  

地

域

と

共

に

利

用

者

様

と

共

に

（１）足羽利生苑の提供するサービスの特色を積極的に発

信し、利用したいと印象づけられる情報発信スキルを高める。

（１）プレゼン資料の内容見直しと職場風土がインタ―ンシッ

プ及び実習の機会をとおして入職への気持ちを印象付られる

受け入れ体制を充実する。

職

員

と

共

に

（２）一人ひとりのキャリアビジョン実現に向けた法人研修へ

の参加及び専門性向上への施設内外研修の受講体制を強

化する。

（３）職場満足度調査結果を踏まえた職場環境改善、

ICTの活用による健康管理システムの検討、事務処理軽減

及びペーパレス化を推進する。

経

営

基

盤

の

安

定

化

（2）展開する各事業の規模に応じた適正人員を配置し、

事業継続との収支バランスが成り立つ目標収益を明確化す

る。

（３）事業運営データをもとにした経営課題に対し、KPI設

計による「見える化」への取り組みを推進する。　

（1）SDGsの取り組みを周知し、CO2排出削減に向けて施

設で何が出来るか検討する。

（２）社用車のCO2排出削減に向けた対応を検討する。

地

球

と

共

に

年度目標

（１）高齢者虐待防止法、高齢者虐待防止対応指針の

理解及び未然防止への知識や学びを深める。　

　　

　　

　　

　
  

（２）利用者様をより良く知るためのアセスメントの質を高め

る職種間連携体制を整備し、チーム全体で取り組む自立支

援介護サービスに繋げる。　
  

  

  

  

  

（３）ACP理念を根幹に踏まえた事例研究の積み重ねによ

り、実現へのチーム形成を構築する。
  

  

  

  

  

  

（２）福井県災害派遣福祉チーム（福井DWAT）に参加

申請する。地区防災組織との福祉避難所の在り方及び災害

発生時の法人本部との連携についての共有の場を持つ。
　 

  

  

  

  

  

１月に起きた能登半島地震への義援金、

人的支援(延べ3人3日間)
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5つの

視点

小多機：29

（目標：20）

GH：９

（目標：9）

GH短期：１

（目標：14）

6,068 3,235 228

366 366 1

16.6 8.4 228

57.2

(83)
93 135

達成

達成

コロナ禍も5類に引き下げられたことから、地域住民とはカフェや地域や学校

の行事で交流が盛んに行えた。小多機の機能発揮や、運営す新会議での

地域課題共有など積極的な地域展開ができた。

GHでは担当者会議での関係者全員参加はないが、日常生活において常

に利用者様、ご家族から思いを聞いている。それをケアプランに反映した。小

多機において独居の方の支援に地域資源を巻き込んだ事例を検討した。

ケアプランにも盛り込み、PDCAを回せた。

一部達成

KPIに関して施設現況報告書を管理監督職で共有し、進捗を確認した。

PDCAのアクションは十分ではなかった。高齢者福祉部門M会議の開催は

行えた。その他、拡大会議として、愛全園の検討も同時に進行した。しか

し、M会議内での議題として事業計画KPIのPDCは行えなかった。

管理者のマネジメント力向上の為、関係のある研修には参加した。各3回

受講。

(3)KPI設計による成果の見える化、PDCAで改善させる仕組化な

ど管理職のマネジメント力強化の取り組み

(4)リスク管理・経営マネジメント研修へ計画的参加（研修受講

後のPDCA）

一部達成

人員配置を協議し、適宜人員補充できた。目標収益は入院者、契約終

了者が新規利用者を上回り、目標に届かなかった。短期利用は他拠点か

らの紹介もあり、目標を上回った。各役職者における権限、出納職員と共

に確実な予算管理ができた。

(2)各事業毎の人員配置と目標収益の明確化（予算管理を含

む）

達成

積極的に法人ブランディングを活用し、公開・情報発信を行えている。法人

CM制作も実施された。施設だよりを発行した（月1回）。CMの反響で、

GH1名新規入居、小多機見学者各1名あった。

未達成 具体的な取り組みに至らなかった。

経

営

基

盤

の

安

定

化

(1)法人ブランディングを活用した事業所特色の公開・情報発信

一部達成

ワゴンR（R5.12車検）のリース切替ができた。HVやEV化には至らなかっ

た（豪雪地域、福祉車両の未普及）が、新車による燃費改善にはつな

がった。

(3)法人障がい者福祉部門と連携し、有期廃棄物の堆肥化の推

進

一部達成
全職員web研修受講を通してSDGｓの取組みを学ぶ事ができた。事業

所として具体的取組は至っていない。

(2)既存車両のリース契約への切替検討（助成車輛除く）し、新

たな車両のEV、PHVまたはHV車への切替を推進

一部達成

ICT導入に関しては、ネットワーク環境整備と介護ソフトクラウド化ができ

た。カスハラに至る事例はなかったが、職員の精神的な負担につながりやす

い利用者様の家族の要望には管理職が間に入り対応した。短時間での面

談について実施は行っているが、アドバイザーの結果がのとおり未だ職員の

満足に足る状況には至っていない状況だった。ストレスチェック結果に対して

管理監督職＋職員代表で検証を行う。職員会議でも取り上げ、原因論

ではなく目的論に基づいた話し合いが行われた。令和5年度の結果は昨年

度比で改善した。

地

球

と

共

に

(1)事業所職員へSDGｓの取組みの周知浸透を図る

(3)ICT導入に関してはインフラ整備及び介護支援記録ソフトの見

直し・導入を行うと同時に、記録し易い職場環境整備も同時に行

う

(4)職員満足度調査のPDCAを行い、安心して働き続けられる職

場環境構築（ハラスメント対策も含む）

eラーニング研修（法人web研修含む）は全職員必須研修6講座受講

できた。認知症基礎研修の受講は、対象者6名全員終了した。認知症実

践者研修・リーダー研修への計画的派遣で各1名で受講できた。

達成

(2)法人研修プログラムの推進（あすわers推進と共に）と共に、

高齢者福祉部門で求められる専門性向上が出来る研修体制の

構築（ēラーニング・認知症研修・感染症対応）

達成

事業所職員によるリファラル2名採用（1名はR5年度、1名はR5年度面

接R6年度採用）につながった。福井工業大学1名（3/27）受け入れ

た。シルバー人材センター紹介で1名登用した。

(1)災害時における法人の役割を発揮できる体制整備

職

員

と

共

に

(1)ブランディング推進及び法人採用計画を有機的につないでイン

ターンシップ、実習の受け入れ態勢を強化する

一部達成

自然災害BCPは作成してあるが、地域防災組織との具体的な取り組みに

は至らなかった。1月近隣の住民宅火災被災の際は、迅速に高齢者を小

多機にて受け入れた。

地

域

と

共

に

(1)地域住民との関係構築と課題収集分析、活動、交流を行う

中で、GH美山独自の地域支援の継続

(3)お一人お一人の思い(ACP理念）の実現に向けた担当者会

議の確実な実施とチーム形成を図る為の事例検討会の実施

一部達成

本人中心のケアを行うためのアセスメントやモニタリングや、各事業所会議を

通してケアマネへの情報集約や情報共有は図れてた。しかし、本人の自己

実現のためのケアには至っていない。

(2)パーソン・センタード・ケア実現の為、「その人」を知る適切なアセ

スメントと情報の共有化を図る

最終報告

利

用

者

様

と

共

に

(1)なんでも言い合える風通しの良い職場づくりを行う 一部達成

高齢者虐待の背景にある認知症の正しい理解や、本人中心のケアの浸透

に取り組んだ。ただ、仕事の量や、コントロール、上司や同僚のサポートと

言った職場環境の改善には至らなかった。

年度目標

退職 なし

施設だより発行

月1回実施/月

1回目標中

新規受け入れ

2名実施/目標

未設定

A　定員（人）

KPI指標(年) 活動実績(年)

感染症

＜新型コロナ感染者数＞　職員　８名、利用者様　21名

＜インフルエンザ感染者数＞　なし

＜その他の感染症感染者数＞　なし

事故
＜事故＞　21件

＜ヒヤリ＞　8件

苦情 苦情…　　２　件　要望…　０　件

虐待防止 チェックリストを年1回実施。虐待案件はなし。

ボランティア 　67名、　　　　　団体

実習 　２名、　　　　　団体

事例検討会年

1回実施/年2

回目標中

ケアプラン反映

GH9件実施/9

件目標中

小多機17件実

施/17件目標

中

配食・見守り月

5名実施/月5

名目標中

地域支援年29

件実施/年20

目標中

地域行事参加

年7回実施/年

7回目標中

運営推進会議

年5回実施/年

6回目標中

ボランティア年

67名受入/年

60名目標中

BCP見直し0

回実施/年2回

目標中

被災者1名受

入実施/目標

未設定

２名新規採用

（1名は令和6

年5月に内

定）実施/目

標未設定

実習2名受入/

目標未設定

地域住民1名

登用/1名目標

中

研修受講108

件実施/108

件目標中

研修受講6件

実施/6件目標

中

③2研修受講

名実施/2名目

標中

1on1GM・M・

ACで全職員に

105回実施

/204回目標

中（職員1名

にあたり月1回

で換算）

事例検討会年

1回実施/年2

回目標中

【高齢者福祉部門】　【　グループホーム美山　】

右記参照

KPI進徳確認

拠点内年12回

実施/年12回

目標中

M会議年8回

実施/年6回目

標中

研修受講年6

回実施/年6回

以上目標中

B　利用者延人数／

年（人）

C　稼働日数（日）

D　平均利用者数

（B/C）（人）

E　稼働率（D/A×

100）（％）

その他

（未収、未払の状

況）

その他
ヒヤリ報告増加は運営推進会議の意見を受けて、些細なヒヤリでも周知

したことの結果

受

入

実

績

見学 　３名、　　　　　団体

その他

労

務

管

理

実

績

超勤300H超 なし

人

事

管

理

その他

動画視聴18回

実施/18回目

標中

設備投資状況 ※記載事項なし

その他

メンタルヘルス ・1名

採用
パートタイム職員2名（1名は派遣職員からの転向）

シルバー人材1名
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5つの

視点

98人

(21)

2702

人

310日

０/１名

2/延べ12名

1/年1回

その他

なし

メンタルヘルス

労

務

管

理

実

績

人

事

管

理 退職 ３月末日付で１名

その他

地域活動担当として愛全園より１名

異動。それにより職員配置数が６名

になる。

超勤300H超 なし

測定不可 その他

123/120件

月平均196/175

人
その他

一部達成

安否確認体制構築のための顔合わせを1回実施することができた。グループワーク

を行い、お互い認識することはできたようだが、体制構築のための取り組みを継続し

て行う必要があり、課題が残る。

未達成

今年度は受け入れはできなかった。来年度、受講予定。11月に県立大学の学生

(社会福祉士)を実習生として受け入れる予定になっている。

看護学生については、年間で計8名の実習を受け入れた。

未達成

研修は、各自の専門分野にあった研修を受講した。ミーティングで研修報告はして

もらったが、面談、振り返りができていない。介護支援専門員の更新研修Ⅱを2名

受講したが、入居施設　小規模多機能事業所　居宅介護支援のCMの状況や

課題が改めて理解でき、特に地域資源や情報の発信を必要に感じた。

PRの日々のOJTに関しては意識されてきていたが、課題解決には至らなかった。

未達成

記録の簡略化として検討した結果、『介護の森』ソフトを継続して利用することにな

る。

利用者様及び家族からのハラスメントに対する体制構築を目標に挙げてきたが体

制つくりはできていない。次年度も検討必要。

3件

(内1件は夫婦)

A　予防ケアマネジメ

ント数（人）内委託

数

B　総合相談延べ人

数（人）

C　稼働日数（日）

D　虐待対応件数

（人）

E　困難ケース対応

1/年1回 設備投資状況 ※記載事項なし

なし

採用

経

営

基

盤

の

安

定

化

身近な存在「ほやねっと大東」と認識して

もらえるように、各地区・各世代へ対応し

た方法で情報発信する

達成

地区の夏祭りや福祉祭りで模擬店や相談窓口を開設してチラシなどを配布した。

また、フレンドマート相談会も定着し、貴重な広報や相談の窓口になっている。キャ

ラクターシールを子供用に作成し祭りなどで配布していた。民生委員・福祉委員定

例会等での広報活動、近隣の病院、薬局にもパンフレット等を配布し置いてもらう

活動も行った。

達成

実態把握は目標の300件以上を達成することができた。一人暮らしの高齢者登

録も意識して行い、民生委員や福祉委員と協力しながら把握した。市が包括に求

める水準をクリアすることができた。

達成
目標件数は毎月達成することができた。その中で担当件数も目標数を達成してい

る。市が包括に求める水準をクリアすることができた。

地

球

と

共

に

一部達成

法人研修のSDGｓ研修後、各自目標を立てて実施してきた。包括会議等の中

で実施状況の確認、振り返り等を行っており、取組みの周知浸透はされている。不

用品を再利用してもらう取り組みを実施した。次年度は各自の取り組みを継続し

ながら、愛全園と協働での取り組みを検討したい。

未達成
光熱費の削減とペーパーレス化には取り組んでいる。愛全園と一体的に実施した

が、効果の検証ができていない。

職員一人ひとりが地球温暖化に関心を持

ち、部門内でできるCO2削減方法を検討

住み慣れた地域で安心して暮らせるため

の方策として市が包括に求める水準をクリ

アする。

職

員

と

共

に

★確保：ブランディング推進及び法人採

用計画を有機的につないでインタ―シッ

プ、実習の受け入れ体制を強化する。

育成：法人研修プログラムの推進（あす

わers推進と共に）と包括支援センターで

求められる専門性の向上ができる研修体

制の構築

定着：職員が安心して働き続けられる職

場環境の構築

地

域

と

共

に

年度目標

利

用

者

様

と

共

に

地域住民の命や願いを尊重し、安全・安

心して地域で暮らせるために高齢者虐待

防止の取り組みのPDCA体制構築をす

る。

地域住民の命や願いを尊重し、安心して

住み慣れた地域で暮らせるために、関係

者を巻き込みながら実践しだれ一人残さ

ず、支援に繋げるためにネットワーク構築

地域住民の命や願いを尊重し、安心して

地域で暮らせるために、関係者を巻き込

みながら実践し、高齢者分野事例検討

会での報告を機会にPDCAできている。

【高齢者福祉部門】　【福井大東包括支援センター】

一部達成

地域ケア推進会議を３回実施した。個別、自立支援型を含めると計10回開催

し、ネットワークづくりにつながっている。民生委員・福祉委員との同行訪問も継続し

ている。3月に支援につながりにくい高齢者の早期発見と見守りのネットワーク構築

するために行政、各関係機関、事業所、地区社協、民生委員等に声をかけ認知

症ケアパス作成会議を開催した。様々な意見があり集約が難しく、フローチャートは

完成していない。来年度には完成させ、実際に活用できるよう取り組みたい。K地

区の課題解決に向けた取り組みはPDCAを回しながら継続する。

受

入

実

績

見学

実習 10名、団体：3団体(看護)

虐待防止
虐待防止に該当する件数

3件（内1件は夫婦）計４名

0名、　　　　　団体

ボランティア 0名、　　　　　団体

一部達成

東藤島地区の避難所・民生委員、自主防災組織、自治会との連絡・連携方法

をつめるための会議は開催したが具体化されていない。

防災に関するBCP計画書はできている。。次年度は計画書をもとにPDCAを回し

ながら地域の中で活用できるよう取り組む。

10/年3回

その他

事故
＜事故＞　0件

＜ヒヤリ＞　0件

苦情 苦情…　0件　要望…　0件

最終報告 KPI指標(年) 活動実績(年)

一部達成

地域ケア推進会議を３回実施した。個別、自立支援型を含めると計10回開催

し、ネットワークづくりにつながっている。民生委員・福祉委員との同行訪問も継続し

ている。3月に支援につながりにくい高齢者の早期発見と見守りのネットワーク構築

するために行政、各関係機関、事業所、地区社協、民生委員等に声をかけ認知

症ケアパス作成会議を開催した。様々な意見があり集約が難しく、フローチャートは

完成していない。来年度には完成させ、実際に活用できるよう取り組みたい。K地

区の課題解決に向けた取り組みはPDCAを回しながら継続する。

感染症

＜新型コロナ感染者数＞職員４

名、

＜インフルエンザ感染者数＞職員0

人

＜その他の感染症感染者数＞　なし

達成

K地区の取り組み経過をサービス実践報告会で報告した。総評として、自治会、

民生委員それぞれの立場からの意見は重要。情報収集した中から目的を探り出し

調整が必要でそのためには顔を合わせた対話が必要になる。お互い立場を大切に

することから協働が始まる。イニシアチブをとる人がいないと実現できないことだが、そ

のできないことを頑張ってしている。現在の取り組みを継続していってほしい。職員の

体調を守りながら、職員の意欲と思いとのコントロールが大切だと総評をいただい

た。

4/４回

25


